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    　新幹線ってあまり揺れないんだなと思った。


    　さすが天下の新幹線だ。しかも、俺はそのうち四席を独占している。グリーン車なんて目じゃない。石油王ぐらいしかできない贅ぜい沢たくな振る舞いだ。まさにこの世の春だ──なんて思ったりできるわけがない。


    　向こうではクラスメイトたちの談笑が聞こえる。


    　当たり前だ。修学旅行の行きの新幹線なんだから……。そうでなきゃ、客の服がほぼすべて制服で統一されてるなんてことはないだろう。


    　新幹線は東京を出て、京都に向かっている。


    　俺はトイレに一番近い通路側の席に、ぽつんと座っていた。斜め前を見ると、ねずみ色の自動ドアだけが立っている。せめて人の姿を視界に収めたい。席が前すぎて、ドアの上を流れるニュースの文字すら読めない。


    　こうなっているのも、言うまでもなく、ドレインのせいだ。


    　班決めで野の島じま君のほうから同じ班に入らないかと誘さそわれたし、ぼっち打開の大きな一歩になったと思っていたのだが……どのみち隣り合って座るとかできないことを忘れていた。


    　後ろのほうから「あっ！　富士山！」という声が聞こえる。さらにデジカメかスマホの撮影音まで響ひびいてくる。あの「カシャッ！」とかいう音だ。


    　出たな。富士山に反応するというおきまりのやつ。ガキみたいにはしゃぎやがって。


    　うん。


    　ごく普通にみんなで盛り上がりたい！


    　俺もはしゃぎたい！


    　だって、小学校の修学旅行の時にはすでにドレインに目覚めていたし……。中学の修学旅行ほどじゃなくても、小学校でもいまいち楽しめなかったし……。


    　何が言いたいかというと、俺は人生で修学旅行を純粋に楽しめたことが一度もないのだ。


    　これが事業に失敗したとかなら、再チャレンジすることは理論上、可能だろう。


    　たとえ難しくても、絶対無理なことではないだろう。


    　けど、修学旅行は大学生にも社会人にもない！


    　人生でもう今回しかない！　ラストチャンスなんだ！　マジで楽しませてくれ！


    　落ち着け、落ち着け……。


    　もっとも、一人でぽつんと座ってるだけだから、他人から見れば落ち着いてる扱いを受けてるだろうけど。


    　二泊三日の修学旅行のうち、本当に序盤も序盤。野球で言えば、まだ一回表だ。


    　しかし、そんな序盤からすでに七点ぐらい得点されて、大きく劣勢になっているような気分なのだが、これから挽ばん回かいできるのだろうか……。すでに心が痛い……。


    　ちなみに通路をはさんだ反対側の三人並びのシートでは、担任の坊ぼう城じよう先生が窓側の席で寝ていた。反対側、先生なんだよな。生徒ですらない。


    　そもそも、寝るの早いだろ。一応、引率責任とかあるので、今も勤務時間だと思うのだけど、それでいいのか……。


    　班員は一つ後ろの四人のボックス席とその反対側にいる。俺がいるので一つずれているのだ。


    　──と、ＬＩＮＥの通知が来た。


    　愛あい河かからかなと、心が高鳴るのを感じた。


    　あの一件があって、自然と期待値が上がっていた。


    『高速で移動してる新幹線って、グレ君を島流しにしてるみたいね』


    　文面を見た瞬間、高たか鷲わしからとわかった。


    　ちなみに高鷲は俺の背後に当たる斜め向かいの席にいる。監視されているのだろう。


    『表現変えろ』


    『じゃあ、島流しじゃなくて流刑で』


    『熟語にしただけじゃねえか！』


    　わかっててやってるだろ、こいつ！


    　だが、俺も報復に出る。ずっとやられたままでは舐なめられるからな。


    『ドアの上のニュースとか流れるところで、ココロオープンを思い出した』


    　高鷲の心の声の代わりに、時事ニュースの文字が流れるところが脳内に浮かんだ。【パンダの赤ちゃん、すくすくと成長。来園者、予想上回る数に】みたいな文字がココロオープンで表示される。


    　なかなか間抜けな図だ。でも、案外、便利かもしれん。


    　直後、煽あおりのスタンプみたいなのが流れてきた。


    　また、同系統のスタンプが来た。


    　さらに、イラッとさせる顔をしてるキャラのスタンプ！


    　あいつ、煽り画像のバリエーション、どれだけあるんだよ！


    『そろそろミッションやりなさいよ。一人でぼうっと富士山見てるから囚人の護送感が出ちゃってるのよ』


    　うん、それはぐうの音も出ない正論だ。


    　俺は先日、高鷲から修学旅行中のミッションを課された。


    　高鷲いわく、俺が人間的に成長するために必要だとのことだ。心がこもってない声で言われたが、一割ぐらいは本音も交じってるかもしれん。


    　ちなみにミッションというのは、愛河に関することではない。


    　だが、つながりはある。というか、高たか鷲わしからのミッションより、愛あい河かの問題のほうがはるかに重要だ。それは高鷲だって認識してるだろう。高鷲からのミッションだって、愛河のことで相談した時に課されたわけだし。


    　愛河にあんなことを言われて平然と今日を迎えられるわけがない。そんな男、どこにもいないと信じたい。なにせ──


    



    「自由行動の時間、二人で京都を回りませんか？」


    



    　だぞ？


    　とても一人で抱かかえられる問題じゃなかった。


    　かといって、誰にでも話せる問題でもなかった。


    　結局、悲しいことに話せるのは高鷲だけだった。


    　友達には話せなくても、同盟者になら話せることも世の中にはあるんだ。
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    　愛あい河かから一いつ緒しよに京都を回ろうと言われた日の翌日。


    　一時間目がはじまる前の時間──俺はほとんど人が来ることがない五階の廊下に高たか鷲わしを呼び出した。


    　対面して話すしかない内容だし、もしＬＩＮＥがグループ設定のままだったりして、汐しおノ宮みやさんや愛河本人にも送ってしまうというミスをやってしまったら、リアルに切腹の作法を研究する羽目になる。


    「──というわけで、修学旅行で愛河に誘さそわれたんだけど……どうしたらいい？」


    　腕組みしてじっと聞いていた高鷲に尋ねた。


    　我ながら声がおどおどしているのがわかった。情けないのは重々承知だ。が、ここでたじろがずにすむような人生経験などない。だいたい、相談しなきゃいけない時点でたじろぐような事態が発生しているのだ。


    「うっわ、世界三大ウザい相談の一つ、男女の仲の相談が来たわ」


    　回答者の最初の一言はそれだった。


    　やっぱり、俺、相談する相手、間違えたかな……。


    「男女の仲っていうのは語ご弊へいがある。というか、お前、わかってて言ってるだろ！」


    　高鷲を見て、文句を言った。ココロオープンのせいもあって、高鷲はうつむいているので、視線は合わない。


    　こんなところでぐらい、心の声が表示されても無害ではと思わなくもないが、おそらく「ウザい」って文字列が流れて、俺の心が勝手にダメージを受けるから、このまま進めてもらおう。


    　こんな時、男友達に相談したらひやかされたりするだろうが、高鷲の場合は愚ぐ弄ろうされた感じになる。それでも相談できる同盟者がいることに俺は感謝したい。今まではそんな存在すらいなかった。俺の感謝が高鷲に届くかは別問題だが。


    「それ以前に、グレ君、菖蒲あやめ池いけさんにどう返答したの？　行くって言ったんじゃないの？」


    　高鷲の視線がちらっと一瞬上がった。


    　やはり、こいつは核心をついてくるな。


    「それは……班行動との調整とかいるから少しだけ待ってくれって言った……」


    　そう言うしかなかった。「ぜひ！」みたいに答えたらがっついてるようになるし。


    　愛河も「ですよね。じゃあ、お返事お待ちしてますね！」とあっさり納得してくれた。だからこそ、今、俺は高鷲に相談ができている。


    「はぁ……。男らしくないにもほどがあるわね。もう、この星の生命体ではありえないレベルのヘタレよ。ヘタレ星人よ」


    　罵ば倒とうが宇宙規模になった。ただ、ヘタレと言われれば否定もできん。俺もそう感じている……。もし、この地球に火星人が紛まぎれ込んでいたとしても、「ヘタレだ」と思うだろう。


    　高たか鷲わしは腕組みを解いて、両手を腰に当てた。


    「でも、言い訳としては比較的マシね。班行動がすでに決まってるからというのは、いかにもありそうな線だし」


    「そうだろ、そうだろ？」


    　まさか評価されるとは思っていなかったので、少しうれしくなってしまった。我ながら単純だ。


    「それはそれとして、結局、男女の仲の相談じゃない。宇宙三大ウザい相談の一つじゃない」


    「宇宙に格上げするな。あと、そういうのじゃないって言ってるだろ」


    　しかし、俺の抗議を高鷲はあっさりと受け流す。


    「でも、グレ君、あわよくばとか期待してるでしょ。だから、どうするか相談に来たんでしょ？　『空気清浄機を買おうとしてるんだけど、どれがいい？』みたいな相談とは意味が違うでしょ？」


    「それは、まあ、そうだけど……」


    　人間関係についての相談であることに間違いはない。


    　だから、友情やら愛情やら恋愛やら、そういった概がい念ねんはどうしたって切り離せない。


    「じゃあ、私から提案ね。修学旅行のうち三日目に二人で回りなさい。自由行動の時間が長い学校でよかったわね。場所はどこでもいいわ」


    　バカにしたあとに具体的なアドバイスもしてくるのが、高鷲流だ。


    　これがなくてバカにするだけなら、そもそも相談していない。なんだかんだでいい奴やつなのだ。……いや、いい奴なのかな？　うん、いい奴、いい奴。


    　なお、西高セイコーの修学旅行は日中はすべて自由行動で、最終日の三日目も京都駅に夕方に集合するまで、どこに行ってもいいことになっている。


    　これは自由を重んじる学風とかそんな雰ふん囲い気き的なことのせいではない。


    　異能力者の高校だからそもそも団体行動に向いてなさすぎるのだ。


    　その代表格が俺。


    　自由行動といっても見る場所がある程度しぼられる土地なら、結局みんなかぶりまくるのだが、京都の場合は観光スポットがいくらでもあるし、二日目や三日目に電車で大阪や奈良に行くという裏技も問題なく行える。その点は自由行動の価値は高い。


    　唯ゆい一いつの難点といえば、俺みたいに中学時代も修学旅行先が京都だった奴とかがいることだが……。


    　それはそれとして──


    「なぜ、三日目に限定するんだ？」


    「修学旅行は三日しかないとも言えるし、三日もあるとも言えるわ。たとえば、グレ君の中学の修学旅行はさぞかし長く感じ──」


    「マジで中学の修学旅行の話はＮＧ」


    　悲ひ惨さんすぎてネタにすらならない。本当に思い出させるな。


    「もし初日から二人で回って変な空気になったら、きついでしょ。残り二日がまたものすごく長く感じるわよ」


    「たしかに……」


    　気まずくなることを前提にした後ろ向きなアイディアだが、何事にも保険は大切だ。


    　最初で最後の高校の修学旅行、コンティニューは利きかない。


    「あと、初日は京都駅で生徒が分散するからそこから班と分離して二人でまわると目立ちすぎるし、行く場所がかぶる率も三日のうちで一番高いわ。グレ君を温情で誘さそってくれた野の島じま君にも失礼ってものよ。せっかくの機会なんだからそっちも楽しまなきゃ」


    　温情という表現は気に食わないが、意味はわかる。


    　高たか鷲わしのよいところは、どんな些さ細さいなことでも極力理り詰づめで語ってくれることだ。だから、俺もすぐに納得がいく。


    　なんだかんだで高鷲に相談してよかった。目は合わないけど、真ま面じ目めに考えてくれていることは俺も知っている。


    「それに菖蒲あやめ池いけさんはクラスの友達もそれなりにいるでしょ。初日から別行動しますっていうのは難しいはずよ」


    　なるほど。三日目が一番安全なのはよくわかった。


    「ありがとう。高鷲が同盟者でよかった。真剣かつ、具体的なアドバイスだった」


    　俺は素直に高鷲に感謝した。


    　正直、リスクも考えていた。高鷲への相談は諸もろ刃はの剣つるぎ的な部分がある。俺の弱みを集積されると、今後、立場的にどんどん不利になるからな……。


    　けど、それは杞き憂ゆうだった。


    　同盟者をつぶすような真ま似ねまでは高鷲もしな──


    「だって、これはグレ君だけの問題じゃないわ。菖蒲池さんの修学旅行を黒い思い出にするほど私は鬼じゃないから」


    「俺だけなら思い出を黒くしてかまわないみたいにも聞こえる」


    「私に相談したってことはその程度の覚悟はあるってことでしょ？　でなきゃ、相談できないもの」


    　さも当然というふうに、さらりと高鷲が言ってのけた。


    「お前、自己評価、バグってるぞ……」


    　それ、自分が悪魔みたいに恐ろしい存在だと認めてることになってる。けど、高鷲なら自分の恐ろしさも当然、把は握あくしてるのか。


    　でも、相談の価値はあった。愛あい河かとの行動が三日目にしぼられた。


    「ちなみになんだけど……」


    　俺がもう一度お礼を言って去ろうとしたところに高たか鷲わしの言葉が来た。


    　ただ、言葉にトゲがない。表情にもあまりトゲがない。


    「──ほんっ、こほんっ」


    　息を整えるように、高鷲はどこかわざとらしく空から咳せきをした。


    　端的に言って、高鷲が遠慮するような状況が考えられない。


    「もし、仮に一億年に一度ぐらいの奇跡が起きたとしてよ？」


    「せめて人類が登場してから一回ぐらいは起きてそうな数字にしろよ……。まあ、いい。続けろ」


    　高鷲は右手を頬ほおに当てて、どこか思案してるようだったが、こう、つぶやいた。


    「…………菖蒲あやめ池いけさんから告白されたら、どうするつもりか考えてる？」


    「ふあぁっ!?」


    　変な高い声が腹の奥から出た。


    「高鷲もなんで、そんなこと、聞いてくるんだよ……？」


    　無意識の内に質問に質問で返して、逃げようとした。


    「いや、聞くでしょ。そういうところをはぐらかしてたら、いざって時にパニックになるわよ……。黒歴史の黒がさらに濃くなることになるんだけど」


    「わからん……。わかるわけがない……」


    　俺のほうも言葉の歯切れが悪い。ここで堂々としていられるぼっちなどいないけど。


    　しかし、高鷲にしては遠まわしに聞いてきた理由もわかった。


    　これは友達とかを超えた次元の好意についての話題だ。まさしく男女の仲に関することだから、高鷲も気をつかったのだろう。


    　本当に恥ずかしいことを聞いているように、高鷲が多少顔を赤くしている。


    　場違いにもほどがあるが高鷲のその様子が初うい々ういしかった。そんなことを言う気は一切ないし、絶対になんらかの制裁が来る。


    　あと、まずは俺の見解を示さないと。


    「で、でも、誘さそわれたってことは、最低でもクソ野郎って思われてるわけじゃないんだし、ゼロってこともないと信じたいし……」


    「だから、ゼロではないわ。一億年に一度の奇跡が起きるかもしれないじゃない」


    　もう、そこまで低いならゼロという扱いでもいいんじゃないか？


    「とりあえず、グレ君が本気で何の準備もしてないことがわかって、一周して面おも白しろくなってきたわ」


    　なぜ、高鷲、そこで笑う？


    　あと、それ、確実に蔑さげすみ系の笑い方だよな。


    「この調子だとグレ君のほうは菖蒲あやめ池いけさんに告白する気とか皆かい無むだったみたいね。ぼっちの面めん目ぼく躍やく如じよといったところかしら」


    　面目躍如の使い方、おかしい。とはいえ──


    「告こくる予定？　あるわけがない。意図もない」


    　即答してしまった自分がそれはそれで悲しい。


    「人ひと研けんが大きく変わるようなことはしない」


    　自然と両手を握にぎりしめていた。


    　去年までの俺は、異能力者だけが通う西高セイコーですら、ずっとアウェーだった。


    　どこにいっても気が休まらないし、一人で椅い子すに座っているだけで、なぜか罪悪感を覚えたりした。


    　かといって、友達がいなくて気まずいから学校サボりますなんてわけにもいかない。友達がいない高校に毎日、きちんと登校していた。正直、勉強よりその事実のほうが何倍もきつかった。


    　それがやっと今年、人研って「場」が生まれたんだ。


    　高たか鷲わしが勢いで言った、人間関係研究会といううさんくさい言葉のおかげで。まさにウソから出たマコトってやつだ。


    　友達作りが下へ手たな奴やつにとって、こんないい環境ができるなんてのは奇跡もいいところだ。だから、本当に大切にしないといけない。


    　まして、これは俺だけのものじゃない。


    　高鷲にとっても、汐しおノ宮みやさんにとっても、もちろん愛あい河かにとっても、人研は大切な場所なのだ。


    　俺が人研を壊してしまうようなリスクのある行動をとっちゃいけない。


    　しばらく、奇妙な沈黙が五階の廊下を支配した。


    　利発な高鷲のことだ。俺がどういう気持ちでいるか、おおかたわかっているだろう。


    「そっか。それもそうね。一億年に一度なんて期待値の低いことに賭かけようとするほどグレ君の偏差値は低くないわね」


    　一億年を繰り返すことで、その数字が根拠あるデータみたいにしていくのはやめろ。


    　さすがに千年に一度ぐらいはあるって。おそらく……。


    「うん。それに……今はクラスの男友達作ることで精一杯だ……」


    「ああ……修学旅行の目的ってそっちだったわね……」


    　初歩的すぎて、高鷲すら忘れていたらしい。


    　俺は長らく、修学旅行の部屋の時間とかをどう乗り切るかを検討していたのだ。


    　俺も過去に男女のラブコメの一作や二作読んだり見たりしたことはあるが、主人公が恵まれすぎていて、一度も感情移入できたことがなかった。


    　──なんで、こいつら、同性の友達はデフォでいるんだ？


    　ふざけんじゃねえぞ！　こっちは同性の友達がいないところから出発してんだよ！　お前らのスタートラインにすらまったく到達できてないんだよ！　どうやったら男友達作れるかで悩んだことのない奴やつの恋の悩みなんざ知るか！　こっちが餓が死ししそうな時に「寿司とステーキ、どっちが好き？」って質問されてるような気分だよ！


    　しまった、ついつい心の中でアツくなってしまった……。


    　けど、それぐらい、同性の友達がデフォでいる設定が理解できなかったのは事実だ。自分みたいに、同性の友達すらいない奴は社会の少数派だからどうでもいいと言われてる気までした。


    「わかったわ。男友達のほうは、それはそれでアドバ──ミッションを送るわ」


    「おい、忠告がいきなり使命に格上げされてないか……？」


    　いつのまにか断る権利が奪われた気がする。


    「心が弱い人間は心から鍛きたえないとダメなのよ。逃げる口実を与えたらどこまでも逃げるから。これもグレ君のためなの。広義の思いやりなの」


    　なんでこいつ、ツイッターとかでつぶやいたら即座に炎上するようなことをこれでもかと思いつくんだ……？


    　性格が悪いことと異能力が邪魔なことを除けば、基本的に成功者側だから、成功者バイアスでもかかってるのだろうか。


    　もっとも、そこで与えられたミッションはかなり堅実なものだった。


    「男友達と修学旅行をエンジョイしなさい。そうね、まずは行きの新幹線でお菓か子し交換会でもやってみたら？」


    　お菓子交換会──多少の勇気が必要とされるが、できなくもないラインだ。


    「わかった。それでいこう。俺に異論はない」


    　俺もあっさり同意した。


    「でも、それなら、俺も同盟者にミッションを与えていいわけだよな」


    「グレ君に決められるぐらいなら私が決めるわ。グレ君は承認だけしなさい」


    「おい！　なんで不平等条約みたいになってるんだよ！　そこは対等にしろよ！」


    「今から舌打ちをしまーす。チッ」


    　普通にムカつくが、ある意味、本来の高たか鷲わしと言えた。


    　とはいえ、これは俺もミッションを出していいということだと思う。


    　ものによっては即座に却下しそうではあるが。


    「同じ班員である一い身しん田でんさん、汐しおノ宮みやさん、エリアスを除くクラスの人間十人以上に修学旅行初日から話しかける──どうだ？」


    　十人となると、親しくもない人間に何かしらしゃべりにいく必要が発生する。難易度としても無難だろう。


    「十人ね。その数なら、やれなくはないわね」


    　高たか鷲わしも受け入れてくれた。とくに考える時間もなしにＯＫしたけど、自信があるのだろうか。一い身しん田でんさんの交友関係を利用して、友達の友達に話すみたいな策でも考えているのか？


    　話が想定より長くなったので、チャイムが鳴りそうな時間になっていた。


    「そろそろ戻らないと授業はじまるぞ」


    「わかってるわよ。むしろ、ちょうどいい時間になるまで待ってたの。三分前とかに戻っちゃうと、持て余すから」


    「それは、よくわかる……」


    　絶対に誰かとしゃべってる時の休み時間と一人でじっとしてる時の休み時間って、長さが違うよな。感じ方の問題だけとは信じられん。


    　移動距離は知れている。今から移動すれば、問題はないはずだ。


    　俺は先に階段を下りる。


    　その後ろを高鷲が二メートルは離れてついてくる。あいつの靴くつの音が聞こえる。


    　すると、踊り場を過ぎたあたりで、後ろの高鷲からこんな声が飛んだ。


    「じゃあ、もし菖蒲あやめ池いけさんの側から告白されたら、グレ君はそれはそれで熟考するということね」


    　俺は後ろを振り返った。


    　やはり、教室から離れているせいか静かだ。高鷲の声がよく聞こえた。


    　感情がいまいち読み取れない高鷲の顔があった。


    　視線も合ってしまったので、すぐに顔をそらした。


    　今、ココロオープンが発動したら、高鷲は教室にしばらく入れなくなる。


    　階段の段差にして六段。高鷲は踊り場にいる。近いようでいて、それなりに遠い距離だと思った。


    「そんなことが現実に起こりえたらな。一億年に一度って言ったの、お前のほうだぞ」


    　言葉はすんなり出た。たいていの男子は女子に告こくられたら、それなりに真剣に考えるだろう。一般論の話だ。


    「……起こりえないわよね」


    　高鷲の言葉がいつも以上に非情に響ひびいた。


    「いちいち言うな……」


    「私より先にグレ君が色恋の問題にまで首を突っ込んだら、それは私への冒ぼう涜とくも同じだから。私が恋愛したりしたあとで、付き合ったり振られたりしてね」


    「お前、どうせ俺に彼女ができることなんてないってバカにしてるだろ」


    「孔こう子しも言ってるでしょ。偉くない奴やつは偉い奴には従えって」


    「それ、相当曲解と悪意が入ってる！」


    　そんな表現を孔こう子しが使ってたら弟子とか誰もできんだろ。


    　ふと、気にかかることが頭をよぎった。話の流れで今なら聞いてもいいかなと思った。


    「っていうかさ、高たか鷲わしって、彼氏とかほしいのか？」


    　好きな人がいるかと聞いたら、絶対に「自分」とか答えそうなので、こう尋ねた。あと、実際、片思いの相手などいないと思う。そんな片へん鱗りんも見せたことがない。


    　しばらく、高鷲は固まった。石化したという意味ではなく、立ち止まって考えているという意味だ。視線が少し上を向いた。
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    「ウザくないのなら」


    「……お前はその性格のせいで、ずっと彼氏できないと思う」


    　もっとも、男子は高鷲みたいな美少女に告こくられたら、九割九分付き合ってくれるだろうが、そういうことはわざわざ言わなかった。


    　男全体がバカにされそうだし、その男には俺も含まれている。


    



    　そのあと、俺はＬＩＮＥで愛あい河かに、三日目を一いつ緒しよに回ろうと連絡した。


    　十秒後には「了解しました！」というなんかのキャラのスタンプが返ってきた。


    『それで、どこに行く？』


    　愛あい河かから誘さそわれたのだから、愛河が行きたい場所に行くのがいいだろう。


    『候補は、伏ふし見み稲荷いなりと貴き船ふね神社と嵐あらし山やまと春日かすが大たい社しやですねっ』


    　場所が離れているどころか、一個、奈良県のが混じっている……。


    　そういや、以前にＬＩＮＥで京都のパワースポットを聞かれたことがあったけど、このあたり、候補に入ってたな。


    『一日目、二日目で行くところとかぶるかもしれんし、行ってないところで考えようか』


    『ですねー』


    　こうして、まったくのノーアイディアなまま、愛河と修学旅行を回ることだけが決まった。


    　人生最後の修学旅行最終日が、最高の思い出になるのか、人生をリセットしたい黒歴史になるのか。


    　思ったよりも大きな賭かけに出てしまったと思った。


    



    　　　　★


    



    



    　まあ、そんなわけで高たか鷲わしに愛河のことについて相談したせいで、ついでとばかりに修学旅行でのミッションを課されることになったわけだ。


    　よし、そろそろ決行するか。


    　正直、愛河と違うクラスで助かった。こんなんじゃ先が思いやられるけど、どんな顔して、会えばいいかさっぱりわからん……。


    　俺はおもむろに新幹線の棚に上げていたリュックを下ろす。


    　自動的に周囲に人がいないので、気をつかわずに荷物の上げ下ろしができることだけはドレインがあってよかった。って、利点が地味にもほどがある……。やっぱりドレインはろくでもない……。


    　俺の最初のミッションは──修学旅行の定番、お菓か子し交換会。


    　これを俺はやる。親しん睦ぼくを深めるために！


    　ちなみに中学の時は配る相手がいないからやれなかったし、誰も俺のところに来なかった。ひたすらスナック菓子を一人でばりぼり食ってた。おかげで昼飯を食うのがきつくなった。


    　俺はリュックから、細い棒状のお菓子を出す。


    　リア充カップルが両側からかじっていくというアレだ。


    　正直、ドレインがある人間には自動的に一生縁がないことなのだが、そんなことする奴やつ、実在するんだろうか？　そもそもあのゲームって、勝ち負けとかあるのか？　恋人同士でしかやらないのなら、最初から普通にキスすればいいじゃん……。


    　ダメだ。今はそんな怨えん恨こんは捨てろ。俺も修学旅行中の高校生だ。リアルが充実していると言えなくもないのだ。胸を張れ！　堂々と紙の箱を開けて、袋も開封しろ！


    　俺は立ち上がり、通路に出て後方に向かう。


    　そこには野の島じま君と太おお田たが並んで座っている。


    　太田は小柄の黒髪で、中学生っぽささえある童顔の男だ。


    　野島君は君付けで太田だけ呼び捨てにするのもおかしいのだけど、クラスのほかの奴やつも基本、「野島君」「太田」と呼んでいるので、その表現に従うことにする。


    　変に君付けすると、かえって距離が縮まらない気もするし、だいたい俺は「業なり平ひら」と下の名前で呼ばれてるのが普通だからいいだろう。


    　波は久ぐ礼れという苗みよう字じが「はぐれてる奴」をイメージさせてイジメっぽいから、みんな下の名前で俺を呼んでいるのだ。その気配りはうれしいが、気配りから友達は生まれない……。


    　野島君と太田の二人がいてくれてよかった。これで二人とも違う班のところに移動してしゃべってたりしたら、また落ち込むところだった。


    　まず、太田のほうが俺が来たことに気づく。


    　太田も見た目は温おん厚こう篤とく実じつで、いわゆる人畜無害なキャラだ。だからこそ、野島君とも仲がいいのだろう。キャラが近いからな。


    　異能力もキャラと同じように安全で、聞いた音をそっくりそのまま自分の口から再生できるというもの。つまり、自分をレコーダーにできるわけだ。長時間録音できたらものすごく有用だが、十秒ぐらいしか録音できないので、あまり利用価値はないという本人談。


    　あと、人畜無害というと、悪口みたいだが、俺の場合は文句なしに褒ほめ言葉として使っている。人畜無害ならゼロからのスタートだからな。有害であるより絶対にいい。


    　ここで突っ立っているわけにもいかないし、あまり突っ立っていると余計に動きづらくなるので、ミッション、スタート。


    「あ、あのさ、お菓か子しいる……？」


    　俺は箱をけっこう腕を伸ばして出した。


    　変な姿勢だけど、極力、ドレインの影響を与えないようにという配慮だ。お前に近づきたくないという意思表示ではない。


    「ああ、ありがとう」


    　太田が一本、お菓子をとる。


    「三本ぐらい、取ってくれていいんだけど……」


    　一本ずつ取られても、絶対になくならない。さすがにクラス全員に配る精神力まではない……。


    　配ればもらってくれるかもしれないけど、ただ配っただけ感が確実に出て、結局、疲れ果てる。


    　それ、露ろ骨こつなほどに友達少ない奴が無理してやってきた空気になる。そんなの俺がつらいし、なによりそんなことで友達が増えたりすることなどない。報むくわれることのない努力をしても、誰も幸せにはなれんのだ。


    「じゃあ、もう二本もらおうかな」


    　よし、三本減った。ありがとう、太おお田た。


    　窓側に座っていた野の島じま君も俺のほうに手を伸ばして、三本取ってくれた。


    　よし、そんなに違和感なく、お菓か子しを渡せた。ミッションクリアした！


    「じゃあ、業なり平ひら、僕からもお菓子あげるね。さっき、異能力で作ったやつなんだけど」


    　野島君がクッキーの入ったプラスチック容器を出してきた。女子がクッキー作った時とかに入れてきそうなかわいいサイズのだ。


    「ありがと。じゃあ、三枚もらう」


    　手にとって早速一枚、口に入れる。何の変哲もないクッキーの味がする。


    　でも、味は問題じゃない。


    　これで「贈与」から「交換」にクラスチェンジした。名実ともにお菓子交換会になった！　ていうか、野島君からもらわなかったら、厳密には交換会になってはなかった！


    　男子とお菓子交換会をやって喜んでる高校生なんて俺くらいかもしれん。


    　でも、小学校でも中学校でもできてなかったから、これはちゃんとした成長の一歩なのだ。


    　当たり前なことが当たり前にできるということは、実に素晴らしいことなのだ。


    「波は久ぐ礼れ君、わたくしとも交換いたしませんか？」


    　背後から汐しおノ宮みやさんの声がする。


    　男子席から通路をはさんだ向かい側の六人ボックス席だ。


    　手前から高たか鷲わし、一い身しん田でんさん、エリアス、それと高鷲の向かいに汐ノ宮さんが座っている。


    　あと、汐ノ宮さんの横の席にメイド長が立っている。メイド長は足が短すぎるので、構造上、座れないせいだろう。席は余ってるみたいだけど、メイド長のスペースが必要なのでこれでちょうどだ。


    　一身田さん、ずっとメイド長の体を正面に見ることになってるけど、もう慣れたのかな……。富士山なんかよりはるかにインパクトある。


    　それはそれとして。


    　汐ノ宮さんからもお菓子交換のオファーがあった！　ありがたい！


    「もちろん！　どんどん持っていって！」


    　さっと、お菓子の箱を伸ばしたら──


    　通路側に座ってる高鷲がその箱ごと取った。


    「はい、みんな、一本ずつ取って」


    　なぜ、高鷲、お前が仕切る……。別にいいけど。


    「ああ、一本ずつだと、あとあとグレ君が余らしてつらいから、二本ずつにしたほうがいいわね」


    「そういうことを口で言うな！」


    　やはり、高たか鷲わしはぼっちのつらさを自覚している。


    　ごく自然と友達がいた奴やつなら、お菓か子し交換会のハードルなんてものは認識できない。知らないうちにまたいでいる。


    「あっ、ありがとうね、業なり平ひら君」


    「じゃあ、特別にもらっておいてやるよ」


    　一い身しん田でんさんとエリアスがお菓子を取っていった。どうして、エリアスはものをもらってる側なのに偉そうなのか。


    「はい、波は久ぐ礼れ君、わたくしからはこれをお渡ししますわ」


    　汐しおノ宮みやさんが出してきたのはチョコパイが六個入った箱だった。まあまあ、高いやつが来た！


    「いや、それは等価交換にならなくて申し訳ないというか……」


    「そんなこと、気にしなくてよいですわ。さあ、持っていってください」


    　結果的にわらしべ長者みたいになった。


    「ああ、わたしからは業平にこれをあげるよ」


    　エリアスがぽんと俺のほうに何かを投げてきたので、それを受け取る。


    　どうせ、どうでもいいもんだろ。でも、この流れならお菓子でもくれ──


    　ペットボトルのキャップだった。


    「いるか！」


    「世の中にはキャップを収集してる人もいるだろ」


    　バカにした顔でエリアスがにやにや見ている。


    「こんなどこにでも売ってるお茶のやつを集めたがる奴はいねえよ！」


    「それをキャップの回収ボックスに入れれば社会の役に立てるよ。社会貢こう献けんができてよかったね。貢献レベルがちょっと上がるかもよ」


    　こいつ、貢献レベルを俺に思い出させる精神攻撃を仕掛けてきやがった……。どうせドレイン持ちの俺は最低ランクだよ……。


    「せめて、ペットボトル本体を渡せ！　キャップだけだと、普通のゴミ箱あっても捨てづらい！」


    「うん、空からのペットボトルはあるんだけどね」


    　そこでエリアスは汚きたならしいものを見る目をした。視線はもちろん俺に向けられている。


    「これを渡すと飲み口を舐なめられるおそれがあるから、自分で捨てるよ……」


    「やらねえよ！」


    　好きな子のリコーダー舐めるみたいなことするか！　あれは一種の都市伝説だ！


    　あと、一身田さんがどういう反応をしていいかわからんって顔になってるから！　ギャグで流していいかわからない子がいるところでそういうネタはやめろ！


    「竜たつ田た川がわさん、波久礼君はそんなことしませんわ……」


    　汐しおノ宮みやさんはちゃんと俺の味方をしてくれる。


    「汐ノ宮さん、男子をあまり信用しないほうがいいよ。心のきれいな男子高校生とか、常識的に考えて存在しないから」


    　純真な汐ノ宮さんに変なことを吹き込むな。


    「もし、どうしても舐なめたくなったら、波は久ぐ礼れ君ならちゃんと口に出して許可を求めますわ。無断でおかしなことをしたりはしません」


    　話がおかしな方向に行った……。


    「汐ノ宮さん、あの……それ、より悪質だと思うんだけど……。逮捕される危険があるぐらいにはアウトなんだけど……」


    「うわ……ちょっとリアル寒気がしたよ……」


    　エリアス、お前もドン引きしないでくれ。冗談の一種だったはずのキャップ案件がシャレにならん感じになってきてるだろ。


    「二百パーセント同意するわ」


    　おい、同盟者、俺を非難する発言に同意するな。


    「あら、わたくし、おかしなことを言いました……？」


    　きょとんとしている汐ノ宮さんに横のメイド長が手を上下させて、首しゆ肯こうに当たるアクションをしていた。


    　メイド長が汐ノ宮さんよりは常識があるという事実！


    「なるほろろ……」


    　汐ノ宮さんのその口くち癖ぐせ、久しぶりに聞いたな。


    「大丈夫よ、汐ノ宮さん。故意じゃないから悪くないわ。悪いのはグレ君よ」


    　そこの同盟者はなんで俺を悪に仕立て上げようとするのか。悪いの、絶対にエリアスだろ。


    「ははは……業なり平ひら君、二本もらうね……？」


    　苦笑いしながら、一い身しん田でんさんが高たか鷲わしの持ってる箱から二本取った。


    　こういうのって絡からんでいっていいか、判断しかねるもんな……。うかつにのったら、案外失礼だったりする。俺が逆の立場でも無難な対応をとったと思う。


    「そうね、一身田さんも好きなだけ持っていっていいわよ」


    「いや、だから、なんで高鷲が仕切ってるんだよ」


    「なんなら、この箱ごともらってもいいけど」


    「なんか全部、譲渡したことになってる!?」


    　天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そんという言葉が頭に浮かんだ。今の高鷲にぴったりだ。


    「一身田さん、しょうもないものでも何か返しているほうがいいよ。でないと、夜、枕元に業平が『代わりのお菓か子しを出せ』って現れるかもしれない」


    「俺は妖怪か。あと、エリアスのくれたものよりしょうもないものはない」


    　お菓か子し交換といっても、必ずしも交換しないといけないわけではない。自分からお菓子を渡すということが重要なのだ。


    　一い身しん田でんさんが小さなトートバッグの中を見た。


    「私、チョコレートぐらいしかないや」


    「塩があるならまいたほうがいいんだけど」


    「妖怪の退治方法みたいなアドバイスやめろ」


    　新幹線の中で塩をまいたら、確実に怒られるわ。


    　俺は一身田さんからチョコレートをもらった。今日はテニスラケットもないから手渡しだ。高たか鷲わしつながりで一身田さんとも今より話せるようになればそれはそれでうれしい。


    「はい。じゃあ、帰っていいわよ」


    　高鷲が箱を突き返してきた。


    　俺はそれを受け取る。思ったよりも本数は減って、隙すき間まができていた。


    「そうだな。ドレインもあるしな。おいとまする」


    　俺は徒歩三秒ほどの自分の席に戻った。


    　向かいの席では相変わらず、坊ぼう城じよう先生が眠りに落ちていた。


    　あれは生徒を信頼していると解釈すればいいんだろうか……。


    　汐しおノ宮みやさんがくれたチョコパイはささやかながらも勝利の味がした。


    　俺も一仕事終えたし、トイレにでも行くかな。


    　それとペットボトルのキャップも捨てておこう……。


    



    　自動ドアを開けてデッキに出ると、もう笑い声も話し声もしない。


    　全体的にねずみ色のデッキは自然と心が落ち着く。


    　情けない話だけど、こういう静かな場所があるとほっとする。みんなが盛り上がっている環境はどうしても居い心地ごこちの悪さを覚えてしまう。昔ほどきつくはないが。


    　ここでじっとしていてもおかしいので、とっととトイレに行って出てきた。


    「なんか空気がおいしく感じる」


    「グレ君の家、光化学スモッグかＰＭ２・５でも出てるの？」


    「うわっ！」


    　突然、声が聞こえてきて、びくっとした。


    　高鷲が乗車ドアの横に突っ立っていた。俺がトイレに行っている間に出てきたのだろう。


    「空気は置いておくとして、ミッションはクリアしたぞ」


    　お菓子交換会は新幹線が名古屋を通過する前に早くも攻略できた。幸先がいいと言っていいだろう。


    　もっとも、高鷲はここで素直におめでとうと言ってくれるキャラじゃない。


    　ふてくされたような顔でスマホを取り出してなんかチェックしだした。何があろうと視線は合わせないからなという強い意志を感じる。


    「グレ君、なんか勘かん違ちがいしてるようだけど、私が出したミッションは『男友達と修学旅行をエンジョイする』ということよ。お菓か子し交換会はそのうちの一つでしかないわ。入試で言えばまだ願書を提出したぐらいの段階ね」


    　ムカつくけど、それは事実だった。


    　お菓子交換会ができたから、それで円満解決というわけにはいかない。


    　お菓子なんかより重要な問題がこの先にいくつも待ち受けている。


    　でも、言ってることはわかるのだが、やはりムカつく。


    　人は褒ほめられたほうが伸びるという研究結果みたいなのをこいつに読ませたい。読んでもふるまいは一切変わらない気がするが。


    「いいんだよ。成功はしてるだろ。あと、お前もミッション、あるんだからな。今日中にクラスの奴やつ十人以上としゃべれよ」


    　なかなか難しいというか、京都に着いたら班ごとの自由行動だから、新幹線の中を逃すと、あとあとつらいことになるぞ。


    「他人の心配をできるとはずいぶんと余裕ね。まっ、グレ君も成長はしてるんじゃない？　亀の歩みだけど」


    　ひたすら高たか鷲わしはスマホをいじっている。俺と話すために出てきたと思ってたけど、たんにデッキのほうがこいつも落ち着く性質タチだからなんだろうか。


    「いちいちくさすな。どうせ、亀の歩みだよ」


    「亀に失礼ね」


    「お前、その理屈だと、猫に小判も豚に真珠も全部言えなくなるぞ。壮絶な言葉狩りになる」


    　スマホをいじってる高鷲とすんなり会話が成り立っているというのも変な話だけど、これぐらいの距離感が一番いいかもしれない。


    　たとえば、相手の真ん前で平気でスマホのチェックとかして、気にしなくていい仲っていうのは、理想的なんじゃないか。


    　こんな距離感でこいつとはずっといられたらな。


    　お互いに悪態をつきつつ、最低限のフォローは入れるような関係を、大学生になっても、社会人になっても続けられたら、それはかけがえのない財産だと思う。


    　と、いきなり高鷲が顔を上げた。


    　高鷲にデッキで声をかけられた時以上に驚いた。


    　なにせ、俺は少し微ほほ笑えんでいたからだ。


    　微笑んでると言えば聞こえはいいが、にやけてるように見えたかもしれん。


    　どう考えても、穏やかに笑うようなシチュエーションじゃない。「なんでにやけてるの？　控えめに言って最高にキモいわ」とか言われるんじゃ……。


    「亀だって生涯の移動距離は相当のものよ。亀の歩みで上等じゃない。亀だって捨てたものじゃないのよ」


    「あ、ああ……」


    　キモいとかは言われなかった。


    　というか、高たか鷲わしのほうも顔を上げることで力を使い果たしたのか、俺と視線は結局合ってなかった。にやけてることにも気づいてないかもしれない。


    「あと、お菓か子し交換会をやれってミッションだったから、はい」


    　高鷲は俺の胸の前に正せい拳けん突づきのごとく、手を突き出してきた。


    　攻撃かと思ったがそうじゃなかった。


    　コンビニのレジ前で二十円で売ってるチョコがその手にある。


    　おそるおそる、手を出すと、その上に高鷲はチョコを落とした。


    「これで交換になったわね。次のミッションも頑張りなさい」


    　高鷲はすぐに踵きびすを返すと、ドアを開けてまた喧けん騒そうのほうに戻っていった。


    　すぐに戻るのも変だから、俺は揺れるデッキの中央に立ち尽くしていた。


    「あれは褒ほめてくれた……のか……？」


    　その割りにはまったく笑ってなかったけど……。


    　どうとでも判断可能な高鷲の言葉がやけに耳に残った。


    　俺は自分の席に戻ると、野の島じま君の作ってくれたクッキーを食べた。ざくっざくっという音が口の中に広がった。


    　高速で移り変わる車窓を見ながらの飲食はこれはこれで悪くない。
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    　新幹線は定刻どおり京都駅に着いた。


    　東京を出たあたりだと、曇り気味だったのだが、西に移動するうちに、空も晴れていた。天気は西から変わるというのは本当だなと思う。


    「はーい。じゃあ、班員が揃そろってるところから自由行動を開始してねー。トラブルがあったら、先生の携帯にゴリゴリに連絡すること！　でも、できれば連絡入れないでね」


    　坊ぼう城じよう先生がいつもの本音で諸注意をしていた。本音と建前の使い分け方が間違ってると思う。あと、このゴリゴリというのは先生がよく使う強調表現だ。坊城語とでも思ってもらえればいい。


    「猫でも知ってることだけど、念のため確認しておくね。夜六時までには宿に戻ってくること！　遅刻してもメシ抜きとかはないけど、ルールを守ってくれないと、先生たちがなんか悲しい気分になります！　はい、じゃあ、解散！」


    　先生が「解散！」の一言と同時に、両手をばちんと合わせた。それが班行動開始の合図になる。


    　ほかの班のメンバーたちが、すぐにそれぞれの目的地へ固まって移動していった。


    　逆に言うと、ほかの班の移動が観測できたということは──


    　俺たちの班がなんとなくその場にじっと残っていたということだ。


    「……」「…………」「……」「…………」


    　とくに誰も何もしゃべろうとしない。


    　太おお田たは、どうしよっかみたいな視線を野の島じま君に向けていた。


    　一い身しん田でんさんも土産みやげ物ものを売っているコーナーをぼんやりと見ている。いかにもガチで興味があるわけじゃないけど、ひとまずそのへんを見ているということにしておこうという姿勢だった。


    　原因はすぐにわかった。


    　男子のグループと女子のグループが一つになって、班は構成されている。


    　だが、男女のグループ同士がすごく親しいというわけではない。


    　いや、もちろん、大半の班は「金閣寺行こうぜ」「バス乗り場、あっちだよね」みたいなやりとりを男女で気楽にやっている。そこにたいした壁はないし、壁の意識すらされてないかもしれない。


    　俺たちの班は俺と高たか鷲わしが入っているぐらいだから、そういう壁を感じやすいメンバーが揃っている。この妙な動きの遅さはそれが原因だ。


    　壁を感じやすいというと仲が悪いようだけど、そんなことはない。


    　単純にみんな、おとなしすぎるのだ。


    　こういう時、班を仕切ってくれるような押しの強いキャラがいない。


    　太おお田たも男子に気兼ねなく話しかけることはできるが、女子に自然体で話すには若干の抵抗があるのだろう。同性と異性では会話難易度が違う。


    　俺の場合、高たか鷲わしと偶発的にしゃべることになった関係で、男子の前に愛あい河かや汐しおノ宮みやさんとも話せるようになったが、それは例外だ。俺も高一まではまだ男子のほうが話しやすかったし、女子よりは相対的に話せていた。


    　一方で、人ひと研けんの一員である汐ノ宮さんも、まさにおしとやかさが服を着て歩いてるような性格の人だから、おそらく誰かがリーダーシップを取るのを待っていると思われる。


    　汐ノ宮さんのアビリティも成長も知っている。だが、ここはそこまで親しくない男子とかもいるし、あまり前に出ないようにとしているのだろう。汐ノ宮さんはまず守りから入るタイプなのだ。


    　一い身しん田でんさんがみんなを率いていくほど積極的な行動をとってるのも見たことがない。


    　野の島じま君も温厚で女子にも壁を作らない性格だけど、ぐいぐいとみんなを引っ張っていくようなキャラじゃない。


    　高鷲は不満でもあるみたいに傲ごう然ぜんと突っ立っている。人研の中ならともかく、赤の他人の男子（クラスメイトに対して使う表現としてはおかしいが）がいる環境ではあまり積極的に動く気もないようだ。


    　俺は言うにおよばず。


    　こういう時、まず周囲の様子をうかがってしまう性格というか、もう、そういう行動様式が染みついてしまっている。ぼっちをやって、そこそこ長いからな……。


    　──早い話が、みんなを率いてくれる人間が班の中にいない。


    　いないは言いすぎだとしたら、少ない。


    　受け身の性格の人間だっていていい。みんなが押せ押せのキャラだったらしんどい。それぞれ、人間には向き不向きがある。


    　むしろ、俺とか、押せ押せのキャラと接するほうが苦しいと思う。心情的にも、控えめで相手のことを考えるために一呼吸待ってから動くような人のほうに共感を覚える。


    　かといって、受け身だらけでは何かをはじめる時、困る！


    　ファンタジーでたとえると、全員が後方支援系のジョブを選択してしまい、攻撃に打って出ることができないような状況である。


    　全員が「どうぞ、どうぞ」と先を譲ってしまい、出だしが歯切れの悪い状況に陥っていた。


    　別にどこに行くかで悩んでいるわけでも何でもない。


    　ルートはすでに話し合って決めていた。漠然と清きよ水みず寺でらを目指して、それから祇ぎ園おんのほうに向かう。ものすごくメジャーなルートだ。だから、誰かが動いてくれれば、みんなそれについていけばいいだけの話なのだ。けど、誰も率いていこうとしないので、ほかの班と比べておくれをとっている。


    　人ひと研けんと違って、この班は集団としての日が浅いからな……。


    　なお、二日目は人研メンバー中心で行動する。この二日目のほうは気楽に回れそうだ。


    　いや、二日目のことはいいんだ。それより、この一日目の問題をどうにかせねば……。


    　第一声を誰も口に出さないから、余計にしゃべりづらい空気になりつつある。これはまずいやつだ。誰でもいいから「よーし、出発！」とか言ってくれたら、それだけでもずいぶん楽なんだけど。


    　男女混合の班にこんな弱点が潜ひそんでいたとは……。そういや、新幹線の中で同じ班の男女でそんなに話したりしてなかったな……。野の島じま君・太おお田たペアを女子のほうに運ぶぐらいのことはしておくべきだったか……。


    　受け身の人間が多すぎる弊害がモロに出ている。


    　やっぱりバランスって何事においても大事なんだな……。仏教でも儒教でも中ちゆう庸ようのほどほどの精神が必要とか言ってなかったっけ。後方支援系だけじゃダメなのだ。戦士とか前線で戦うジョブがいるのだ。


    　けど、ついにこの硬直している空気をぶち壊す英雄が現れた。


    「あのさ、えんじゅ」


    　一い身しん田でんさんが高たか鷲わしに声をかけた。


    　その勇気を俺は褒ほめ讃たたえたい。これはとてつもなく大きな一歩だ。今、歴史が動いた。


    　でも、それが些さ細さいなことに感じるほど、俺は衝撃を受けていた。


    　高鷲をえんじゅと下の名前で呼んでいる！


    　俺の聞き間違いじゃないよな？　演習がえんじゅと聞こえたとかじゃないよな？


    　たしかにえんじゅと呼んだ！


    　本当に歴史が動いた！　高鷲史の転換点に俺は立ち会っている！


    「な、何……い、一身田さん？」


    　一方、高鷲もごく自然に対応──できてはいないな。


    　明確に照れている。なんか、いちゃついてるところをクラスの人間に見られたみたいな顔になっている。


    「えんじゅも咲さ綾あやって呼んでいいんだよ」


    「それは、いいわ……。どうも、その……しっくりこないのよ……」


    「そういうところ、えんじゅは硬いんだよね。ＬＩＮＥとかだと普通なのに」


    　一身田さんはイタズラっぽい表情で高鷲をいじっていた。


    　マジか。高鷲が手玉に取られることとかあるのか……。


    　それとも、高鷲、好意を持ってる人間には急におしとやか度が上がるタイプなのか？　そんな属性を持ってたのか？　実はデレることがあるのか？


    　俺はとんでもないものを目撃しているのではないか。あとで高たか鷲わしにこの記憶を消去するよう脅おどされそうだが、ここは弱みを握にぎれているとポジティブに考えよう。


    「それで、一い身しん田でんさん……いったい何？」


    「八ツ橋って、焼いてるほうがスタンダードなの？　私、ほぼ生のタイプしか食べた記憶がないや」


    　一身田さんが八ツ橋の看板を見て言った。絵に描いたような（ていうか、実際に絵で描いてるんだけど）舞まい妓こさんのイラストが八ツ橋の横にデカく載っている。駅構内だし、土産みやげ用の広告もたくさんあるのだ。


    　思った以上にどうでもいい話題だけど、それでも第一声を発してくれた功績は非常に大きい。


    「ふうん。そうなんだ」


    　高鷲も話題が広がらないタイプの返答をするなよ！　それ、ただの相あい槌づち以上の情報ないだろ！


    「でも、八ツ橋ってお土産としては守りに入ってる感じあるけど、その分、安全でもあるわよね。八ツ橋もらって嫌いやな気分になる人間って想像しづらいじゃない。舞妓さんの人形とか、もらっても扱いに悩む系統よりは絶対にいいわ。その堅実さは嫌いじゃないし、だからずっとロングセラーでいられるのでしょうね」


    　ああ、相槌からの持論に流れ込む展開だったか。


    　けど、八ツ橋について語りすぎだろう。そろそろ、出発する流れに持ち込んでほしかった。まだ残ってる班、ほぼいないぞ。


    「八ツ橋もいいけどさ、いいかげん動かないかい？」


    　エリアスが口を開いた。


    　そうか、エリアスがいた！


    　この班の中で最も行動力があって、かつ積極性も持ち合わせているのがエリアスだ。


    　なにせ、生徒会の副会長に自分から立候補して務めているんだから、後ろ向きなわけがない。


    「高校の修学旅行だから班長も副班長も決まってないけどさ、みんなが動かないならわたしが仕切らせてもらうよ？」


    　エリアスは偉そうにしているが、ちっとも嫌いや味みな感じがしなかった。おそらく、副会長をやり慣れていて、態度が自然体だからだろう。


    「ドリ子、自分一人が真人間ですみたいなマウンティングをとってくるなら、私も偏差値でマウンティングとりにいくけど、いいかしら？」


    　だが、俺が嫌味に感じなかったからといって、高鷲までそうとは限らない。高鷲はエリアスに攻撃に出た。


    「別にいいけど、偏差値を前面に出す人って、けっこうヤバいよね。それって、それぐらいしか誇ほこれるものがない人がやることだと思うけど」


    　エリアスが正論で防御した。


    　たしかに学歴自慢してる大人よりもさらにひどい気がする。


    「ほかにも誇ほこれるものぐらいあるわよ……………………性格とか」


    　最後のほう、小声になったけど俺の耳には聞こえた。


    　正直、「ぷっ」と噴き出した。おかげで高たか鷲わしににらまれた。


    　予想以上に思いつかなくて、自分でも考えてもいないことを言ったな。それと、エリアスもちょっと笑ってたぞ。俺だけが戦犯じゃないからな！


    「性格のいい君が仕切ってくれてもいいんだよ。誰も動かないから、わたしがやろうかって提案したまでのことさ」


    　少なくとも、ここで性格って言葉を使ってくるあたり、エリアスの性格は悪い。知ってるけど。


    　そう、高鷲がリードしても班員からなんら文句はなかっただろう。


    　ただ、高鷲がそういう役回りをしたいわけがない。普段、前に出ないキャラだからこそ、こういう時だけ仕切る奴やつとしてふるまえない。


    「わかったわ、ドリ子が暫ざん定てい班長ってことでいいわ」


    　高鷲もここは折れた。形勢不利と悟ったか。自分で性格がいいとか、つい言ってしまったからな。


    「うん、わかったよ。それと、ドリ子って言わないでくれ」


    「じゃあ、ドリーニャでどう？」


    　エリアスが「あ、こいつは話し合えない奴だ」という諦あきらめた顔をした。合ってる。


    「まずは清きよ水みず寺でらだったよね。それから、八や坂さか神社のほうに歩いていって、テレビでよく出てくる錦にしき市いち場ばで食べ歩きとかしたらいいんじゃないかい？　ほかの日にまわる予定があるとかなら言ってくれればいいよ。こんなの、行き当たりばったりでもいいんだ」


    　エリアスがつらつらと具体的な名前を出していった。


    　京都の地名もある程度、頭に入ってるらしい。


    「清水寺といえばお寺の名前の由来にもなった名水、音おと羽わの滝たきだろ。八坂神社にも境けい内だいにいい湧わき水があって、水の入ったペットボトルが自販機で売ってるぐらいさ。錦市場の東の突き当りにある錦にしき天てん満まん宮ぐうも湧き水が出てるよ」


    「全部、水つながりでの意見だったのかよ！」


    「しょうがないだろ。私は水の異能力者なんだから。水を愛して何が悪いのさ」


    　こうやって居直られてしまうと、何も言い返せない。


    　そういえば、こいつ、『副会長聖水』とかいうヤバそうなペットボトル作ってたぐらいだしな……。


    「私に異論はないわ。清水寺はドリーニャが中学の修学旅行で行ってるはずだけど、いいのね？　今から変更してもいいけど」


    　その補足の言葉に、俺は高たか鷲わしなりの気づかいを感じた。


    　高鷲は俺とエリアスが同じ中学だったと知っている。エリアスが中学の修学旅行で京都に行ったことも把は握あくしている。


    　で、当然のように俺たちは清きよ水みず寺でらにも観光バスで行っていた。


    「こんなの、どこを回ったっていいんだから、違うところでもいいわよ。寺と神社は焼くほどあるでしょ」


    　文化財を焼くな。


    　とはいえ、最近の高鷲は一学期と比べて思いやりの精神が稀まれにうかがえる。


    　性格がいいというのは、あながち間違いでもないのかもしれない。性格がいいって自称する奴やつが性格がいいことってなさそうだけど。


    「有名どころは何度行ったって新しい発見があるんだ。それと、ドリーニャって言うの、今すぐやめて……」


    「わかったわ、ドリ子」


    　結局、ドリ子に戻ったらしい。俺もドリーニャよりマシだとは思う。


    　ポーカーと同じでチェンジをしたら今よりいいカードになるとは限らないのだ。


    　そこで高鷲の顔がこっちを向いた。


    「グレ君もドリ子と同じ中学だったけど、グレ君だしいっか」


    「わざわざ口に出して、ないがしろにする感じを出すな！」


    「グレ君一人で水族館とか行ってきてもいいけど？」


    　そりゃ、京都にも水族館はあるけど、修学旅行で真っ先に行くところではない。


    「異論はない……」


    「業なり平ひらの異論はあっても認めない。はい、ほかのみんなも出発でいいかい？」


    　エリアスは高鷲以上に俺の扱いが悪い。投票権が俺だけない。


    「素晴らしいですわ。参りましょう！」


    　汐しおノ宮みやさんはうんうんとうなずいている。


    「文句のつけようがない──とメイド長も申していますわ。メイド長も関西出身者ですから、京都のことは詳くわしいのですわ」


    　メイド長、京都にも造ぞう詣けいが深いのか……。それより、関西出身者なのか……？　たしかに、汐ノ宮さんと一いつ緒しよにいたわけだから東京出身というのはおかしい気もするが、出身という概がい念ねん自体がおかしいのでは？


    　太おお田たと野の島じま君も「それでいいと思います」「うん、行こうか」と同意したので、高鷲の意見はまだ聞いてないが、もう多数決で決まりだろう。


    　あと、太田は女子にも基本、丁てい寧ねい語ごなんだな。わかる。親しくない相手にタメ口で話すの、きついよな。


    　俺と一い身しん田でんさんはどうだったっけ？　そもそも、席が前後なだけで、長い会話が少ないから、あんまり覚えていない。


    　高たか鷲わしが一身田さんの席に来た時に、（悪意ではなく、おそらく善意から）たまに俺をいじってきたりするのだが、高鷲に文句を返す形になっていて一身田さん自体とあまり話せていない……。友達の友達とも、あっさり友達になれるコミュ力がほしい。


    　こうして、俺たちの班もようやく動き出すことになった。


    「それでは、皆さん、清きよ水みず寺でらに参りましょう！　清水寺へは、ええと……」


    　汐しおノ宮みやさんが動くより前に、メイド長が全自動掃そう除じ機きみたいな横動きでバス乗り場のほうに移動していく。


    　その先には、「清水寺」という文字がしっかりあった。


    「メイド長、すごいですわ！」


    　メイド長に追いついた汐ノ宮さんが、その頭をなでなでする。ちょっとメイド長がうらやましいと思った。


    　よし！　出だしで停滞しかけたが、これで高校の修学旅行、改めてスタート！


    　だが──


    「待って。それは無理」


    　高鷲が右手を前に突き出して、止まれの意思表示をした。


    　どういうことだ？　さっきはＯＫしてただろ？


    「グレ君のドレインがあるんだから、バスは無理でしょ。そのバス、列のでき方からしてとても混むだろうし」


    　あっ……。ほんとだ……。


    　日本どころか世界屈指レベルの観光地の、しかも町のシンボルとでも言うべき清水寺近辺を走るバス──混まないわけがない。


    　つまり、俺は絶対に乗れない。


    「そういや、中学の時は観光バスでめぐってたから、業なり平ひらも来れたんだったよ……」


    　エリアスも中学の修学旅行を思い出したらしい。


    　まさか、移動方法がネックになるとは……。


    　ていうか、俺自身で対策を考えておかなきゃダメだったのに、愛あい河かのことと高鷲の課したミッションのことで頭がいっぱいで失念していた。


    　ちなみに、中学のバスでは、俺は一番後ろの席の隅すみにいた。


    　俺に話しかけてきたのは、唯ゆい一いつ、担任の先生だけだった。


    　この黒歴史、俺は一生背負っていくんだろうな。俺が何をしたんだ？


    「すみませんでしたわ……。わたくしが気が利きかないばっかりに、波は久ぐ礼れ君を嫌いやな目に遭あわせてしまいました……」


    　うつむき気味になる汐しおノ宮みやさん。


    「やめて！　悪いのは俺だから！　汐ノ宮さんは一ミリも悪くないから！」


    　むしろそうやって悲しい顔をされると、俺がつらくなるから！　俺のことを考えてくれるならそんな表情はしないでくれ！


    「あ～あ、グレ君のせいで汐ノ宮さんが傷ついた～、傷ついた～」


    　高たか鷲わしはすかさず傷口に追い塩みたいなことをしてきた。


    「そんな小学生みたいなはやし方やめろ！」


    「グレ君のせいで汐ノ宮さんが精神に甚じん大だいな苦痛を被こうむった」


    「表現を硬くしたら、言ってもいいってわけじゃねえよ！」


    　こいつ、同じ班だからって、人ひと研けんじゃないメンバーの前でもいじり倒すの、やめてほしい……。そこはかとなく恥ずかしい……。


    「みんな、地図見たけど、歩いても行ける距離だよ！　途中、神社とかお寺もいっぱいあるし……むしろ歩くほうがいいんじゃないかな……」


    　一い身しん田でんさんが観光マップを開きながら、フォローを入れてくれた。


    　ありがとう、高鷲がご迷惑をおかけします。いや、班に迷惑かけてるのは俺なのか……。


    「そうだよね。歩けるよ。バスもこのへん、道が混んでて時間かかりそうだし」


    「うん、全然歩ける距離ですよ」


    　野の島じま君と太おお田たも同意してくれた。この二人も一身田さんや汐ノ宮さん同様、善良なので高鷲に加担することはない。その点はありがたい。


    　それはたしかにありがたいのだが──


    「すまん、みんな。本当に……」


    　みんなのやさしさが逆につらい。これはこれで俺の罪悪感がふくらんでいく。


    　面倒な奴やつで本当に申し訳ない……。


    　かといって、自分の異能力のせいだってことがわかってるのに、素知らぬ顔でふんぞり返ることもできない……。


    　ああ……このあたりのさじかげんって、とことん厄やつ介かいだな……。


    「いや、今更後ろめたい気持ちになられても、こっちは何も得しないから気にしないでほしいんだけど」


    　エリアスがあきれた顔で言った。


    　手持ち無ぶ沙さ汰たになっていたのか、左の人差し指は頬ほおをかいていた。


    　けど、これはなんだかんだで、俺のことを気づかってくれてのものだ。エリアスはそんなこと、気にするなと言ってるのだから。


    「サンキューな、エリアス……」


    「いや、『サンキュー』はおかしいよ。慰めてないからね……？　むしろ反省している顔だけして罪悪感減らす方向に持っていかないでほしいって言ってるんだよ。それ、誰も得しないんだから。だったら、旅を盛り上げる趣向でも考えなよ」


    　なるほど……。いよいよ、ややこしいな。謝らないのも失礼だけど、謝っても変な空気になるとか、これ、人間関係におけるバグみたいなものじゃないのか。


    　せめて自分の中でだけでも、プラス思考になるようにしよう。


    　少なくとも、愛あい河かと行く場所の候補が多少はしぼれるようになった。


    　電車やバスが混むところは、ドレインがあるので最初から行けない。


    「はいはい、業なり平ひらのせいで見られるところが減ったみたいにならないように、早歩きでどんどん行くよ！　むしろ、業平がいたせいで見られるところが結果オーライで増えたってぐらいにするよ！」


    　エリアスがすたすた歩いていく。


    「お前、それは当てつけなのかフォローなのか、どっちなんだ……？」


    　俺も距離を十分に空あけつつ、横に並ぶ。


    「えっ？　どうして、わたしが業平をフォローしなきゃいけないのさ……。純度百パーセントの当てつけだよ……。それ以外にないだろ……」


    　やりづらそうな顔でエリアスに顔を背そむけられた。


    　できれば五パーセントぐらいはフォローの成分が入っていたと信じたい。


    



    　　　　★


    



    



    　こうして、俺たちは徒歩でてくてくと清きよ水みず寺でらを目指すことになった。


    　途中寄ったところと、高たか鷲わしの感想を付け加えるとこんな感じだ。


    



    ・豊とよ国くに神社。


    「秀ひで吉よしを祀まつってるのよね。これって縁えん起ぎいいのかしら。子供の代で滅んだりしない？」


    「もし、秀吉にそんなパワーがあったら、その前に罰ばち当あたりなお前を滅ぼしてるんじゃないか？」


    「絵馬買って、『ドレイン持ってる奴やつ必滅』とでも書くわよ」


    「お前が書くと、マジで効きそうだからやめてくれ……」


    



    ・方ほう広こう寺じ。


    「これが家いえ康やすがイチャモンつけたお寺の鐘ね。豊とよ臣とみ家もクソリプが来て大変だったわね」


    「高鷲だけには同情する権利ないと思う」


    「その発言自体がクソリプなんだけど、そのあたりどう思ってるの、グレ君？」


    「どうとも思ってない」


    　高たか鷲わしは唐とう突とつに手を合わせて、目を閉じた。


    　すると、雰ふん囲い気きが急に大人びた感じになって戸惑う。「氷の姫」の異名はまだまだ生きている。


    「グレ君の性格がよくなりますように」


    　まあ、殊勝な願いなんて高鷲がするわけないよな……。


    「グレ君の性格が私ぐらいよくなりますように」


    　だから、お前の性格はよくねえよ。むしろマイナス補正になるよ。


    　俺も手を合わせてやり返すことにした。


    「…………高鷲の性格が少しでもマシになりますように」


    



    ・六ろく波は羅ら蜜みつ寺じの空くう也や像。


    「うっわ……。ほんとに口からなんか出てる……。グレ君、こういう異能力じゃなくてよかったわね」


    「別に空也は口からなんか出す異能力者じゃないぞ!?」


    「グレ君も死んだら、銅像でも建ててあげるわ」


    「死ぬのが前提なの、やめろ」


    



    ・地獄につながってるという伝説がある六ろく道どう珍ちん皇のう寺じ。


    「地獄ねえ。まあ、私が死んだらきっと地獄行きなんでしょうね。地獄とか天国とか、あればの話だけど」


    「お前、そこはなぜか謙虚なんだな……」


    「あと、このへん、幽霊伝説があるけど」


    　そこで、ちらっと高鷲は一い身しん田でんさんと話している汐しおノ宮みやさんのほうを見た。


    　どうも、高鷲に似合わず遠慮がちな顔だ。何かはばかることがあるのだろうか。


    「メイド長って幽霊なのかしら？」


    「俺に聞くな……。汐ノ宮さんに、いや、メイド長本人に聞けよ……」


    　そのあと、メイド長が無言で（これはいつもしゃべらないから当たり前なのだが）こちらにやってきたので、俺たちは緊急退避した。


    



    　やたらと寄り道しているように思えるかもしれんが、見学場所は道なりにあったし、時間のロスはほとんどない。


    　俺の事情でみんなを歩かせることになってしまったので、京都の観光スポットの密度が濃くて助かった。


    　あと、高鷲は旅行先でも毒舌を余すところなく発揮して、どこでもだいたいひどい発言をしていた。その結果、高たか鷲わしの発言ばかりが記憶として強めに残るという地味によろしくない問題が発生している。


    　そして、坂道をてくてく上がっていって、俺たちは清きよ水みず寺でらに到着した。


    「ヤバい……。考えてたより、混んでるぞ……」


    　俺が真っ先に思った感想はそれだった。


    　絶えず動き続けなければ、ドレインの被害者が出る。観光どころじゃないな……。


    　しかも、お寺の中は何の変哲もない歩き慣れた通学路などではない。


    　景色がいいところなどで班員がじっと立ち止まったりする。


    「えんじゅ、あの門、かっこよくない？」


    「ちょっと派手ね。仏教の思想に合ってるのか謎なぞだわ」


    　一い身しん田でんさんが高鷲の腕を取って足を止めさせた。距離感がカップルっぽいが、女子同士ならそんなに変でもないか。


    　それと、一身田さんがえんじゅと呼ぶのがまだ耳に慣れない。さらに慣れないのは高鷲がそれを受け容いれだしていることだ。本当に自分は夢でも見ているのではと不安になる。仲がいいに越したことはないんだけど。


    「あの高鷲が一身田さんに飼い慣らされている……」


    　聞こえないような小さな声で俺はつぶやく。


    　そして、誰にもドレインの被害が出ないように移動する。


    　超メジャーな観光地だけあって、決して落ち着いた場所ではないが、俺の場合、人よりさらに落ち着かない。


    「くそ……。本当なら寺とか神社とか、祭りの時とかを除けば、俺がゆっくりできる場所の一つなのに……」


    　ちっとも観光に集中できん！


    　まあ、中学の時にも見たけど、あの時はあの時で団体行動だったので、ぼっち度を強く感じて集中できなかった。


    「グレ君、この先に清水の舞台があるわよ。レッツ・トライ」


    「高鷲、清水の舞台があるって言ったあとに『レッツ・トライ』が来る理由を聞かせてくれ」


    「大丈夫よ。心では受け止めてあげるから」


    「やっぱり、舞台から飛び降りろって意味じゃねえか！　それと、そこは心とかじゃ無駄なんだよ！　物理的にダメージ受けて死ぬんだよ！」


    　今の俺には死ぬリスクを負ってまでかなえたい願いとかないぞ。だいたい、そんな事件を起こした時点で寺に大迷惑なので、仏様は願いをかなえてくれないと思う。俺が仏様なら絶対にかなえない。


    「二人とも、本当によくしゃべるんだね。同じ人ひと研けんだからなのかな」


    　一い身しん田でんさんがくすくすと、とてもかわいらしく笑っていた。


    　少なくとも、高たか鷲わしとかエリアスによる人をバカにしたタイプの笑いとは本質的に違う。女子の笑いはこうであってほしい。


    「ちょうどいいサンドバッグだからなだけで、悪意はないわ」


    「人間をサンドバッグにたとえてる時点で悪意のかたまりだろ！」


    　高鷲は視線を一身田さんの腰のあたりに向けて返答した。高鷲は何があっても、にこにこ笑うキャラではないが、たしかに今日の口数は多いと思う。それなりに修学旅行を満喫しているということだろうか。


    「大丈夫だよ。えんじゅがやさしさのかたまりだってことは、私が理解してるから！」


    　一身田さんは高鷲の側面から腰に抱きついた。レスリングの技ではなく、好意の表現だろう。


    「ちょっと……べたべたくっつかれるのは好きじゃないんだけど……」


    　高鷲の口元がほどほどに歪ゆがんで、苦笑とでも呼ぶべきものに変わる。


    　困ってはいるが、かといって本気で拒否したいわけでもないということだ。内心ではかなりうれしいに違いない。


    「いいじゃん、いいじゃん。修学旅行なんだしさ。えんじゅもその硬い表情、ゆるくしようよ～」


    「べ、別にこれは元からこういう表情なだけで……」


    　にやにやと一身田さんは笑いながら、さらにひっついていく。


    　さらに、高鷲の口元が開きはじめる。少しずつうれしそうに見える顔に変わっていく。


    　頑張れ、一身田さん！　君はすごいことをやろうとしている！


    　すごい、一身田さん！　高鷲攻略法を完かん璧ぺきにものにしている！


    　人類でここまで高鷲を自在に操れた人間は存在しなかったはずだ。一身田さん、実はとんでもない大物なのでは？　愛あい河かですら返り討ちにあってるぐらいの強敵なんだぞ。


    　しかも、一身田さんの攻撃はまだ続く。


    　選択と集中。兵力は投入できる時に、とことん投入するべきなのだ。


    「type-B」


    　そう、一身田さんが高鷲の腰にしがみついたまま囁ささやいた。


    　途端に一身田さんの体が縮んで、せいぜい小五ぐらいのものになる。


    　スカートをさりげなく押さえているのは落ちそうだからだろうか。ダイエットってレベルの変化じゃないからな。


    　出たな、幼女バージョンの変身。あれ、小五って幼女って呼んでいいのか？　厳密な基準とかないからいいと思うけど。


    「ふっふっふ！　こっちのほうがひっつきやすいね。えんじゅお姉ちゃん！」


    「もう……。悪ふざけがすぎるわよ……。それ以上やったら、あだ名つけるからね」


    　高たか鷲わしもいいかげん、自衛措置に訴えるらしい。一い身しん田でんさんにも凶悪なあだ名を押し付けるのか。


    「たとえば？　たとえば？」


    　だが、一身田さんはむしろ乗り気だった！　好奇心旺おう盛せいな幼女の目だった！


    　そう来たか……。高鷲に同調して、一いつ緒しよに楽しんでしまえば攻撃も無効化できる！


    　かといって、「俺は隅すみっこネズミ野郎だぞ」などとハイテンションで言えるには、かなりの勇気が必要とされるので、やっぱりきついと思う。


    「そうね、一身田さんは…………ええと、『デンちゃん』とか？」


    　女子につけるあだ名じゃないが、ほとんど悪意が含まれていない。最低でも、隅っこネズミ野郎と比べれば悪意の濃度が十分の一もない。


    「ふうん、じゃあ、デンちゃんでいいよ、えんじゅ」


    「えっ……よくないでしょ……おかしいでしょ……。なんで、ＯＫなの……？　あと、そろそろ離れて。スキンシップってよくわからないから……」


    　たじたじという言葉を高鷲が全身で表現していた。


    　これは一身田さんのストレート勝ちだな。


    　高鷲は友達というものを手に入れたはいいが、まだ、その感覚がわかってない。愛あい河かも間違いなく友達だけど、一身田さん（デンちゃん）は高鷲が自分の力だけで作った最初の友達なのだ。


    　これがまともなＪＫと、素人しろうとＪＫの差というやつか。


    　※素人ＪＫってどうも卑ひ猥わいな意味に聞こえるが……そういう意図はない。


    　でも、いいんじゃないか。


    　高鷲もごく普通のスクールライフが送れて幸せだろう。いずれ、よい思い出になるだろう。


    　────いや、そんな他ひ人と事ごとでいてはいけない。


    　高鷲は一身田さんと仲良くやっているが、俺のほうはどうだ？


    　俺も男子と仲良くなって、ごく普通の修学旅行をすごすという目的があった。ちゃんとやれているか？


    　自己採点をすると、今のところ、さほどできてない。


    　ある面、高鷲という話しやすい同盟者が近くにいるせいで、そちらの相手をすることに時間を割さいてはいた気がする。これまでの見学場所でもそうだった。


    　野の島じま君と太おお田たは本堂のほうを向いて、二人で何かしゃべっていた。


    「アップダウン激しいよね。お菓か子しって出せる？」


    「境けい内だいは飲食禁止だと思うよ」


    　俺にはわかる。これは二人なりの自衛だ。


    　なにせ、メンバーは女子のほうが圧倒的に多い。積極的に絡からむにはそれなりの難易度がある。だから、男子同士でしゃべることになりがちだ。


    　しかも、もう一人の男子である俺があまり参加できてないとなると、野の島じま君と太おお田たはだいたいセットで動くしかなくなる。


    　いかん、これはいかん。


    　俺が男子の輪に入りきれてないってことだ。


    　もっと二人のほうに行かないと……。宿の男子部屋で気まずい空気を作ったりせずにすむようにするためにも、今からしゃべっていく方向に持っていくべきだ。


    　ここは修学旅行先だ。話題だけならなんとでもなる。


    　なのに、そう思ったりしている時に限って邪魔が入る。


    「業なり平ひらもずいぶんあか抜けたよねえ。中学の頃を知ってる身としては衝撃的だなあ」


    　俺の敵としてすでにベテランの域に入っているエリアスが来た。


    　違う。今はお前と話すフェイズじゃない。お前は教室で隣となりの席だからいつでも話せる。俺は男友達を作りたいんだ。野島君と太田と話したいんだ。


    　でも、そんなにムッとした顔もしてないし、今のエリアスはそれなりに温厚らしい。


    「俺だって成長するんだ。いつまでもお前の考えてるようなザコとは違う」


    　結局、返答してしまった。無視はできない。いくらエリアス相手でも無視は失礼だ。


    「あの時の京都とは同じ京都でも比べ物にならないぐらい楽しいんじゃない？　清きよ水みず寺でらも違って見えるでしょ」


    「はっきり言って、すでにほぼ記憶にない」


    　部屋で孤立していた記憶が強きよう烈れつすぎて観光の部分が塗りつぶされている。


    「ここはいいよねえ。実にいい」


    　エリアスは清水の舞台に手を置いた。この程度なら、危ないというほどでもないか。


    　俺はその手前、一メートルちょっと離れて立っている。


    「観光地だからな。一定のクオリティはあるな」


    「清水寺って名前が最高だね。清い水だよ。しかも音おと羽わの滝たきもあるし」


    「お前、とことん基準が水の異能力者だよな」


    　そのあたり、エリアスは筋金入りだ。


    「まっ、エリアスみたいに自分の異能力に愛を持って生きていけたら幸せなんだろうな」


    　俺もエリアスから少し離れたところで、清水の舞台に寄りかかる。


    「なんだい、自分はいかにも不幸の権ごん化げですみたいなこと言って」


    　エリアスはこちらにあきれた顔を向けた。


    　それから、顔をそらしてこう言った。


    「業平は業平で、誰かを幸せにすることができるよ。……うん。わたしが保証する」


    　どうもいつもと勝手が違う。エリアスにしては俺を認めすぎなのだ。


    　ディスが七割で評価三割ぐらいが妥当なところなのに、今のエリアスはそれが逆転している。


    「フォローはうれしいんだが、できれば根拠がほしい」


    　エリアスの違和感がぬぐえなくて、素直に喜べない。裏がありそうな気がする。


    「現状、俺が誰かを幸せにできるって言われても、害獣退治とかぐらいでしか役に立てる気がしない。最低でも、幸せにできそうな奴やつにはまったく巡り合えてないな。まっ、これから頑張るしかないんだけど」


    　エリアスがバカを見る目をこっちに向けてきた。


    　もしペットボトルキャップを持っていたら、俺にぶつけてきていただろう。


    「業なり平ひら、暇ひまだったら、わたし、かなえたい願いがなくもないから、舞台から飛び降りて生いけ贄にえになってよ。そしたら、わたしを幸せにできるよ」


    「仏教にそんな生贄を使う教義はないし、暇だからって理由で生贄に同意する奴もいない」


    「じゃあ、表現を変えるよ。副会長命令だ。飛び降りて、グシャッとなれ」


    「生徒会の役員じゃなくても言っちゃダメだろ！　誰も投票してくれなくなるぞ！」


    　ここまで真正面から実質的に「死ね」と言われることはあまりない。


    「うっ……」


    　あれ、なんかエリアスがひるんだ。さらに、ちょっとよろけた。そんな効果的な一言あったっけ。そこまで圧のある言葉使った覚えはないぞ？


    「たしかに生徒会選挙も近いね……。うん、わたしに投票してから砕け散って。業平にも一票分の価値はある」


    「だから、そんな暴言吐かれて投票する奴がいるか！」


    「うるさい、うるさい！」


    　エリアスは修学旅行用のしおりを丸めて、俺の脇腹をつついてきた。


    　こいつ、キャップといい、身近なものをすべて武器として利用するスタンスなのか！


    「業平、わたしの悩みだけドレインしろっ！」


    「できるわけねえよ！　だいたい、お前のほうが人生、よっぽど順風満帆だろ！」


    「そんなことないよ！　落ちろ、落ちろ！　地の底まで落ちちゃえ！」


    　どこかで地雷を踏んだらしい。


    　きっと生徒会選挙のことだな。エリアス、次は生徒会長狙ねらってるからな……。


    　一年生の時も生徒会長には立候補できないから、副会長として立候補しただけで、生徒会長になりたかったはずだ。


    　しかし、エリアスのこの攻撃はどうやって収束させればいいんだ？　俺が舞台から落下するわけにはいかんし……。そろそろ、男子二人のところに加わりたいんだけど……。


    「竜たつ田た川がわさん、そんな汚い言葉を言ってはいけませんわ。汚い言葉は自分を汚してしまいますわ」


    　この班で最も真ま面じ目めだと思う汐しおノ宮みやさんがすかさず止めに入ってきた！


    　やはり、汐ノ宮さんは将来、教師になってほしい。あと、これでまた男子のところには行けなくなった。


    「あっ、ああ……少し言い過ぎたよ……。ただ、業なり平ひらが調子に乗ってる気がしただけで……」


    　それって人をいじめる時に出てくる理由ベスト３に入るやつだろ。何一つ弁解になってない。


    「ごめん、汐ノ宮さん……。悪いのはすべて業平なんだけど、わたしも謝るよ」


    「お前、まったく謝罪になってないぞ！」


    　過失割合10：０じゃねえか！


    「そこは本当なんだよ！　業平のせいなんだからね！」


    　さらにエリアスが攻撃的になっている。イライラしてる飼い猫みたいな態度だな！


    「まあまあ。それではお互いに抱かかえている思いをすべて話してしまいましょう。そしたら、お二人ともまた以前のように仲良くなれますわ」


    　どこまでも善人の汐ノ宮さんは仲介者役を買って出てくれる。


    　でも、それは仲介される側も汐ノ宮さんみたいに善人でないと成立しないわけで──


    「うっ……うぅ……」


    　エリアスは顔をそらしながら、じわじわすり足であとずさっていく。話し合う気はないということだろう。


    　こいつ、攻撃できる相手とそうじゃない相手がはっきり分かれてるな。どうも、俺にばっかり強気でほかの人間にはそうじゃないらしい。


    　なんか、こっちが攻撃しているみたいで悪いな。手でも差し伸べたくなってきた。俺が手を差し伸べると、ドレインという強きよう烈れつな攻撃になるけど……。


    「ほら、竜たつ田た川がわさんも何かおっしゃりたいことがあるんですわよね？　業平君と、わたくしとメイド長に話してください」


    　メイド長も聞くつもりなんだ……。メイド長を確認したら、まんざらでもない顔になっているように見えた。メイド長のわずかな表情の変化が俺もわかるようになってきているらしい。


    　汐ノ宮さんは正々堂々という四字熟語を具現化したような人間だ。で、そういう正攻法にエリアスは弱い。口が半開きになっている。あれは何か言おうとして迷っている感じだ。


    　エリアスは俺の顔を気まずそうに見ると、


    「は、話なんて……何もないから！」


    　顔を赤らめて、舞台の手すりに沿うように逃げていった。


    　よくわからないが、あいつが逃げたのだから俺の勝ちである。


    「あらら。話し合えば、きっとわかり合えますのに」


    「人は誰しも汐ノ宮さんほど強くはないんだ」


    　今時、ここまでストレートに対話をすればわかり合えると断言できる人は貴重だ。


    「けどさ、暴言だと高たか鷲わしのほうが俺に言ってきてる気がするんだけど」


    　だから、高鷲も責めてくれというわけじゃないが、汐しおノ宮みやさん、不公平なこと、嫌いそうだし。


    　すると、汐ノ宮さんは曇りのない笑顔になる。


    「高鷲さんと波は久ぐ礼れ君の間にはたしかな信頼関係がありますわ。わたくしにもそれぐらいのことはわかりますもの」


    　よくわからんが、信頼関係があるから毒舌には含めないということらしい。


    「あれ、だとしたら……」


    　汐ノ宮さんはメイド長のほうを向いて、思案顔になった。なにやら話し合ってるのだろうか。


    「もしかして、竜たつ田た川がわさんも波久礼君を信頼しているがゆえに、あのようなことを言っているのでしょうか……？」


    「信頼か……。都合がいい言葉ではあるけど、なきにしもあらずなのかな……」


    　俺が落ち込んでいれば三回に二回は追い打ちをかけてきそうだけど、三回に一回ぐらいは助言をくれるような気もしないでもない。今回もそういうことだったんだろうか。


    　たんに、俺でストレス発散したかっただけかもしれんが。


    「あの……もう行かないかな……」


    　野の島じま君が太おお田たを連れて、遠慮がちに言ってきた。


    　おっと、かなり、清水の舞台上で時間を使っていた……。


    　高鷲と一い身しん田でんさん、それからエリアスも戻ってきた。


    　結局、男子の会話に混ざれなかったが……次がある！　次で挽ばん回かいするぞ！


    「そうね。絶景を見れば、ドリ子もグレ君のことも許せるぐらい心が広くなるはずよ。今度はその場で見るんじゃなくて、ここの舞台を離れて見ましょう」


    「もう、文句言うのも疲れてきたから、ドリ子でいいよ……」


    　ついにエリアスがドリ子と言われるのを正式に認めた。歴史的な瞬間だ。副会長の権威も高鷲には一切効かないということはよくわかった。


    　今度は高鷲と一身田さんのところにエリアスも入って三人で話していた。


    　その後ろに野島君と太田、俺はさらに後ろ、むしろ一番後ろあたりを行く。


    「あの、業なり平ひら君は竜田川さんとも仲がいいということでいいんでしょうか？」


    　俺の横顔を汐ノ宮さんがうかがってくる。


    「わたくし、加減というものがよくわかりませんので……。ずれたことを言ってしまっていたら、自重しますけれど……」


    　そんな汐ノ宮さんの慎重な表情を見ていたら、なんかおかしくなってしまった。


    「大丈夫だよ。ほんとに汐ノ宮さんには感謝してる。あと、エリアスにはちょくちょく腹立ってるし」


    　彼女は真ま面じ目めにひたむきに生きている。


    　多少ずれていても、頑張りがわかるから嫌いやな気持ちにはならない。


    　大だい福ふくもそんな汐しおノ宮みやさんのよさがわかったから、好きになったのだろう。


    「汐ノ宮さんは今のままでいいよ。みんなが汐ノ宮さんに求めてるのもそれだと思う」


    　基本的な姿勢は何も変わらないのに、今の汐ノ宮さんはとても前向きに感じる。最初は空回っていた歯車がついに噛かみ合いだしたというか。


    　俺もこれぐらい変われるはずだ。負けていられない。


    「そうですか。それでは今後ともよろしくお願いいたします」


    　ぱっと花が開いたように、汐ノ宮さんが微ほほ笑えむ。


    　この笑顔を守っていきたいと彼氏でもないのに思った。


    「明日の午前中も、皆さんを責任もって、全身全霊でご案内いたしますわ！」


    　そういえば、明日は人ひと研けんメンバーを中心に汐ノ宮さんがエスコートしてくれるんだった。


    「そこまで気合いを入れなくてもいいけどね……」


    　しかし、この気合いの入り方が汐ノ宮さんを作っているとも言えるし、難しいところだな……。手の抜き方を覚えた汐ノ宮さんとか想像しづらい。


    　そんなことを考えていたら、俺と汐ノ宮さんだけ取り残されていた。メイド長まで手を動かして、せかしている。


    「あっ、はぐれそうだから、急ごう！」


    



    　俺たちの目の前には清水の舞台が広がっている。


    　舞台の向かい側に当たる、清水の舞台の有名な撮影ポイントに俺たちはいた。


    　当たり前だけど、舞台の上からじゃ舞台の全景は見えづらいからな。幸い、舞台では高たか鷲わしにもエリアスにも落とされることはなかった。


    「絶景ね。とっても貴重な景観だわ。幕が風でたなびく様子なんて平安貴族じゃなくても趣おもむき深さを感じるんじゃないかしら」


    　別に高鷲は心がきれいになる魔法の木の実を食べたとかそういうわけではない。


    「高鷲、皮肉はもうそれぐらいで十分だ……」


    　俺たちの眼前には、工事中の清水の舞台がどどーんとそびえている。


    　見事に修理している途中だった！


    　土台の柱の部分をシートで覆おおっているだけだから、さっき、舞台上にいた時は気づかなかったのだが。


    　そりゃ、木造の建物にとてつもない数の観光客が乗るのだ。定期的なメンテナンスもいるだろう。それに国宝建造物だから、きれいにもしておかんとダメだろう。


    　しかし、まさか自分たちが行くタイミングで工事中だとは……。


    　一い身しん田でんさんが高たか鷲わしに「むしろ、貴重だよ。こういうのって逆に見る機会もないもんね」とフォローらしきことを言っていた。一身田さんに気をつかわせるな。


    「大丈夫よ、一身田さん。私は過去に清水の舞台を見たグレ君とドリ子にほんの少し八つ当たりしたいだけだから。あなたに危害を加えることは絶対にないわ」


    　文脈上、俺には危害が加えられる可能性があるように聞こえる。


    　野の島じま君と太おお田たはスマホで工事してない時の舞台の写真を出していた。そうやって見たつもりになるわけだな。


    「まあ、いいわ。舞台を通った時点でこうなってるのはわかってたし。むしろ、このがっかりを確認するために足早にこの撮影スポットまで歩いてきたのよ」


    　そんなことのために班を巻き込まないでほしい。


    「うん、そうだよね！」


    　一身田さんが同調した。予想外だった。


    「これで満を持して、あのパワースポットに行けるもんね！」


    　今日一番というぐらいに一身田さんに気合いが入っていた。


    　一方で、高鷲は今日で一番やりづらそうな顔をしていた。


    　この近くで女子のテンションが上がるスポットと言えば、あそこだよな……。


    



    「えんむすびの神」「縁」「良縁祈願」「恋占いおみくじ」


    　そんな文字列が入り口からして、これでもかと掲げられている。


    　地じ主しゆ神社──ほぼ清きよ水みず寺でらの境けい内だいだろというようなところにある小さな神社だが、恋愛成じよう就じゆの神様として修学旅行の学生や観光客に絶大な人気を誇ほこっている場所である。


    　俺はついつい怖おじ気けづいて、男子二人に話しかけた。


    「ここってさ……リア充以外が入ったら、罰ばちが当たりそうじゃない？」


    　自じ虐ぎやくネタは上じよう手ずに使わないと痛々しいだけの結果になるが、このタイミングでならおそらくＯＫだろう。二人も神社の強きよう烈れつな自己主張に驚いているはずだ。


    「だよね……。怖いといえば、怖いかな……」「あんまり知ってる顔に会いたくないかも……」


    　野島君も太田も苦笑いしている。男子三人の心が一つになった。共通の敵にはこうした結束が必要なのだ。力を合わせないと倒される。


    　神様は敵ではなくて、むしろ縁を取り持ってくれる味方のはずなんだが、いかんせん、リア充という星から来ましたみたいな周囲のいちゃついているカップルの空気に圧おされていた。


    　ていうか、すでにいちゃついているなら、ここに来る理由、ないだろ……。


    「ついに来ちゃった！　ついに！」


    　それとは対照的に一身田さんはスマホでぱしゃぱしゃ撮影している。


    　しかも、高鷲と並んで、


    「ほら、撮るよー！」


    　と、視線をそらしている高たか鷲わしと共に自撮りをしていた。それ、本当にやる奴やついるんだ！


    　女子同士の友達でしかできないことを満喫できているわけだから、高鷲も感無量だろう。本人は相当照れくさそうだけど。


    「ここはテーマパークっぽさがありますけれど、社殿は四百年ほど前の江戸時代前期の建造物で、厳密には世界遺産の一部にも含まれているような由ゆい緒しよある神社なのですわ──とメイド長が申しておりますわ」


    　汐しおノ宮みやさんとメイド長はここでもまったくぶれない。態度が堂々としているという点では、一い身しん田でんさん側だった。


    　だが、最初に鳥とり居いをくぐったのは一身田さんでも汐ノ宮さんでもなかった。


    　エリアスが厳しい表情で境けい内だいに入っていく。


    　そして、賽さい銭せん箱ばこに五円玉を入れて、パンパンと手を叩たたいて、お祈りしたあと──


    　恋愛系のおみくじを引いた。


    　スムーズな流れだったし、表情がガチなので誰も茶化したりとかできなかった。


    　こいつ、もしかして好きな男子でもいるのか？　この雰ふん囲い気きからして、いると考えたほうがいいよな……。


    　待てよ、生徒会選挙のほうか？　それも縁と言えば縁だしな……。でも、それで恋愛系のおみくじは引かないか。どちらにしろ気軽に聞ける雰囲気はない。


    　唯ゆい一いつ、一身田さんが後ろから「ねえねえ、竜たつ田た川がわさん、運勢、どうだった？」と尋ねるのがやっとだった。


    　弱々しくエリアスが笑って、そのおみくじを見せた。


    「小吉だったよ。要約すると『運命は自分で切り開け』みたいなことが書いてあったよ」


    　猫背になって、エリアスはおみくじを結びつけたり、ウサギの置物に何か話しかけたりしていた。


    「そうだね、わたしの人生なんだからわたしがどうにかしないとね……」


    　せめてメイド長に話しかけてくれ。ウサギの置物と会話をしようとするな。


    「そういや、素直になれってことも書いてあったね。素直、かあ……。それってシンプルなようで、ものすごく難しかったりするよね……。そんな当たり前のことができないんだよね……」


    　心の声みたいなのが全部もれてる。


    　ココロオープンがこの現象だとしたら、そりゃ、高鷲も視線を合わせんわ。


    　小吉の割りにはショック受けてるな。喜ぶようなものじゃないかもしれないけど、「明日大ケガする」とか書いてるわけじゃないんだし、落ち込む必要はないだろ……。そんなので落ち込んでたら、俺の人生は大凶クラスだぞ。


    「あのさ、業なり平ひら……ああいうのを見ると、僕たち、やっぱり軽々しく来ちゃいけない気がするんだよね……」


    　野の島じま君も居い心地ごこち悪そうな顔をしていた。野島君はぼっちでもなんでもないが、少なくとも無邪気にはしゃぐ元気はないらしい。俺もエリアスの反応がちょっと怖い。


    「わかる。男子にとって特定の相手がいるわけでもないのに、ここでおみくじを引くのはハードルが高い……」


    　女子同士なら恋バナで盛り上がれるが、男子だけだとそういうわけにもいかないのだ。


    　そのくせ、周囲はリア充っぽい人たちでやたらと騒がしい。しかも京都という場所柄、ワールドワイドなリア充が集まっているので、余計にそのリア充力りよくにあてられる……。


    　人生を心からエンジョイできるようなキャラでないと、ここにいるのはきつい……。


    　高たか鷲わしはこの空気、大丈夫なのか？　案外、一い身しん田でんさんと満喫してたりするのか？


    　社殿の前に高鷲が一人で立っていた。


    　そして、高速で二拝二拍手一拝の神社参拝の作法をやった。ここまで機械的という表現がぴったりくる参拝も珍しい。


    「ふう、終わったわね。次行きましょ、次」


    　で、さっさと帰ろうとした。


    　すぐにこの空気から脱出する気か！


    　正しいと言えば正しい！


    　参拝はしたもんな。尻しつ尾ぽを巻いて逃げ帰ったわけでもなく、いわばやるべきことはやったわけだもんな。


    　でも、そんな高鷲の手を一身田さんがつかんだ。


    「えんじゅ、逃げちゃダメだよ」


    「逃げてなんていないわ。戦ったわ……」


    　神社と戦うな。


    「せっかく、ここまで来たんだよ。楽しまないともったいないよ！」


    「むしろ、こんなところに長く留とどまると時間がもったいないわ……」


    　逃げ腰な高鷲、その姿勢を許さない一身田さん。


    　力関係ではもう完全に高鷲が押されている。高鷲にマウンティング取れたの、人生で一身田さんが初なのでは？


    「ほら、えんじゅ、あれ！　あれをやろう！」


    　一身田さんが指差した先には石があった。


    　無論、路ろ傍ぼうの石ころとかじゃない。「恋占いの石」と名づけられた、注し連め縄なわの張られた石である。どうでもいいけど、注連縄を張ると、急に神聖な感じがするよね。もし、メイド長に注連縄がしてあったら、拝んでしまうと思う。


    　その十メートルか、十五メートルほど離れたところにも同じような石がある。


    「目を閉じてもう一つの石にたどりつけると願いがかなうんだって！」


    「えっ……そんなリア充の極みみたいなことを私にやらせるの……？　場合によっては、出るとこ出るわよ？　だいたい、私に好きな人類とかいないわ」


    　これ、毒舌じゃなくて、純粋な本音なんだろうな……。


    「恋愛じゃない願いでもいいからさ、やってみようよ！」


    「石ごときが願いをかなえられるなら、今頃、全世界の人間が石油王になってウハウハになってるわよ」


    　その世界、石油湧わきすぎだし、石油の価値、大暴落してるからウハウハできないぞ。


    　一い身しん田でんさんにも高たか鷲わしは文句を言う。友達だから何も言わないなんて不公平はないのが高鷲スタイルだ。それでもその言葉の力はいつもよりずっと弱い。視線を合わせられないせいもあるだろうが。


    「私が声をかけてガイド役をつとめるから大丈夫だよ！　やろう、やろう！」


    　一身田さんが容よう赦しやなく高鷲を駆り立てる。


    　彼女から圧倒的な正常なＪＫ力りよくがあふれてくるのを感じる。愛あい河かからもたまに似た感覚を味わった。これぞ正真正銘のＪＫだ！


    　シカに紅葉がよく似合うように、縁結びの神社にはＪＫがよく似合う。


    「わ、わかったわよ……。やればいいんでしょ……。ただし、デンちゃんもやること。いいわね？」


    　高鷲がついに折れた。


    　あと、デンちゃんって呼び方、本格的に解禁してきたな。


    「うん、いいよ。やる、やる！」


    　高鷲としては恥ずかしいことを相手にも強要させることで帳尻を合わせようとしたようだが、一身田さんはむしろ自分から進んでやるつもりだったらしい。


    　これまでの高鷲が培ってきた戦術が効かない。高鷲も衝撃を受けているのではないか。


    「やると言ったからにはやるわ……。有言実行、有言実行……」


    　そんなことを言ってる時点で、相当やりたくないことがわかる。


    　高鷲は弱々しい足取りで入り口側の石にタッチした。


    　目をつぶった高鷲はふらふらと前かがみになって、奥の石を目指して歩く。


    　目を閉じてるから当たり前だけど、高鷲の動きはぎこちない。半目を開けるというズルもしてないだろう。でなきゃ、こんなちょっとみっともない姿を人前にはさらすまい。


    「なんかロボットみたいだね」


    　エリアスが普段の仕返しか、ナチュラルに愚ぐ弄ろうしていた。よちよち歩きに近いのは間違いない。


    「ドリ子、あとで鴨かも川がわに沈める」


    　神社で殺害予告みたいなのするな。それに、よちよち歩きなので怖さがない。


    「諧かい謔ぎやくみがありますわね」


    　汐しおノ宮みやさんの言葉は難しくてよくわからないが、おそらく面おも白しろいということだろう。


    　一般の参拝者の邪魔になるのではという気もしたが、石を探している人という存在自体が一種のアトラクションなので、むしろ好意的に扱われていた。たしかに、ここはテーマパークみたいなところだし。


    「もう着いたかしら？」


    「ううん、もっと前、前。あっ、右に移動しすぎてる！　違う、違う！　私から見て右だから、えんじゅから見たら左！」


    「つまり、どっちに戻ったらいいのよ！」


    　今の様子を、スマホで撮影しておこうかな。でも、それがバレたら容よう赦しやのない復ふく讐しゆうをされる恐れも高いな……。静かに見守ってよう……。


    「ゆっくりとえんじゅから見て、右側に戻って！　それから堂々と五歩ぐらい前に進む！」


    「こ、こんな状態で堂々とできるわけないでしょ……」
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    　それでも高たか鷲わしが石に近づいた時には、俺や汐ノ宮さんも「お、いける、いける！」「その調子ですわ！」と声をかけてしまっていた。


    「高鷲さんが石にたどり着いたら、わたしの願いもいろいろと成じよう就じゆしますように……」


    　エリアスはどさくさで他力本願なことを言っていた。


    「そんなオリジナルルールないだろ！」


    「うっさいな！　神でも神社関係者でもないんだから、業なり平ひらは文句言うな！」


    　ごく標準のツッコミをしたつもりだったのに、やたらと噛かみつかれた。


    　ともかく、謎なぞの一体感がある。


    　そして、ついに高たか鷲わしの手が──


    　石に触ふれた！


    「あっ、なんか触さわった。やけに冷たい。これなの？　目、開いていいの？」


    「やったよ！　すごいよ、えんじゅ！」


    　一い身しん田でんさんが高鷲の手をさっと取った。


    　野の島じま君と太おお田たも拍手で讃たたえていた。修学旅行らしい一場面である。


    　いつのまにかまったく関係ないギャラリーまで拍手していたり、外国人観光客まで盛り上がっていた。


    　まあ、何のお祈りを高鷲がしたのか知らないけど、今日のことがいい記憶として残りはするんじゃないだろうか。


    　そういえば、俺も神社でお祈りぐらいはしておこうかな。このまま参拝せずに帰るのもマナー違反な気がするし、楽しませてもらったのでお賽さい銭せんを入れたい。


    　社殿で頭を下げて、目を閉じる。


    　恋愛のことを祈るのはやりすぎな気がしたけど、こうは思った。


    　──愛あい河かと…………いや、人ひと研けんがいい関係でいられますように。


    　抽象的すぎて、神様も扱いに困るだろうか。


    　ぶっちゃけ人研みんなが幸せでいてくれれば、それで俺も幸せだと思う。


    「グレ君は何を祈ったの？」


    　耳元で声がして、思わず飛びのきそうになった。


    　高鷲が真横に立っていた。ドレインがあるんだから、あまり近づくなよ……。


    「祈願の内容は言わん。お前だって、石にたどりつく時に何を祈ったか言う気なんてないだろ？」


    　人研の幸せを祈りはしたけど、まず最初に愛河の名前が浮かんできてしまったのは事実だ。


    　もっとも、愛河のことにしても、人研のことにしても、高鷲はすぐに察しがつくだろう。俺の人間関係はごくごく狭い。


    「まあ、そもそもグレ君のお祈りの内容を知りたいかと問われれば、さしたる興味もないしね」


    「そうかもしれんけど、わざわざ言わんでいい！」


    「だいたい、神頼みでどうにかなれば苦労はしないわ。私たちだって、人研を作って、ぼっち脱出を図ったわけだし、自分で動くしかないのよね」


    「言いたいことはわかるが、せめて神社の境けい内だいを出てから言え」


    　一種の業務妨害だぞ、その発言……。


    「ちなみに、坂の下に縁切りで有名な安やす井い金こん比ぴ羅ら宮ぐうもあるらしいわよ」


    「縁切り情報をここでレクチャーすんな！」


    「呪のろいみたいなことが書いてある絵馬がうじゃうじゃあるらしいわ。なかなか面おも白しろいスポットよね」


    　人様の呪いを面白いと形容するなよ。


    　ただ、その時の高たか鷲わしはちょっとした通過儀礼をやりきったせいか、悪い縁が切れたみたいにすっきりとした顔をしていた。


    　やっぱり、こいつは異能力がなければ、お手本のような美少女女子高生をやれていたんだろうな。性格は異能力と関係なく今みたいに悪いままかもしれないけど、性格が悪い美少女女子高生だっていくらでもいるだろう。


    　一い身しん田でんさん、どうか高鷲をまっとうな女子高生にしてやってください、と俺は心の中でお祈りした。


    　これじゃ、神頼みじゃなくて一身田さん頼みだな……。
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    　そのあとも八や坂さかの塔、高こう台だい寺じ、祇ぎ園おんの街並みと俺たちは有名なルートを巡りに巡った。


    　そして、祇園界かい隈わいでまったく予期していなかったビッグイベントが起きた。


    　はじまりは一身田さんのこの一言だった。


    「せっかくだし、和服着てみない？　あそこでレンタルしてるよ！」


    　俺は心の中で、その着眼点は素晴らしいと二重丸をつけた。


    「デンちゃん、それに何の意義があるの？」


    　高鷲が軽いジャブでクソリプを放ったが、一身田さんには効果がなかった。


    「えんじゅは絶対似合うよ！　こういうの、一人旅行だとできないじゃん！　みんなでやれば怖くないよ！」


    　俺の脳内では、高鷲の黒いマスが次々と一身田さんの白にひっくり返っている。一身田さんという黒船来航で、高鷲も開国するのだ。あれ、たとえのせいで、一身田さんが白だか黒だかわからなくなってきた……。


    「ふうん、まっ、こんな機会だし、いいんじゃない？　一人じゃ恥ずかしくても全員ならいけるっていうのはわからなくもないし」


    「普段はできない体験をするというのは、とても有意義なことだとメイド長も申してますわ」


    　エリアスと汐しおノ宮みやさんの許可もとれた。


    　こうして女子全員が着替えることになった。


    　着付けにはかなり時間がかかる。そりゃ、Ｔシャツ着るのとはわけが違う。その間、男子三人で祇ぎ園おんのあたりをぶらつくことになった。


    　おかげで清きよ水みず寺でらでは話せなかった男子トークができる。しかも、女子が着物姿になるといういい話題もある。まったく、ありがたい。


    　俺が誘導するまでもなく、話題は着物のことになった。


    　口数が多いわけでもない太おお田たまで「これは楽しみ」と言っているぐらいだった。


    「自分が着るわけでもないのにテンション上がるよな。俺もわかる」


    「ほんとに助かる」


    「えっ……ごめん、その感想の意味、よくわからないんだけど……」


    　野の島じま君が「太田はちょくちょくずれたこと言うから」と解説をしてくれた。あまり深く突っ込んでもいけないことの気はする。


    「貴重なことだよね。だって、こんな機会、彼女ができないとまず立ち会えないよ」


    「それは、もっともだ……」


    　俺にとって人生でこれが最初で最後かもしれないのか。


    　野島君の言葉を聞いてしまうと、ありがたいなどと気楽に言ってられなくなってきた。


    「いまいち、落ち着かない」


    　また、ぼそりと太田が言った。


    「だな……。もう、戻るか」


    　着付けが終わる予定より少し早く俺たちは店に戻った。


    　出てくる順番は自分の予想と違っていた。


    　高たか鷲わしが先頭だったのだ。こういうの、最後にしぶしぶ出てくると思っていたのに。


    　とはいえ、先頭だった理由は明らかだ。高鷲の背中を一い身しん田でんさんが押していたのだ。それがなければ、俺の予想のとおり、最後尾にいただろう。


    「どう……かしら……？　いや、とくにレビューをしてもらいたくもないんだけど……」


    　高鷲の表情が硬い分、結果的におしとやかさのようなものが漏もれ出ている。


    　その着物姿を見て、俺はついついこう感想を漏らした。


    「詐さ欺ぎだ」


    「何が詐欺なのよ。具体的に言ってみなさいよ」


    　一瞬にらまれたが、今の高鷲にはさほどの眼力はない。羞しゆう恥ち心しんを隠しきれていない時の高鷲はそこまで恐ろしくないのだ。


    「お前が清せい楚そに見える。明らかな詐欺だ」


    　高鷲の着物はいわゆる萌もえ黄ぎ色いろというやつだろうか。自己主張が強い柄でも色でもないが、その分、高鷲の黒髪によく似合っていた。


    「やっと私の心の豊かさに気づいたのね」


    　調子に乗って、高たか鷲わしは不ふ遜そんなことを言った。


    　けど、その時の高鷲は心が豊かかは置いておくとしても、とても絵になった。


    「えんじゅ、やっぱりすごい似合ってるよ！　ね、業なり平ひら君？」


    　一い身しん田でんさんがなぜか俺に同意を求めてきた。ちなみに一身田さんは体も異能力で大きくしている。そのほうが和服に合うと思ったのだろう。


    「うん……似合ってはいると思う……」


    「業平君、女の子がいつもと違う格好してる時はちゃんと褒ほめなきゃだよ」


    　謎なぞのアドバイスをされた。なんで、そこで指南が俺にだけされるのかよくわからんけど。俺って、そんなに女心がわかってなかったり、不快にさせるようなことしてるの……？


    「デンちゃん……余計なことはやめて……。グレ君だけでなく、あなたまで消さないといけなくなるわ……」


    　高鷲も困惑してるようだが、さりげなく俺への殺害予告が入ってる。


    「でも、私から見てもいいと思うよ。大和やまと撫なでし子こって感じがするもん」


    　高鷲が大和撫子……？　もし、日本に大和撫子協会とかあったら、風評被害で迷惑をかけて申し訳ないと言わないといけないところだ。こいつの苗みよう字じは高鷲──鷲わしなんだぞ。猛もう禽きん類るいだぞ。


    　しかし、その時のやりづらそうにしている高鷲は、何も知らない奴やつが見ればおしとやかなようにも、恥じらっているようにも見えた。大和撫子と言えなくもなかった。


    　もちろん、高鷲以外も着物姿になっている。


    　エリアスは胸が……やけに目立って、ちょっと視線を持っていきづらかった。色とか柄とかに意識がいかん……。


    「うん、助かる」と太おお田たが小声で言った。


    　こいつ、実はとてつもないむっつりなのでは……？


    「ドリ子はこういうのに向かない体型よね。わかってたけど」


    「竜たつ田た川がわさんって、中学の頃からそんなに大きかったの？」


    　高鷲と一身田さんペアは完全に俺たちと同じところに注目している。


    「知らないよ！　そんなこといちいち覚えてないよ！」


    　エリアスの様子だと、これまでも似たような経験があったようだ。


    「一身田さんは、それはお姉さんバージョンですわね」


    　真ま面じ目めな汐しおノ宮みやさんはエリアスの胸ではなく、一身田さんのほうを見ていた。


    「そうだよ。せっかくだし、背の高いほうを選択したの」


    　一身田さんは異能力で大人のお姉さんっぽくなっている。その場でくるくるっと回ってみせた。


    　また太田が「助かります」と言った。お前にとって助けって何なんだ。


    「汐ノ宮さんも似合ってるよね。桃色がマッチしてるよ」


    　一い身しん田でんさん、人を褒ほめるのが上う手まいというか、早いなと見ていて感じた。俺はだいたい萎い縮しゆくして、他人を評価する言葉も遅れがちになる。高たか鷲わしぐらい気楽にしゃべれる仲でないと言えない。


    「メイド長にチョイスしてもらいましたの」


    　メイド長、どんな知識でもあるのか。


    　なお、メイド長も和服姿になっている。それは店で借りたものじゃないはずだから、勝手にメイド長が服を変えたのだろう。


    　俺としては四よん者しや四よん様ようの着付け体験を鑑賞できて眼がん福ぷくである。


    「さて、せっかくだし、この格好で歩こうか」


    　胸を気にしつつも、エリアスは修学旅行を味わい尽くすつもりであるようだ。


    「エリアスも和装、けっこう合ってるぞ。祭りの時もそうだったけど、すごく自然に着こなせてる」


    「えっ、そ、そうかい……？　業なり平ひらにしてはいいこと言ってくれるじゃないか。業平にしてはだけど……」


    「喜びたいのか、俺をムカつかせたいのか、どっちかにしろよ……」


    　ただ、本人はうれしそうだから、いっか。一身田さんが直前に言ってくれたように、服を変えたらとりあえず褒めるというのは重要なことらしい。


    「あのさ、業平。このあたりで和装が似合うところってどこかある？」


    　そんなの、京都の人間に聞けよ。せめて、元関西人の汐しおノ宮みやさんに聞け。でも、白刃の矢が立った以上は何か答えないといけないだろうか。


    「ええと……ここがまさに祇ぎ園おんだし、ここらをうろちょろすれば──」


    「よし、みんなで八や坂さか神社までお参りしよう。すぐ近くだし、ちょうどいいよ」


    「俺に聞いた意味は!?」


    「役に立たないということがわかったよ」


    　ニヤニヤ笑いやがって……。お前が生徒会長に立候補しても、投票しないからな……。


    「はいはい、行くよ。着物だと早く歩けないから、男子は気をつかいなよ」


    　お前も少しでいいから俺に気をつかえ。


    　エリアスは俺のほうにちょこんと手を出した。


    　おそらく、無意識にやったことだとは思うが──


    「え？　いや、俺、ドレインあるから」


    「あっ……そうだね！　そうだった、そうだった……」


    　さっと、手を隠すようにしまった。


    　着替えたせいか、それとも修学旅行で舞い上がってるのか、多少情じよう緒ちよ不安定だ。いつも態度がデカいのに、店の外に出た途端、やけに緊きん張ちようしたみたいに小さくなっている。町の人に見られるのは恥ずかしいのだろうか。


    　俺は一メートルはきっちり開けて、エリアスの横に立つ。


    「横に並んで歩くぐらいなら、まあ、いいんじゃないか」


    「うん、それでお願いするよ……」


    　うつむき気味にエリアスはゆっくり、ゆっくり歩く。俺もそのペースに合わせる。


    「八や坂さか神社の名水も飲んでみたかったんだよね」


    「お前、水がおいしいところに行きたいだけかよ」


    「将来、水の関係の仕事につくと思うからね」


    　そう言ったエリアスの顔がなぜか陰ったように見えた。


    　十年後の働いている自分でも想像したのだろう。研究機関とかから引く手あまたと言っても、働いてるところを考えてうれしくてたまらないってことはないもんな。


    　八坂神社に着くと、汐しおノ宮みやさんの詳くわしい解説が行われたが、詳しすぎるのが災わざわいして、ほぼ何も記憶に残らなかった。これ、明日もこんな感じで汐ノ宮さんの説明が続くのだろうか。事前に予習がいる。


    　説明が終わると、自然と各自で神社を散策する流れになった。時間も遅くなってきたし、着付けの店に戻ることも考えたら、このへんでぶらぶらするので最後だろう。


    「業なり平ひら」


    　男子二人と回ろうかと思っていたところを、エリアスに呼び止められた。


    「少し、こっちに来てくれるかな」


    　エリアスは妙に真ま面じ目めな顔になっていた。


    「わかった、わかった」


    　何の用かとは尋ねずに従うことにした。


    　神社とエリアスの組み合わせは何かと因いん縁ねんがある。中学の時も、今年の夏祭りの時も、まあ、いろいろとあった。


    　意図せず、エリアスと二人きりということになった。


    　エリアスでも意識するかしないかで言えば……する。


    　とくに着物のせいで四割増ぐらいでエリアスも魅力的に見える。


    　エリアスと来たのは境けい内だいの一角の、水がこんこんと湧わいているところだった。


    　飲む時は念のため煮しや沸ふつしろというような注意書きがあるが、逆に言えば飲用水として汲くむ奴やつも、ここで飲む奴もいるってことだろう。


    　エリアスは手でその水をすくって飲む。こいつなら浄化もできるから問題あるまい。


    「うん、おいしい！　湧き水特有のまろやかさがあるよ」


    「水ソムリエかよ。でも、お前が就職する方面からすると、あながち間違いでもないのか」


    　まさしく、そういう面でエリアスは必要とされているし、異能力の貢こう献けんレベルも高いのだ。


    「まっ、そうだね。だから、次の生徒会選挙が最後のチャンスなんだ」


    　俺のほうを見たエリアスの表情が切なそうなものだったので、心臓に悪かった。


    　何度目の正直かもわからないけど、今度こそ告白されるんじゃ……。


    　けど、エリアスの表情はすぐに自じ嘲ちよう気味の苦笑に変わった。


    　あ、またいらんことを考えてしまっていた……。


    「生徒会長がわたしの人生の中では、おそらく一番正義の味方に近いんだよ。たかが知れてると思うだろ？　でも、わたしは警察官にも裁判官にもならないからさ」


    　正義の味方になること、それがエリアスの望みであり、あこがれだったことは俺も知っている。


    　本人の異能力がそれにまったく不向きで、そのくせ社会には極めて有用なものだということも。


    「生徒会長の立候補者なんてそんなにいないだろうし、現副会長の出馬ならいけるだろ」


    「ほんとにそうかな……？　一学期の表彰集会でも、調子に乗ってミスっちゃったし……」


    　選挙は素人しろうとだけど、今のエリアスがやけに不安になっているのは表情からわかった。


    　今日の情じよう緒ちよ不安定気味なところも、これのせいだ。


    「あれは無事に解決しただろ。愛あい河かだって恨うらんでない。そんなすごい人気者とか、西高セイコーにいないし、普通に考えればエリアスが当選するよ」


    「じゃあさ、会長になれたとして……会長になっても歯車の一部でおしまいになっちゃったりしないかな……？」


    　エリアスは上目づかいで俺の顔をのぞき込んだ。


    　敵である俺を頼らないといけないぐらいに不安なんだな。


    　ドレインがあるのに、エリアスはおそらく無意識のうちに俺に一歩近づいてきていた。


    　生徒会に立候補しようなんて人生で一秒たりとも考えたことがなかったから気にしていなかったけど、立候補する人間にも葛かつ藤とうというものがあるんだ。


    「歯車で終わるか、カリスマ的生徒会長になれるかはエリアス次第だろ」


    　異能力がなければ、肩でもぽんぽん叩たたいてやれただろうか。いや、そんな気障キザなことできんな……。無理だ、無理……。


    「だから、とことんやれよ。それでダメだったら、まだ諦あきらめもつくだろ。中途半端にやって終わりにする正義の味方なんていないんだから」


    　言い終わってから、無性に怖くなった。


    　こんな言葉でいいんだろうか？　月並みすぎやしないだろうか？


    　だからって、名言みたいなことを思いつくほど、俺に人生経験はないんだ……。


    　しばらくエリアスは黙っていたが、決心がついたのか、表情がいつもの、つまり俺をおちょくる時のものに戻った。


    「業なり平ひらにしてはまともなことを言うんだね。うん、思ったよりはまともだったよ」


    「お前な……批評する前に感謝の一言でも言えよ……」


    「ありがと」


    　ぼそっと言って、悪役みたいにエリアスはにやっと笑った。
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    「これで満足かい、業平？」


    　小こ憎にくらしい……。


    　湧わき水でもぶっかけてやりたいところだが、エリアスが着ているのは店の借り物なのでそれもできん。


    「うん、業平にでも話してみるもんだね。ちょっと、すっきりしたよ」


    　エリアスは湧き水を手で受けて、もう一杯飲んだ。よほどおいしいのか、目を細めた。


    「俺のほうは思うところもあるけどな……」


    「でも、業平も昔よりはいい顔することが多くなったよ。人ひと研けんのおかげなんじゃない？」


    　やっと、ストレートに褒ほめられた。あんまり割りに合わない。


    「ああ、ありがとな」


    「いや、それは人研のおかげであって、業平の力ではないのかな……」


    「もう少し、俺にやさしくしても罰ばちは当たらないと思うぞ！」


    　そのあと、エリアスはほかの女子のところに合流して、俺も男子のところに向かった。


    　細かいところで反省点はあるけど、おおむね満足のいく修学旅行一日目だったとは思う。


    　少なくとも、満足度で言えば自分の修学旅行史上、すでに最高を記録した。


    　一般の高校生はみんなこれぐらい楽しい日々を送っているんだろうか。


    　だとしたら、正直、うらやましいな。


    



    　　　　★


    



    



    　宿泊場所は京都の市街地からある程度離れた大型の旅館だった。


    　大きめの部屋が多いし、おそらく修学旅行の学生を中心に泊めたりしているんだろう。


    　俺の部屋は自分の班である野の島じま君と太おお田た、それと違う班の男子四人との相部屋だ。


    　はっきり言って緊きん張ちようはする。この夜の時間をどう過ごすかで、修学旅行全体が黒歴史になるかどうかが決まるからだ。


    　でも、部屋に荷物を置いて早々、高たか鷲わしからＬＩＮＥで呼び出された。


    　まだ戻ってきてない班もあるし、何か話をするとしたら、たしかに今のうちに済ませたほうがいい。


    　三日目の愛あい河かに関することだろうか。


    　おおかた、それだろう。ＬＩＮＥでやりとりするようなことじゃないもんな。


    　俺と高鷲は大浴場のほうに伸びる廊下で落ち合った。


    　高鷲はすでに来ていた。ただ、見た目にかなりのインパクトがあった。


    「お前、浴衣ゆかたかよ……」


    「まあね。制服はどうも暑苦しかったから」


    　高鷲は旅館の部屋に置いてある浴衣に着替えていた。先ほど、着物姿を見ていたとはいえ、やっぱり破壊力がある。


    　あまり高鷲に使いたくない言葉だが──美しい。


    　やはり、長い黒髪に和装は映える。見た目では心が濁っているかはわからんしな。


    「じろじろ見るのやめてくれる？」


    　疑惑の視線が飛んできた気がして、露ろ骨こつに壁に目を向けた。そんなに見ていただろうか？


    「じろじろは言いすぎだ……。表現に問題がある」


    「まっ、それはどうでもいいわね。じゃあ、ミッションを言い渡すわ」


    「ミッション？」


    　当初の想定とは異なる単語が出た。


    「そうよ。枕投げを部屋でやりなさい。もちろん、グレ君が主導しなければダメだから」


    「ああ……男友達問題のほうか」


    　脳内には愛河のことしか含まれてなかった。でも、冷静に考えたらそれはおかしな話ではある。男友達問題が本来の懸案だったのだ。愛あい河かの話はまさしく修学旅行直前で降って湧わいた話だ。


    「その様子だと、完全に菖蒲あやめ池いけさんのことで頭いっぱいになってるわね。ったく、これだからオスは……」


    　やめろ、わざとらしい軽けい蔑べつの視線みたいなの、ほんとにやめろ。とくに反論しにくい事態だったので余計につらい。


    　それと高たか鷲わしはココロオープンの発動を防ぐために、その時も視線を下に向けていた。


    　そこに浴衣ゆかたのせいか、素肌の三角形の空間ができている。夏祭りで浴衣を着ていた時もそうだったけど、浴衣の間の肌というのは、どうしてあんなにも妖よう艶えんに感じるのか。


    「でもオスになんでオスなんだって言ってもさすがに理り不ふ尽じんだから、そこはスルーするわ。今は枕投げのことだけ考えてなさい。投げるフォームの練習をしててもいいわよ」


    「そんなガチで取り組むものじゃないだろ」


    　枕投げといえば、修学旅行における最も代表的な遊びである。遊びにカテゴライズできるかわからんが、そんなに大きく離れてはいないだろう。


    　ちなみに俺は人生でやったことが一度もない。


    　小学校の修学旅行の時には、ドレインがすでに発現していた。


    　部屋では枕投げは行われたが、俺のほうには飛んでこなかった。今になって思えば自分から投げておけばよかった。しかし、こう、自分が参加していいのかよくわからん空気があってできなかったのだ。


    　右の人差し指を高鷲はぴんと立てた。魔法使いならそこから火が灯るところだ。


    「枕投げは距離があっても楽しめるし、本来はグレ君にとって有利な競技なの。やっておくべきよ」


    「たしかに」


    　今の高鷲は真ま面じ目めモードだ。どうすれば俺が楽しく修学旅行を過ごせるか親身になってくれている。


    「ありがとうな。必ずやる」


    「ええ。枕投げが成功するまで、八はち王おう子じの土を踏まないつもりでやりなさい」


    　それ、一生故郷に帰れないのでは。


    「あと、私のほうのミッションについても報告するわね」


    　高鷲は壁にもたせかけていた体を少し起こす。


    　そうだった。高鷲にもミッションは課されていたのだ。課した俺が忘れていた。


    「十人と話したわよ。無事にミッションクリアね」


    「お前、やると言ったことはちゃんとやるよな」


    　そういうところは優等生気質というか、高鷲は言葉に責任を持っている。


    「口頭で言ってるだけだけど、疑ったりしないの？」


    　むしろ、高たか鷲わしのほうが拍子抜けしたような顔になっていた。


    「いや、書類で申請できることでもないし、お前はこういうことに関してはウソつかないって知ってるから」


    　ここで平然と虚偽申告が行われるようなら、最初から同盟など俺たちは結んだりしてないだろう。


    　わざとらしく、高鷲は左手を頬ほおに当てた。テーブルがあれば肘をついてるような姿勢だ。こっちをちらっと見たかと思ったけど、すぐに視線は横にそれた。


    「そう。もちろん守ってるけどね。グレ君をだますのはまだしも、自分にウソをつくのは嫌いやだから」


    「ほんと、何を着てても、どこにいても、内面は変わらんな……」


    　常に一言多い。


    「はっきり言って、どうということはなかったわ。しゃべろうと思えばしゃべれるものね」


    「うんうん、なによりだ」


    　合計十人と話すというのは、ぼっちにはそれなりに難しい。多少、偉そうにするのも許してやろう。


    「まあ、グレ君や野の島じま君、太おお田た君も数に加えて、ギリギリだったけど」


    「それは水増しっぽくない!?」


    　なんかセコくないか？　ミッションの話が出た時点で俺とは話してたわけだし……。


    「班員の女子はルールのとおり、数に加えてないわ。グレ君のルール側に問題があったの。こちらが悪いみたいにするのやめてもらえないかしら？」


    　修学旅行先でも高鷲にボロカスに言われる羽目になるのか……。


    「私の糧かてになったことを感謝しなさい」


    「上から目線にもほどがある」


    「はいはい。じゃあ、枕投げをやるように。報告は明日以降でいいわ。明日は人ひと研けんメインで動く日だし」


    「だな」と俺もうなずく。愛あい河かも昼から人研のほうに合流することになっている。


    　班は設定されているものの、その班で移動しないといけないなどという制約は西高セイコーの修学旅行にはない。日ごとに行動するメンバーが変わるのもよくあることらしい。


    　中学の時は学年全体でぞろぞろ連れまわされたが、高校になればその分、自由度も上がるということだろう。


    　それに俺みたいな特殊な異能力者もいるので、あんまり縛りをきつくするとややこしいというのもあるのだと思う。


    「わかった。枕投げに全力を尽くす」


    「一球入魂のつもりで投げなさい」


    「それは枕投げの信念としては変だろ……」


    　そうだ、高たか鷲わしのほうにも新しいミッションを課す権利はあるよな。


    　同盟関係なんだから対等であるべきだ。高鷲が俺と対等と思っているかは別として……。


    「そういえば、いつのまに一い身しん田でんさんから下の名前で呼ばれるようになってたんだ？」


    「それ、あなたに報告する義務あること？」


    　喧嘩腰で質問に質問を返された。目は合わせてこないが、むっとしているのはわかる。少なくとも、えんじゅと呼ばれることにくすぐったさはあるようだ。


    　なんだかんだでイタズラ心がある一身田さんがなかば強引に「えんじゅ」と呼ぶようになったのだろう。高鷲のほうからは、「一身田さん」という無難な呼び方のままだったことからも想像がつく。途中からデンちゃんになったけど。


    　これはなかなか使い道のあるネタだと思った。


    　事実、いいミッションを思いついた。


    「高鷲、お前にも明日用にミッションを出す」


    「私が一身田さんをどう呼ぼうと私と一身田さんの勝手だから。今はまだ、咲さ綾あやと呼ぶつもりはないわ。もうちょっと慣らしてからね」


    　自転車の補助輪をはずすタイミングを考えてる子供みたいだな。


    　だが、実はミッションはそれではない。


    「違う。一身田さんのことじゃない。ほら、愛あい河かが高鷲の友達第一号だろ。なのに、いまだに『菖蒲あやめ池いけさん』っていうのは他人行儀じゃないか？」


    「明日、菖蒲池さんを愛河って呼べってこと？」


    　このあたりは、やはり利発だな。皆みなまで言わなくても理解してくれる。


    「そのとおりだ。お前の努力次第でクリアできるし、ミッションとしてもちょうどいいだろ」


    　ちらっと、高鷲は俺の顔を一いち瞥べつした。


    「グレ君のあだ名、『ドヤ顔気持ち悪わる夫お』に変更しようかしら……」


    「やめろ……。そんな、ドヤってたならそこは謝るから……」


    　こちらの態度は謙虚にしておかないと、いらん恨うらみまで買うからな。


    　高鷲は右の人差し指をくちびるのあたりに当てて、なにやら思案している。


    「西高セイコー祭さいの時の命令権、ここで使って、ミッションを破棄させるっていうのも手かも……」


    「俺はかまわんけど、それでいいのか……？」


    　友達をどちらが先に作るかという対決で俺は高鷲に敗北した。事前の取り決めで、勝者は好きな命令を一個できることになっている。今になって思えば条件が恐ろしすぎる。


    　けど、その命令権を使うって、どんだけ愛河って呼ぶのに抵抗あるんだよ。


    「やるわよ。私だけがミッションを出し続けるのもフェアじゃないからね」


    　高たか鷲わしはまた顔を上げて、俺と目を一瞬だけ合わせた。これが俺たちなりのコミュニケーションの形だ。


    「その言葉に二言はないな」


    「ええ、変なミッションを与えられたこと、決して忘れないわ」


    　そんな苛いら立だつような内容のものじゃないと思うんだが……。怖いって……。


    　高鷲は先に廊下を歩いて女子棟のほうに消えていった。


    　俺が男子棟を歩いている時に愛あい河かからＬＩＮＥが来た。


    　初日は清きよ水みず寺でらや祇ぎ園おん周辺をクラスの班でまわったという内容のものだった。


    「そりゃ、みんな、そうなるよな」


    　笑いながら俺は自分のルートを書いて送った。


    　ひとまず、三日目、祇園界かい隈わいを二人で歩くという計画は除外された。


    



    　　　　★


    



    



    　食堂での夕食後、俺は部屋に戻ると、すぐさま自分用の布ふ団とんおよび人数分の枕を出した。


    　俺は枕を一つつかむ。


    　横長のタイプの枕だ。割りとふかふかしている。少なくともソバ殻がらとかじゃない。もしも中身が飛び散ったりするとえらいことなので、材質チェックも重要だ。


    　ここまでは問題ない。大事なのはここからだ。


    　どのタイミングでこの枕を、どう扱うか。


    



    ・Ａ案「枕投げしようぜ！」と、宣言だけする。


    　問題点として、聞いてない奴やつが多数いた場合、かなり寒いことになるおそれがある。一人で変にはりきってる痛々しい奴になってしまう。


    　あと、みんなに聞こえたのに乗ってこない場合も──いや、それを考えると何もできんな。


    



    ・Ｂ案「枕投げしようぜ！」と、宣言しつつ、枕を部屋の誰かにぶつける。


    　これならぶつけられた相手も「やりやがったな！　お返しだ！」みたいな展開になって、枕投げが発生しやすい。こちらから枕を投げてやることによって、敵も枕を投げる大義名分ができる。かなりいい線いっているのではないか。


    　懸け念ねん材料があるとすれば──誰に最初にぶつけるかだ。


    　班も同じである野の島じま君か太おお田たにぶつけるほうが心理的にはずっと楽だ。最低でも班を同じうする程度の仲であるという理屈が通るからだ。


    　しかし、どちらかというと、二人とも平和主義者で、おとなしいキャラなので、盛り上がってくれない危険がないとも言えない。


    　さらに言うと、ちゃんと投げ返してくれたとしても、同じ班だけでの枕投げと認識されて、ほかの部屋メンバーが参加してこないかもしれん。三人での枕投げは空むなしい。四人以上のプレイが望ましい。もっと多い分には何人でもいい。


    　なら、野の島じま君でも太おお田たでもない奴やつにぶつけるべきなんだが、ほぼ何の交流もない奴から枕をぶつけられたら、そいつはどう思うだろう？


    　素すで「何、調子乗ってんだよ、業なり平ひら」みたいなことを思われたらよろしくないぞ。


    　待て待て……。これも、そこを気にしてたら何もできなくなるやつだ……。石橋を叩たたくだけ叩いたらどこかで渡らないといけないのだ！　叩くだけなら誰でもできる！


    



    ・Ｃ案　何も言わずにいきなり枕をぶつける。


    　これは危険球だな。


    　よほど親しくて、かつ、そういうことをやるキャラという共通認識がないと成立しない。


    　枕投げって奥が深いな……。


    　まだ、はじまってもないけど。


    



    　そんな枕投げに関する考察を進めていたら、部屋の人数が増えてきた。


    　やがて七人全員が揃そろう。


    　今、動くしかない！


    「枕投げしようぜ！」


    　Ｂ案を採用する！


    　俺は枕を同じ班でもないけど、かといってキャラとしては野島君に近い吉よし谷たにという男子にぶつけた。


    　吉谷の脇腹に枕がぶつかる。リュックサックをあさって何か整理していたところらしい。作業中に攻撃するのは失礼かもしれんが、そんなことを考慮してたら永遠に枕投げをやれんからな……。我慢してくれ……。


    　最後の最後まで安全策をとって野島君に投げるか迷った。迷ったが、あえて俺はリスクをとるほうを選んだ。


    　吉と出るか、凶と出るか。


    　吉と出ろ！


    「ま、枕投げしよう、ぜ……」


    　念のため、もう一度言った。


    　頼む。投げてくれ。一番きついのは、舌打ちだけされて無視されることである。


    　そんな仕打ちを受けたら、十年経っても二十年経っても夢に出ると思う。今から清きよ水みず寺でらに戻って、舞台からダイブしたくなる。


    　吉よし谷たにはぶつけられた枕を持って、すっくと立つと、


    「よーし！　枕投げ開始だなっ！」


    　と、その枕を俺じゃなくて太おお田たにぶつけた。


    　ありがとう、吉谷！


    　俺は心の中で全力で感謝した。完かん璧ぺきな流れだ！　乱戦になる可能性が一気に上がった！


    「おっ、宣戦布告か！」「受けて立つ！」


    　ほかのメンバーが枕を取ってくる。


    　決まった！　全面戦争だ！


    　俺はばしばし枕をぶつけられながらすごくいい顔で笑っていた。


    　これだよ！　これがやりたかったんだ！　青春だ、青春！


    　我が人生にいっぺんの悔くいなし──は過言だが、我が人生における枕投げに関してはいっぺんの悔いなし！


    　枕投げ戦争はいつのまにか規模を拡大させ、部屋のメンバーでほかの部屋に乱入するということにまでなった。


    　やりすぎ感もなくはないが、ひとたび、そういう空気になったら逆らえない。


    　むしろ、俺としては逆らえない側に自分がいることがうれしかった。


    　小学校でも中学校でも、修学旅行の時、俺は蚊帳かやの外だった。部屋の中で作られた空気にも俺は含まれなくて、ずっと部外者だった。お前は入ってくるなという無言の圧力を感じたこともあった。


    　今の俺は内側にいる。


    　俺は全力で枕をぶつけて、全力で枕をぶつけられた。


    「あれ、俺の場合、ドレインで直接攻撃したほうが強いんじゃ……？」


    「それ、反則だろ！」「みんな、異能力を使うのはナシな！」


    　ほかの部屋の奴やつからすぐにツッコミが来る。


    　そうそう！　この時間差なくツッコミが返ってくる距離感を俺はずっと求めてたんだ！


    　異能力を使うのは反則って言ってたはずなのに、枕を浮遊させて背後からぶつけてくる奴や、天井に張り付いて真上から当ててくる奴が現れて、壮絶なフリースタイルになった。まさに枕投げ戦争といってもいいのではなかろうか。


    　だが、争いは唐とう突とつに終了した。


    「こらー！　枕投げを大規模にやりすぎ！」


    　ジャージ姿の坊ぼう城じよう先生が乗り込んできた。


    「そんなことしちゃダメだって猫でも知ってるわよ！　今すぐやめなさい！　とくにあんたたちは異能力者なんだから、枕投げも派手になるでしょ！」


    　猫は絶対知らん。


    「やるなら、騒がしくない系のにしなさい。夜に恋バナを話すとか、そういうの」


    　それも教師は容認していいやつなのか……？


    



    　風呂の時間、野の島じま君に褒ほめられた。


    「業なり平ひら、ほんとに楽しそうだね。もしかして、クラスで一番、修学旅行を楽しんでるんじゃない？」


    「それは盛りすぎだと思うけど、楽しいっていうのは本当だ」


    　勢いに乗ったら、すべてが上う手まい方向に進むらしい。


    　後ろから声がかかった。


    　同じ部屋の男子だ。


    「風呂から出て部屋に戻ったら、先生推奨のアレをゴリゴリにやろうぜ」


    　俺はごくりと生なま唾つばを飲んで、「わかった」と言った。


    



    　就寝時、クラスのかわいいと思う女子の名前を言う的なやつがはじまった。


    　坊ぼう城じよう先生が提案したも同然なので俺たちに罪はない。


    　俺の布ふ団とんはドレインがあるから離れてはいるが、それでもその会話は俺にも聞こえる音量で行われていた。


    　生きていてよかった……。


    　中学の修学旅行でも、みんなひそひそそういうことを話してたのはわかっても、俺にまでは聞こえてこなかった。


    　今の俺は修学旅行に全身でひたっている！


    「かわいいって言うと、副会長」


    　この声は吉よし谷たにだ。マジかよ。エリアスだぞ？


    　でも、吉谷はあの顔面偏差値と胸は総合力ですごいことになってるとか、やけに具体的に語っていた。そう冷静に分析されると、そんな気もしてくる。


    「次の選挙では生徒会長を狙ねらってほしいよ。やっぱ、生徒会長は美少女であるべき」


    　美しいほうが人間は経済的に得をするとかいう研究を聞いたことがあるけど、本当っぽいな……。


    　太おお田たが「昼間に着物着てたよ」とぼそっと言った。太田は口数は少ないが、重要なことをつぶやく。


    「何！　写真は？　写真は？」


    「撮ってない」


    「おい、太田、無駄に期待だけさせんなよ！」


    　おお、この感じ、男子高校生っぽい！　まさに男子高校生なんだけど、俺が男子高校生っぽい空気を味わえるだなんて奇跡だ……。


    「そういえば、業なり平ひらと副会長って幼おさな馴な染じみらしいよ」


    　野の島じま君が余計なことを言った。


    　いや、この場合はあえて、「言ってくれた」と表現しよう。


    「え、マジ？」「業平、付き合ったこととかあるの？」


    　恋バナの話に俺も加われた。ありがとう、野島君！


    「いやあ、ありえないって。だいたい、俺、異能力がドレインだから近づけないし」


    「ああ、ほんとだ」「それもそうか」


    　いやいや、お前ら、もうちょっと突っつけよ！　納得するの早すぎるだろ！


    　次に太おお田たの番になった。


    「ランラン。変な生物がついてるけど」


    　と、太田は言った。男子の間でも、本人がいないところでは、ランランという呼び名が一般化しているようだ。いや、それよりもっと気になることがある。


    　まさか、太田も汐しおノ宮みやさんを狙ねらってるのか……？　それは大だい福ふくとかちあうからいろいろとまずい。


    「太田ってああいうタイプ、好きだよね」と野島君が言った。


    「ギャルっぽくなければないほどいい」


    　太田、ギャルになんか痛い目に遭あわされたことでもあるのか？


    「あくまでも『かわいいと思う女子』なだけで、告こくるとかまでいく予定はないから……」


    　太田はすぐに補足を入れた。それを聞いて俺は多少安心した。


    　まあ、このノリの会話はなかばギャグみたいなものだからな。せいぜい女子人気投票ぐらいのものだろう。


    　で、こういう話になれば、「氷の姫」こと高たか鷲わしえんじゅの名前が何度も挙がるのだ。


    「ああいうタイプって、付き合ったら、尽くしてくれそうだしさ」「自分にだけ笑顔見せてくれるみたいな展開、いいよね」「高たか嶺ねの花だからこそ憧あこがれはする」


    　あいつ、男子人気、そんなに高いんだな……。いや、スペックからすれば当然なのか。たんに俺がそういう会話の中にまったくいなかったから、認識できていなかっただけだ。


    　それにしても、俺と面識ある女子（厳密には同じクラスだから全員面識あるはずだけど、大半の女子とは会話すらないので）の名前がこんなに出てくるとは……。どうにも、むずむずするな……。他ひ人と事ごととして聞けないというか……。


    　だからこそ、高鷲が褒ほめられると、俺までなぜかうれしくなったりした。


    「『氷の姫』も昔はクールビューティーって感じだったけど、一い身しん田でんさんと一いつ緒しよにいるようになってからやわらかくなったよな」「人間味が昔よりある」


    　高たか鷲わし、努力の成果、しっかり出てるぞ。


    　そういうふうにみんなが思うほどに、成長したってことだ。それは素直に胸を張って誇ほこっていいことだよな。


    　おめでとう、高鷲。


    　人付き合いまで上じよう手ずになれば、お前は無敵だ。お前の未来はとことん輝いてる。


    　布ふ団とんの中で俺は目頭が熱くなった。声に出して「おめでとう」と言えないのがもったいないぐらいだ。


    　でも、俺は自分もこのトークの参加者であることをすっかり失念していた。


    「業なり平ひらは誰がかわいいと思うの？」


    　野の島じま君が聞いてきた。


    　そうだった。


    　今までの俺はこんな異性に関しての話、オブザーバー参加以外ありえなかった。


    　だから、意見を言う必要もないし、そもそも言う権利もなかった。


    　しかし、今日は違う。みんなのかわいいと思っている女子という秘め事を聞いているのだから、俺だってなにかしら答えないといけない。


    「え、ええと……」


    　ちょっと言葉に窮きゆうした。どう答えるか、まったく決めていなかった。


    　かといって、長い沈黙はヤバい。また、ノリの悪い奴やつに引き戻されてしまう。


    　クラスでよくしゃべる女子だよな。まずは高鷲だよな。あいつとつるんでいるようにクラスでも見られているんじゃなかろうか。


    　だからこそ気をつけないとまずい。もしもこの部屋の奴らが「業平は高鷲に気がある」とか外に言ったりすると、非常にまずい。


    　何がまずいかというと、高鷲が知った場合、冷め切った瞳ひとみで「キモッ……」などと言ってきかねない。むしろ、今、高鷲のその表情がものすごくリアルに想像できた……。


    　よくしゃべるということは、仲がいいということとほぼイコールなのかもしれないし、仲が悪いとは俺も考えてないが、高鷲の名を出すのは危険だ。


    　高鷲以外だと、クラスでしゃべるのはエリアスか。


    　席も横だしな。しょっちゅう、ちょっかいもかけられる。


    　しかし、さっき幼おさな馴な染じみって話題が出たところでまたエリアスの名前を出したら「業平は副会長に気がある」とまた言われるおそれがある。それも極めてまずい。


    　あいつが本当にきつそうな顔で「業平、悪いけど、しばらくわたしに近づかないでくれるかな……。わたしも当分、業平に話しかけないから……。いやあ、ぼっちはイヤガラセをされてもそういう勘かん違ちがいするって配慮が足りなかったよ。ごめん……」とか言うところが想像された。やはり、妙にリアルに想像できた。


    　高たか鷲わしもエリアスもダメなら、汐しおノ宮みやさんの名前を出すしかないよな。


    　かわいいという面においては一点の誤りもない。ミス西高セイコーなわけだし。


    　それとも、前の席に座ってる一い身しん田でんさん？　よく見てるからと言えば、理由としても納得されやすいのでは？


    　しかし、その時、俺の頭にもう一人、女子が思い浮かんだ。


    　愛あい河かだった。


    　修学旅行、二人で回ろうと言われたんだもんな。考えだってする。


    　愛河はクラスの女子じゃないからルール違反だけど、修学旅行の話で、出場資格取り消しみたいな処分はないから話題としては認められるだろう。


    　でも──


    　この場の勢いがあっても、愛河の名前を出すのははばかられた。


    　軽々しく愛河の名前を出してそれをネタのように処理するには、俺は愛河と親しすぎる。


    　友達の名前をこんなところで使ったら友達失格っていうか……。


    　これまでのみんなも自分と直接関係がない女子の名前を言っていた。アイドルの誰それが好きとかいうのと同じ次元の話だった。


    　そして、俺にとっては汐ノ宮さんも友達だし、高鷲は同盟者だし、エリアスは長い因いん縁ねんの相手だ。


    「ほら、業なり平ひら、順番だぞ」「観念しろ」


    　部屋が同じ班の男子がはやしてくる。


    　それ自体はうれしいことだし、望んでいたことなんだけど──


    　真剣になればなるほど、こういうのって答えづらいな……。


    「あのさ、俺……マジでそういうの、意識してなかったんだ。ほら、だって、異能力がドレインだろ？」


    　暗くならないように、明るい声を意識した。


    　何人かから「あー」「たしかに」という声が上がった。


    「だから、逆に女子のことを意識しないようにしてたっていうか、好きになると、かえってきついから、できるだけ考えないように過ごしてた。それが俺の処世術」


    　俺の言葉に文句は出なかった。むしろ、「その異能力、本当に厄やつ介かいだよな……」なんて声がした。


    　心配されたからといってドレインが消えるわけじゃないけど、ちゃんと共感されるというのはそれほど不快なものではなかった。


    　ズルだったかもしれないが、これが一番無難な落としどころだろう。


    　回答者が次の奴やつに移った。


    　でも、俺はその声を注意して聞くことができずにいた。


    



    　──好きになると、かえってきついから、できるだけ考えないように過ごしてた。


    



    　あまり考えずに言った言葉に、むしろ真理が含まれているとか言うよな。


    　俺が言ったこれもそうなのかもしれない。


    　誰かのことを好きになったって、俺は物理的に近づけないんだ。


    　それどころか、好きになればなるほど、苦しむことになるんだ。


    　そういう意味では、女子から告こくられたりする経験がないというのは幸せなことなのかも……ってことはないか。どうせなら告られたいな。まあ、そんなの男の上位五パーセントぐらいのイケメン枠だけの話だろう。


    



    　枕投げまで成功したし、しかも布ふ団とんの中で女子の話までするという、修学旅行らしい修学旅行を完かん遂すいしたと言っていい一日目だったけど──


    　だからこそ、俺の異能力の厄やつ介かいさを一日の最後の最後で実感した……。


    　聞こえてくる話し声がだんだんと意味を持たないノイズに変わってきて、俺は眠りに落ちていた。
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    　修学旅行二日目。


    　俺は旅館を出たところで、ほかのメンバーを待っていた。


    　いつもながら、俺が一番乗りだ。


    　ぼっちというのは他人に迷惑をかけることを過か剰じようなほどに避ける傾向にある。


    　そんな一般論みたいに言っていいのかわからんが、けっこう正しいと思っている。


    　きっと、他人との接点が少ないから距離感がつかみきれず、その結果として、安全策をとろうとしてしまうのだろう。


    　朝はなかなか寒い。これが京都の気候なのか、今日が寒いだけなのかはよくわからん。


    「おはよう。もう来てたんだね。早いね」


    　大だい福ふくがポケットに手を突っ込んだ格好で出てきた。


    「大福って目が細いから、朝に会うと余計に眠そうに見えるな」


    「実際、寝たの二時過ぎだったからね。恋バナが白熱してた」


    「そっちもか。俺の部屋もクラスのどの女子が気になるかみたいな話になってた。二時まで起きてたなんてことはないけど」


    　こういうのは全国共通のことなのだろうか。


    　高校生が夜な夜な「人生とは何か」みたいな問答を繰り広げるより、よほど健全だろう。俺の部屋なんてエロ系の話には至らなかったから、本当に健全だ。


    「変にからかわれそうで、汐しおノ宮みやさんの名前は出さなかった。推しのアイドルの名前を二十五人ぐらい言ったよ」


    「さすがに多すぎないか……？」


    　推しだけで一クラス作れそうな数だぞ。


    「まず、ピルグリム・シスターズの咲さく矢やでしょ。恋愛市交通局のなるなるでしょ」


    「列挙していかなくていい！　さほど聞きたくもない！」


    　どっちのグループ名も聞いたことないぞ。世間的に知られてない範囲のまでガチで追いかけてるな。


    　今日は人ひと研けんを中心としたメンバーで京都市内を回る。


    　一い身しん田でんさんは女子テニス部の友達と、野の島じま君と太おお田たはほかのクラスの男子とそれぞれ回るらしい。


    　俺がいると、どうしてもドレインのせいで移動も制限されてしまうし、勝手知ったる人研メンバーで動くほうが気分的にも落ち着く。


    　でも、多少変則的だ。


    　まず、大だい福ふくが参加する。これは汐ノ宮さんと修学旅行を楽しみたいからだろう。今日の午前は汐ノ宮さんが行程を決めているので、大福が参加するのはおかしくない。


    　それと、愛あい河かはお昼からの合流になる。


    　今の愛河は、やたらといろんなコミュニティに属している。人研ももちろんそのうちの一つだけど、できるだけ多くの集まりに顔を出したいのだろう。今日の午前は初日の女子グループとは別のグループと過ごすらしい。


    　愛河のことだから、このコミュニティはテキトーに扱っていいよななんて上下関係も作れないだろう。その結果、売れっ子芸能人みたいなスケジュールになる。


    　友達は多ければ多いほうがいいと漠然と考えていたが、何事も程度問題なのかもしれん。


    　俺としてはまだ明日の心の準備ができてないから、今日の愛河が途中参加で、ワンクッションはさめるのはむしろありがたかった。


    　かわいいと思う女子なんて話を夜にしたせいで、また落ち着かなくなっちゃってるし……。


    「汐ノ宮さんと高たか鷲わしさんは同じ部屋らしいから一いつ緒しよに来るよね」


    「だろうな。大福が来ることは話として通ってるから」


    　汐ノ宮さんなら遅刻することはないだろうし、そろそろ顔を出すだろうと思っていたら──


    「わたしも参加するからよろしく」


    　次に出てきたのはエリアスだった。


    「お前、生徒会のほうとかで動かなくてもいいのか？」


    　たしかに高たか鷲わしと汐しおノ宮みやさんと同じ班なわけだし、俺たちといても、そうおかしくはないが。


    「生徒会の奴やつがほかにも一人いるみたいだし、いいだろ。それに、働いてる奴同士で観光なんてしたくないよ……」


    　まあ、社員旅行を誰もが喜ぶかといえば、そんなことないだろうしな。旅行だからこそ顔を合わせずに過ごしたいという気持ちになったとしても不思議はない。


    「部屋で汐ノ宮さんと話したけど、お昼からはわたしが案内するからね。感謝したらいいよ」


    　得意げな顔で、エリアスは薄いリュックサックを背負っている。昨日は見なかったから、今日のためのものだろう。


    「お前、リュックサックと組み合わせると、すっごく子供っぽく見えるな」


    　にじみ出る小学生感。


    「おい、失礼だぞ！　言っていいことと悪いことがあるよ！　それに、こんなに胸が大きい子供なんて────」


    　エリアスの顔が一気に真っ赤になった。
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    「何言わせるんだよ！」


    「今のは完全に自爆だろ！　知るか！」


    　エリアスの胸は、まあ……控えめに言っても大きい。無視できる大きさではない。


    　でも、こんなところで自爆するほどに意識してるんだな……。あまりネタにしてからかうのはやめよう。いや、今のは俺に何の非もないけど。


    「業なり平ひら、君のペットボトルのお茶をクソまずくしてやるから、貸してみなよ」


    「そこまで犯行計画を具体的に述べられて、貸す奴やつなんていねえよ！」


    「じゃあ、実力行使に出るまでだ！」


    　エリアスが俺に接近してくる。


    　俺はあわてた。別にエリアス恐怖症とかではない。ドレインのせいだ。


    「お前、ドレインがあるってわかってるのに、そういうのはやめろよ！　出発前から疲れても責任持たねえぞ！」


    「責任持たないなら、別にいいじゃないか！　自己責任さ！」


    「それでも、お前が参加できなかったら、やっぱり少しは責任を感じちゃうから寄ってくるなよっ！」


    「へえ、やさしいんだね。あっ、ヘタレなだけか」


    　いちいち、失礼な表現のほうをチョイスするな。やさしいってことにしとけ。


    「ちょっとぐらいなら耐えられるよ！　さあ、ペットボトルはどこだ、どこだ!?」


    　全力ダッシュをすれば、エリアスから逃げられるとは思うが、同じグループの人間から全力ダッシュで逃げるのは、なんか変だろう。俺のほうがおかしいみたいな空気にもなりそうだ。


    　なので、そのへんでうろちょろするしかない。


    「二人ってほんとに仲いいよね。ぶれない」


    　どこまで本気なのか、冗談なのかわからない調子で大だい福ふくが言った。


    「そ、そんなわけあるか！　絶対にないよ！」


    　上司のエリアスがかなりキレていた。


    　また、顔を赤くしているので、それだけムカついているのだろう。


    「副会長、そうやってムキになるよね。かなりわかりやすい」


    　大福はエリアスの扱いに慣れている。生徒会メンバーなだけはある。


    「大福、今度から雑用を増やすからね」


    　エリアスも権力を恣し意い的てきに使いすぎだ。つまり、どっちもどっちだ。


    「あんたたち、全員、小学生みたいよ」


    　そこに目の据わった高たか鷲わしが汐しおノ宮みやさんと一いつ緒しよに登場した。


    「ケンカするほど仲がいいってことわざ、ものすごく無責任よね。じゃあ、殺し合ってる奴らは仲がいいのかしら？　ていうか、ことわざの一面では正しいけど、別の面では普通に間違ってるって設定、卑ひ怯きようでしょ。それだったら、何を言ってもある程度は正しいじゃない」


    「ことわざって概がい念ねん自体をディスるな」


    　なんで京都まで来て、早朝からことわざを否定する話を聞かされてるんだ。


    　そんな邪悪なオーラをまとってそうな高たか鷲わしの横には、やる気に満ちた汐しおノ宮みやさんが立っている。表情にはっきりと覇は気きがある。


    　ついでに、やる気があるのかわからんけど、短い手を動かしているメイド長がいる。


    「京都の案内はお任せくださいませ！　もともとわたくしの住んでいた町は京都から高こう野や山さんへ向かう街道の合流点だったのですわ！　ですから、京都ともゆかりが深かったんです！」


    　汐ノ宮さんがしゃべりはじめてから、気温が三度ほど上昇した気がする。


    「あっ、汐ノ宮さん、地元の情報から説明するのはやめてね。そこはスキップでお願い」


    　話が長くなることを警戒した高鷲が制した。


    　失礼ではあるが、だいたい正解だと思う。


    「まず、ＪＲ奈良線で稲荷いなり駅に移動しますわ。ここのすぐ前にはかの有名な伏ふし見み稲荷いなりがあるんです！　その名のとおり稲荷いなり山やまにある神社なのですが、その稲荷の名前の由来に──」


    「汐ノ宮さん、その話、移動しながらでもよくないかしら？　あるいは車内でも話せるわよね？」


    　高鷲が早い段階で止めた。


    　ありがとう、高鷲……。俺も止めたほうがいいとは思っていたが、どのタイミングで止めていいかわからなかった……。


    　ちょいちょいと手招きして、高鷲が俺を呼んできた。


    　俺はドレインを気にしつつ、距離を高鷲に近づける。高鷲も顔を俺の耳に近づけた。


    「今のところ、汐ノ宮さんが空回りモードに入りかけてるからフォローするわよ」


    「うん、了解した……」


    　同じ人ひと研けんとして正しい配慮だ。


    「自分の地元に近いのと、修学旅行を仕切る立場ってことで、気合いの二乗みたいになってるわ。ほどよく気合いを抜いてあげたほうがちょうどよくなる」


    「俺も同意する」


    「なので、まずいなと感じたら、グレ君、しょうもない言動をとってね。何の前まえ触ぶれもないショートコントとか」


    「ほかの手を考えろ」


    　俺という尊い犠牲を払う方法を採用するな。


    「汐ノ宮さん、由来、もっと聞かせてくれないかな」


    　一方で、大だい福ふくが無条件で汐ノ宮さんを全肯定していた。


    　こいつ、話を伸ばさせるなよ！


    　恋をするといろんなものが見えなくなるのかもしれない。


    「ありがとうございますわ。では、古代にこの地を治めていた秦はた氏の伝説を──」


    「汐ノ宮さん、歩きましょう。時速五キロ以上の速度を維持するわよ」


    　高鷲、それ、早歩きのペースだよな。


    「このグループに入ったの、失敗したかな……」


    　エリアスが出発前から後悔していた。


    　いくらなんでも早すぎる。


    



    　　　　★


    



    



    「皆さん、ここがあの千本鳥とり居いです！」


    　ばっと右手を出して、汐しおノ宮みやさんがずらりと並んだ朱の鳥居を紹介した。


    　ちなみに、その向かいにはメイド長もいるので、二人そろって「千本鳥居へようこそ！」とでも言っているような感じになっている。ある種、主人とメイドで息が合っている。


    「やっぱり、生で見ると壮観だな……」


    　これは見に来る価値がある。エリアスはスマホで撮影をはじめていた。


    「今では伏ふし見み稲荷いなりの、いえ、京都のシンボルとすら言っていいような扱いの千本鳥居ですが、こういったたくさんの鳥居が作られるようになったのは江戸時代後半以降のようですわ。少なくとも、安土桃山時代の絵には入り口に当たるようなところに一つ大きな鳥居があるぐらいで──」


    「汐ノ宮さん、そういう情報はあとでプリントでちょうだい」


    　今日の高たか鷲わしは汐ノ宮さんの話を巻く役に徹している。それで正しい。


    「僕はもうちょっと汐ノ宮さんの解説、聞きたいかな」


    　大だい福ふくは徹底して親しん汐ノ宮さん派でいくつもりか……。


    　お前と汐ノ宮さんの仲を応援する気はあるが、修学旅行が私物化されてると感じた時点で俺もストップに入るからな。


    「しかし、人間の欲望って計り知れないわよね。欲望を具現化したものが、この鳥居のトンネルと考えると、なかなかグロテスクだわ」


    「高鷲、多少は褒ほめろ。褒めて伸ばす方向にしろ」


    「でも、この鳥居、これ以上は伸びないわよ。伏見稲荷に鳥居を奉納したい企業とか個人とか無数にいるから、順番待ちが続いてるの」


    「お前も、まあまあ詳くわしいじゃねえか……」


    　ただ、高鷲は口はいつものとおり悪いが、決して楽しんでいないというわけではないようだ。スマホできっちりと千本鳥居を撮影していた。


    「この鳥居をくぐったら、帰ってこれなさそうよね」


    「だから、ネガティブな感想を言うな」


    「いや、今のは褒めてるんだけど。ほら、戻ってこれなさそうなほどに幻想的でしょ？」


    　気持ちはわからなくもないが、神社側としては、それ、うれしいのか。


    「それにしても、このメンバーだと──落ち着くわね」


    　ぼそりと高たか鷲わしがそうもらした。


    「そうだな」


    　俺も小さな声で答える。自然と俺の表情もゆるんでいただろう。


    　ここにはミッションもノルマも、気をつかわないといけない相手もいない。


    　いつもどおりでまったくかまわない。


    　初日の班行動のメンバーもよかったけど、ここまでリラックスはできない。人ひと研けんを中心にしたグループとは歴史が違う。


    　普通の高校生は無意識のうちに周囲に合わせることができるし、疲れることもないのかもしれないけど、残念ながら俺たちは普通じゃない。


    　あんまり認めたくもないけど……俺が普通の高校生なら、全国の高校生はほとんどぼっちで孤立してることになる。それはいくらなんでもないだろう。


    　俺も普通になろうとはしている。いわば、普通を目指しての修行中といったところだ。


    　ただ、俺はおそらくまったくの普通の高校生にはなれないとは思う。


    　悲観的な意味ではなく、そこは諦あきらめている。


    　自分が普通になりつつあるかどうか、俺は今後もずっと意識しているだろう。その時点で、まったくの普通とは言えない。


    　そこはしょうがない。俺は俺のやり方で幸せな高校生活を目指せばいいのだ。


    「今日はグレ君に文句を無限に言い続けられるし、疲れないわ」


    　高鷲、それ、俺は疲れるんだけど。


    「ところでさ、高鷲は女子の部屋で無難に過ごせたか？」


    　高鷲が疲れるというと、きっとそこだろうと思った。


    　一い身しん田でんさんと一いつ緒しよにいる分には、もうストレスにはなるまい。


    「本音を言えば、一人部屋のほうがいいんだけど、そういうわけにもいかないわよね」


    　最低でも、こうやって本音が出せる場所なんだから、落ち着きもするだろう。


    「集団行動も勉強のうちだからな」


    「その発言、教師みたいでウザいわね」


    　わざわざ否定するな……。そう言われるとベタな発言だった気がして、恥ずかしくなってきた……。


    「そういうグレ君はどうだったの？」


    「ああ、ミッションの枕投げは無事にクリアしたし、さらに……いや、何でもない」


    　いいと思ってる女子のことを話したとかここで口に出すのは、なんていうか、男の友情を踏みにじる行為だろう。友情っていうと重いかもしれんが、裏切り者と言われてもやむをえん。


    「『さらに』以降で何を言おうとしたのか気になるけど、男子が集まってする話だからゲス系のやつね」


    　高たか鷲わしが蔑さげすみの視線を投げつけてくる。だが、だいたい正解だし、反論すると藪やぶ蛇へびになるので何も言えない……。ここは返答しないでやりすごそう……。俺は貝だ……。決して口を開かない貝だ……。


    「まっ、総じて上う手まくやれてるみたいじゃない。残すところは──」


    　三日目のことね、と高鷲は声のトーンを下げて言った。


    　高鷲もこれは単純なミッションとは比べ物にならないと理解しているのだろう。


    　まるで自分が愛あい河かと二人で回るみたいに神妙な顔になっている。


    「お前も、愛河と合流してからのミッション、忘れるなよ」


    　高鷲は愛河を下の名前で呼ぶことになっている。


    　お前も愛河と仲良くやってるんだから、いいかげん名前で呼んでやれ。いわば、これは俺から高鷲への親心みたいなもんだ。


    　あっ……高鷲の親って想像はきついな。子がこんなに性格悪かったら苦しい……。つーか、高鷲の親ってどんな人間なんだろう……。


    「その程度で私を止められると思ったら大間違いよ」


    　こいつは俺と戦っているつもりなのか？　あくまでも同盟者だぞ？


    　そんな、トゲが見え隠れする会話をしていたら、なんか視線を感じた。


    　場所が場所だし、まさかお稲荷いなり様にでも見られているのかと思ったが、エリアスに見られていただけだった。


    「君たち、ぼっちという部分において、本当に息が合ってるね。魂が近いっていうか」


    　俺たちを観察していたらしい。風景を見たほうが有意義だぞ。


    「訴訟」


    　高鷲が熟語一つだけ口にした。おい、それって「魂が近い」って表現が名めい誉よ毀き損そんにあたるっていう意味だよな？　俺と魂が近いわけないだろってことだよな……？


    「私からすると、ドリ子も大差ない気がするけどね。魂って表現を借りると、ドリ子もこっち側よ。でないと、今日も人ひと研けんの中に入って行動しないでしょ」


    　最後の一言は、かなりの説得力があった。エリアスが「ぐぬぬ……」って感じの顔になっていた。


    　さばさばとしていたが、高鷲はどこかエリアスをフォローしているようにも聞こえた。


    「人研はいつでも新規会員を募集してるわ。生徒会役員でもＯＫだから。審査はこっちでするけど」


    「来る者は拒こばまずってわけでもないんだね……。審査はあるんだ……」


    　そこは高鷲らしい。


    「人間関係の悩みは仲間内だと解決しづらいだろうし、そんな時は人間関係研究会を使えばいいわ。これでも学校公認の団体なんだから」


    　高たか鷲わしが大人びて見えた。もともと背が低いエリアスと並ぶと大人に見えやすいが、それだけじゃない。


    　困ったことがあれば人ひと研けんにご用命くださいと高鷲は宣言したわけだ。


    　周囲の人間のことを考える余裕が高鷲に生まれてきた証拠だろう。


    「うん、高鷲さん、ありがとう。生徒会とかで問題が生じたら使わせてもらうよ」


    　エリアスも高鷲の善意を笑顔で受け取った。高鷲の善意って出現率、かなり低いからな。これは貴重だぞ。


    「じゃあ、お礼に『副会長聖水』を一本あげるよ」


    「あ、今年はいらないわ」


    「せめて、今日はいらないって言いなよ……。そんなにいらないんだね……」


    　エリアスもちょっと悲しんでいた。


    　断り方がある意味ストレートだな……。


    　俺も人研の人間だし、一言言っておくか。


    「エリアスも人間関係が行き詰づまったら人研の門を叩たたけよ。これでも、後輩を救った実績もあるんだから」


    　朝あさ熊くまさんのあがり症は見事、克服された。


    「俺もそれなりに役に立つんだからな。エリアスの悩みぐらいならどうにかしてやるよ」


    　だが、俺が声をかけると、なぜかエリアスの機嫌が急変した。


    　急にむすっとした顔で、俺をにらんできて──


    「てーいっ！」


    　修学旅行のしおりを丸めて一発叩いてきた！


    「お前、しおりを毎日、武器として使用するな！　そういうのでも真ま面じ目めに作った奴やつがいるんだよ！」


    「少し業なり平ひらにムカついたから。もう、すっきりしたから安心してくれていいよ」


    「その前に謝罪しろや！」


    　エリアスは俺を無視して、千本鳥とり居いの入り口のほうに向かっていた。


    　そこでようやくこっちに顔を見せた。


    「ほら、大だい福ふくと汐しおノ宮みやさんが先へ先へと行ってるから急ぐよ！」


    　身勝手にもほどがあるだろ。


    　でも、エリアスの表情はずいぶんやわらかくなっていた。


    「業平、これが謝罪分だから。受け取りなよ」


    　エリアスが何か投げてきた。


    　受け取ると『副会長聖水』だった。高鷲に拒否られたやつを転用してきたか。


    「ペットボトルのふたよりはいいけど、色が……」


    　これ、レモン味なのか、黄色いんだけど。ヤバい層に人気が出ても知らんぞ。


    「毒は入れてないから大丈夫だよ。ビタミンＣ配合だから」


    　やはりレモン味か。


    　そして、元気にすたすた鳥とり居いをくぐっていった。


    　俺の二メートルほど横では高たか鷲わしが立っている。一応、待ってくれていると考えていいんだろう。


    「ドリ子の奴やつ、昨日、引いたおみくじで落ち込んでたでしょ？　ただでさえ生徒会選挙も近いし、声だけかけておいたの」


    　すごい。まるで高鷲じゃないみたいな発言だ。


    「ドリ子にもなんでもかんでも話せる親友みたいなのがいればいいんだけど。あの子はあの子で強情だから」


    　エリアスは正義の味方として振る舞いたいって気持ちがあるから、あまり弱音を吐くガラではない。生徒会でも案外、孤独なのかもしれん。


    　人間は自分のことはよく見えないっていうけど、エリアスのことは本人より高鷲のほうがよく見えているんだろう。


    　ただ、高鷲を素直に賞賛するのも気恥ずかしい。


    「でもさ、なんでもかんでも話せる仲を親友って定義するなら、俺とお前も親友にならないか？」


    「はい、訴訟」


    　ツッコミが入るの、早すぎる。


    「あくまでも同盟相手よ。そこの定義は間違えないで」


    　右手の人差し指で頬ほおをかきつつ、高鷲が言った。照れているように見えなくもなかった。


    「わかってるよ。同盟はしてるけど、親友じゃない」


    　納得したのか高鷲が千本鳥居のほうに吸い込まれるように歩いていったので、俺もそれを追いかけた。


    　当然ながら、一メートルの距離を保ちつつ。


    



    　伏ふし見み稲荷いなりの規模を俺は舐なめていた。


    　いや、別にどうせ狭いんだろみたいに侮あなどったことなんてないけど、こうも広いとは……。面積にして東京ドーム何個分なんだ……？


    　千本鳥居を抜けた先、俺たちはさらに鳥居のトンネルが何度も現れる低い山をぐるっと一周することになった。一時間は歩くらしい……。


    　汐しおノ宮みやさんいわく、


    「後ろのお山を歩かないと伏見稲荷にお参りしたことにはなりませんわ！」


    　ということだった。


    　そういえば、汐しおノ宮みやさんって何かをやると、極めるまでやめないタイプだったな……。来たからには全部まわるってことか……。


    「汐ノ宮さん、ここ、すごくエキゾチックだね。不思議なパワーをもらえてるような気がするよ」


    　大だい福ふくは汐ノ宮さんを止めるどころか、さらにアクセル踏んでくるし、俺たちもついていくしかない。


    　もっとも、パワー云うん々ぬんはあながち冗談でもなくて、山の途中には無数のお社やしろとモノリスとでも言うしかない石柱がそびえていて、かなり異様な光景だった。


    「パワースポットと言えなくもないけど、むしろ心霊スポット寄りの景色じゃないの、ここ……」


    　高たか鷲わしもひたすら歩かされて、機嫌が悪くなっているような様子だ。俺は最後尾を行くので、表情はわからんが、声の感じでなんとなくわかる。


    　その高鷲の前を同じようにエリアスが「疲れた……。長い……」とたまに恨うらみ言を言いながら歩いていた。


    　先頭の汐ノ宮さんと大福は元気に前へ前へと突き進む。テンション高いな。


    　その汐ノ宮さんのペースが速いので、メイド長が後れをとって、必死に追いかけていた。しゃべらないから必死かどうかは俺の想像だけど。


    「ふぅ……ねえ、汐ノ宮さん、この次はどこに行くんだい……？」


    　弱々しく、エリアスが言った。エリアスは見た目どおり、体力はあまりない。


    「伏ふし見み稲荷いなりを堪たん能のういたしましたので、次は東とう福ふく寺じですわ」


    　すごく楽しそうな顔で、汐ノ宮さんが振り返る。


    「東福寺かい……。まあ、この近所の有名どころとしてはおかしくないね。また千本鳥とり居いをくぐって駅まで戻るのがだるいけど……」


    　エリアスはスマホで何か見ていた。おそらく、地図だろう。東福寺の最寄り駅はそのまんま東福寺という駅で、伏見稲荷の最寄り駅より一つ京都駅寄りなのだ。


    「いえ、駅にまでは戻りませんわ。それだと時間のロスが大きすぎますから」


    　少し汐ノ宮さんがドヤ顔していた。


    「わたくしとメイド長で考案した、とても効率のよい巡り方がありますわ！　わたくしにお任せください！」


    　高鷲が肩を落とした。


    「嫌いやな予感がするわ」


    　否定はしない。


    　そして、汐ノ宮さんとメイド長の考案したルートはなかなか衝撃的だった。


    　伏ふし見み稲荷いなりのメインの道からうさんくさい山道に入っていく。


    「えっ？　これ、合ってるの？　京都に来て遭難したとかそういうのは勘弁だよ!?」


    　エリアスが悲鳴を上げていた。俺はただ、最後尾を歩くぐらいの気力しかない。


    「問題ありませんわ。間違いなく、こちらです！」


    　メインストリートから見事にそれているので、すれ違う人影もまったくなくなった。どこへ連れていかれるんだ……？


    　こうして、森の中に伸びる謎なぞの道を突き進むと──


    　唐とう突とつに住宅地に出た。


    　俺の家の近所とほぼ変わらない光景が広がっている。観光客が来るような場所ではない。


    「汐しおノ宮みやさん、これは道に迷ったってことはないよね？」


    　エリアス、かなり心配性だな。でも、住宅地だから最低でも遭難の危険はなくなったとプラス思考にはなれんか。俺もどこだよ、ここと思っているけど。


    「ご心配なく！　わたくしとメイド長を信じてくださいませ！」


    「汐ノ宮さんは別として、奇妙な生物を信じるしかないだなんて屈くつ辱じよくだわ……」


    　高たか鷲わし、それはメイド長に対する暴言だぞ……。


    「ここから先は坂を下っていくだけですわ。もう、ゴールはすぐそこですわよ！」


    　汐ノ宮さんが自信満々であればあるほど、こっちは不安になってくる。


    　だが、結論としては汐ノ宮さんのほうが正解だった。


    　数分後、俺たちは、ただ、ただ、デカいとしか形容のしようがない東とう福ふく寺じの門の前にいた。


    「本当に着いちゃったわね……」


    　高鷲もちょっと呆ぼう然ぜんとしていた。百パーセント、観光客が使わないルートで俺たちは東福寺にたどり着いた。しかも、時間もさほどかかってない。


    「この門は日本の禅宗寺院の中では最大にして最古のもので、国宝に指定されていますわ。昔から東福寺は建物が立派なことで有名でした。ちなみに東福寺という名前は奈良の東とう大だい寺じと興こう福ふく寺じという大寺院から一文字ずつとってつけたものですわ」


    　あっ、また汐ノ宮さんの観光ガイドモードが復活した。


    　それにしても、汐ノ宮さん、さっきから歩きながらずっと解説をしてるのに、まったく疲れてない。これも一種のランナーズハイだろうか。ラン以外の部分でハイになってると思うから、やっぱり違う概がい念ねんなんだろうか。


    「雄大でフォトジェニックだよね」


    　大だい福ふくが常に横で讃たたえているので、汐ノ宮さんも気持ちがいいだろう。


    　ていうか、大福しかしっかり話を聞いてない。


    「もし、生徒会長に汐ノ宮さんが立候補したら、大福のやつ、わたしじゃなくて汐ノ宮さんに投票するよね……」


    　エリアスがあきれた顔で言ってるが、その可能性は高い。


    　歩き疲れたし、門の近くでしばらく汐しおノ宮みやさんに解説をしゃべってもらっていた。


    　ふと、門の横の細長い建物が目についた。わからなかったら、汐ノ宮さんに聞けばいい。汐ノ宮さんもうれしいだろうし、ウィン・ウィンの関係になる。


    「汐ノ宮さん、あれは何？」


    「ああ……あれですわね……」


    　だが、汐ノ宮さんの口はわずかに開いたものの、すぐに閉じてしまう。


    　ここまで自信満々だった汐ノ宮さんとは思えない。


    　あれ？　知らないことを尋ねてしまったか？


    　くちびるは開いたり閉じたりを繰り返している。


    　うろ覚えなのだろうか。ちょっと汐ノ宮さんが前かがみになる。


    「あれは……東とう司すですわ……。室町時代前期の建物です……」


    　できた時期はこの際どうでもいいのだけど、建物の名称がよくわからん。


    「トウスって何？」


    　汐ノ宮さんがもっと、もじもじした。


    「……昔の……お、お手洗いのことですわ……」


    　恥ずかしそうにしていた理由はそれか！


    「業なり平ひら、セクハラだね。死刑だね」


    「グレ君、サイテーね。死刑ね」


    　エリアスと高たか鷲わしがそんなところでだけ息を合わせやがった。


    「セクハラで死刑になることはないだろ！　どこの国の法律だよ！」


    「おや、セクハラって認めたね。やはり、故意か。見損なったよ。もともと見損なってたけど」


    「本当に女の敵と言っていいわね」


    　二人揃そろって攻撃してくるのやめてくれ。勝てる気がしない。


    「故意なわけないだろ！　普通の高校生は東司がトイレだなんて知らんわ！」


    　そこで、すっと、大だい福ふくが手を挙げた。


    　もしや、大福まで汐ノ宮さんをいじめたなと俺を攻撃してくるのか？　それは勘弁してほしいのだが……。


    「あのさ、トイレで思い出したんだけど、ここでトイレ休憩にしない？　伏ふし見み稲荷いなりを歩いてる間、ずっとトイレもなかったしさ」


    　それは端的に言って、完かん璧ぺきな一手だった。


    　話題を利用しつつ、トイレ休憩の時間を設ける。俺にはできない気配りだ。


    　やはり、大福はすごい。俺もこの境地を目指さないといけない。


    　みんなが同意したのでトイレ休憩は可決された。


    「僕も行ってくるね。東とう福ふく寺じ見学も長くなりそうだし」


    「じゃあ、俺も行く、俺も」


    　せっかくだし、大だい福ふくと連れションでもしよう。


    　当たり前だが、有名な観光地だけあって、トイレは広くてきれいだった。


    　大福と二つ便器を隔へだてたところで用を足す。広いトイレというのはなかなか爽そう快かい感かんがある。静かだし、家にこんなトイレがあったら思索的な人間になりそうだ。


    「さっきはありがと。大福ってさりげない感じで、本当に上じよう手ずに立ち回れるよな。俺も学ばせてもらってる」


    　まずは大福にお礼を言った。大福は俺の師匠みたいなものだ。


    　いきなり髪染めてチャラい感じになるのは無理だし、俺が変わるとしたら、大福みたいなそつのない人間という立場が一つの目標になる。


    　でも、大福の返答は俺が想定していたようなものとは違っていた。


    「あのさ、業なり平ひらに断りを入れておきたいことがあるんだけど」


    　てっきり、「気にしなくていいよ」とかそんな言葉が来ると思っていたのだが。


    　もしかすると大福も何か俺と話す機会をほしがっていたということだろうか。


    「どうした？」


    　変に改まった感じで言われたので、意図が読めない。


    「明日、つまり、修学旅行最終日だけどさ」


    「お、おう」


    　俺は上ずった相あい槌づちで返す。


    　三日目。つまり、愛あい河かと二人で回る約束をしている日。


    　いったん意識の外にやっていたけど、また頭に浮かんできた。


    「その日、汐しおノ宮みやさんと二人で回りたいんだ」


    　大福の声は緊きん張ちようしているのか、硬いように感じた。


    「それ、俺に断る必要ないだろ。汐ノ宮さんの許可が得られればそれでいいんじゃないか」


    　あとはメイド長の許可もあったほうがいいかもしれないけど……メイド長はしゃべらないからな……。


    「ほら、人ひと研けんにも影響が出ないとも限らないからさ。言っておこうと思って。それに、三日目も人研同士で回る予定だったりしないの？」


    「いや、三日目は決まってない。少なくとも、俺はその予定じゃない」


    　ここで愛河のことを言えない自分は少しずるいんだろうか？


    　大福は本当に律りち儀ぎな奴やつだ。


    　でも、そういうところで律儀だから、俺は大福が信頼できるのかもしれない。


    　俺は先に手洗いのほうに向かう。


    「人ひと研けんに影響が出るってことは、気持ちを伝えるつもりってことか？」


    　表現をぼかしたつもりだったけど、直球で聞いたのと大差なかった。


    　大だい福ふくの返答には少し間があった。


    「それは成り行き次第だよ。僕だけで完結してることじゃないから。汐しおノ宮みやさんも含めてのことだから」


    　大人な言葉だと俺は思った。


    　大福は間違いなく汐ノ宮さんを尊重している。だったら、俺が文句を言う必要などないし、その権利もない。信じる道を突き進んでくれればいい。


    「たださ、修学旅行での告白って、かなり王道だと思っては、いるよ」


    　噛かんで含めるようにゆっくりと言葉を切って、大福は言った。


    　その言葉がやけに強く俺の頭に残った。


    　修学旅行での告白が王道。


    　そんなことを書いてる教科書も参考書も見たことがないが、納得がいく。


    　カップルがプロポーズするのも旅行先でのことが多いというし。


    　おそらく告白という特別なことは、旅行先という非日常の中でするのがちょうどいいんだろう。「今日、昼から雨降るかもね」「ところで、好きです。付き合ってください」みたいな話の持っていき方よりは自然だ。これではガチのコミュ障である。


    　あれ……。


    　だとすると、愛あい河かも告白とかそういうために、明日回ろうと言ってるのか……？


    　俺は頭に浮かぶ愛河の顔を強引に追い払う。


    　そんなことを考える暇ひまがあったら、まずは明日、どこへ行くかの検討でもしろ。


    　だいたい、今日も昼からは愛河と合流することになってるじゃないか。やたらと意識した状態で合流したら、愛河も変に思うぞ。


    　気にしすぎだ。愛河は俺と修学旅行を回ろうと言っている。その事実だけを受け入れろ。変な解釈を付け加えて、どんどん肥大させていくな。ぼっちの悪い癖くせだ。


    　先に手を洗った俺はトイレの入り口で大福を待った。


    　その些さ細さいな待ち時間をやけに長く感じた。


    



    　　　　★


    



    



    　そこから先の汐ノ宮さんのナビゲーションはなかなかいいものだった。


    　もっとも、俺のほうは変なところで傷を負うことになったのだが……。


    　その事件は東とう福ふく寺じの庭園で起きた。


    「ここが有名なチェック柄みたいになっているお庭で、いわゆる枯山水の現代アートというところでしょうか。実は近代の有名な作庭家が作ったんですわ」


    　たしかに、東とう福ふく寺じの庭園は格子模様のように正方形の石と草がずらっと並んでいて、それでいて隅すみっこのほうはだんだんと規則性が乱れてフェードアウトしているのもオシャレで、インスタ映えを気にしない男でも撮影したくなる光景だった。


    「へえ、汐しおノ宮みやさん、やるじゃないか。これはかっこいいね！」


    　そう言いながらエリアスはぱしゃぱしゃ撮影していた。さっきからいろんなところで写真を撮りまくっている。


    「すごくいいね。お寺ってどうしてもハードルが高く感じちゃうけど、ここはわたしも楽しめるよ」


    「竜たつ田た川がわさん、お褒ほめにあずかり光栄ですわ。これでも、ちゃんと高校生視点で楽しめるように、メイド長と検討を重ねたんですわよ」


    　汐ノ宮さんが得意なのはいいのだが、俺たちってメイド長に分析されているのか……。


    　メイド長が視界に入ると、庭までシュールになるので、できるだけ見ないようにした。メイド長には悪いけど、メイド長側のインパクトが大きすぎるのでしょうがない。


    「ここは落ち着くよな。禅って感じがする」


    　言ってから、この一言は腋わきが甘かったかなと思ったが、しっかりそこを高たか鷲わしに狙ねらわれた。


    「禅みたいって言うと、全部それっぽく聞こえるし、見えるわよね。今度から使ってみることにするわ」


    「禅宗に対して失礼だし、庭について言及しろよ」


    　こういうところでは、素直に人を褒めろ。俺は褒めんでもいいが、汐ノ宮さんには報むくいてやれ。


    「あんまり批判ばかりしてると、大人になっても批判しかできん小物になるぞ」


    「この庭がいいってことぐらいわかってるわよ。ただ……」


    　高鷲は左手で自分の口元を押さえる。


    「……庭園の解釈って難しいじゃない？　調子乗って的外れなこと言って、それが記憶に残ったら、嫌いやでしょ……。どっちかというと、ぼっちみたいな奴やつが、自分だけはわかってるって高こう踏とう的てきな態度でそれらしい感想を頭に思い描いたりしがちじゃない……。だから、私はノーコメントを貫くのよ。黙して語らずよ」


    「気にしすぎだ！　だいたい、禅の庭について堂々と語れる高校生とかいるか！」


    　もっとも、俺がそう発言した横で、汐ノ宮さんがほかのメンバーに庭の来歴を事細かに解説していた。おかげで俺の言葉の説得力が半額セールぐらい下がった。


    「──というわけで、独特のリズム感をこの庭では味わうことができるのですわ」


    「ふうん……」「汐ノ宮さん、本当に詳くわしいね。もっと教えてほしいな」


    　頭から順にエリアス、大だい福ふくの反応だ。


    　大だい福ふくはどこまで素すの反応かわからんが、この調子だといいカップルになりそうな気はする。メイド長が妨害さえしなければ付き合えるんじゃないか。


    　一方、俺と高たか鷲わしのほうは庭を前にして、沈黙していた。


    　黙して語らずというのも禅っぽいかもしれないが、たんに俺たちは黒歴史を作らないために頑張っている。


    　高鷲の気持ちもある程度わかる。


    　中学の時、まさに中二病をこじらせた奴やつが「流石さすが」とか「暫しばらく」とかなんでもかんでも漢字に変換して感想文とか書いてたが、ああいう、後年やらかしに気づくような行為とこれも通ずるものがある。


    　ぼっちというのは、その日の夜に、つまらない一言や余計な一言を言ってしまったことを思い出して、「うわああああ！　言うんじゃなかった！」みたいにベッドの上でごろごろ身もだえする生き物なのだ。


    　俺は何度もそんな経験があるし、高鷲もおそらく経験済みなのだろう。


    「お前は難しく考えすぎなんだよ。こういうのはさ、ありのままの感想を口に出せばいいんだよ。俺たち、芸術家でもなんでもないんだから」


    「じゃあ、グレ君にミニミッションを出すわ」


    「お前、カジュアルにミッション、追加すんなよ……」


    　事実上、ただの命令だ。


    「この庭を見た感想をあほっぽくなく、そこそこ知的に、かといって痛々しくない程度にまとめてみて」


    「注文多くないか？」


    　宮みや沢ざわ賢けん治じの童話のタイトルが頭に浮かんだ。


    「ちなみに、『きれい』とか『すごい』とか語ご彙いが貧弱な場合は容よう赦しやなく指摘するから。私、悪いけど、偏差値だけなら学校の誰にも負けない自信あるから」


    「そこでマウンティングを取りにくるな」


    「はい、スタート。いいコメントを期待してるわ」


    　絶対に期待してないだろ。ハードルをさりげなく上げるな。


    　なんで、絶景を前に高度な情報戦みたいなことをしなければならないのか。


    「ありのままだ。ありのまま、ありのまま……」


    　俺は高鷲から一メートル半離れて、廊下に中腰になる。


    　チェック模様の石畳の庭を凝ぎよう視しする。


    　そのうち、チェック模様がゲシュタルト崩壊を起こしてくる。


    　おっと、ゲシュタルト崩壊って単語も危うい……。ゲシュタルトがどういう概がい念ねんかいまいちはっきりわかってないのに、ついつい使ってしまいがちな単語だ。こういうところを高鷲は確実に突いてくる。


    　どうまとめるか。日本庭園だから「和」だ。でも、チェック柄なところは、「洋」っぽい。和洋折せつ衷ちゆう……よし、これでいこう。


    「グレ君、この庭の感想を言って」


    「わ……和洋折衷をコンセプトにした幾き何か学がく的てきな庭で……ＳＦ味みがある……」


    　ちらっと高たか鷲わしのほうを見たら、一瞬、ものすごいバカを見る目を向けられた。


    「うっわ……。出たわ。すぐにＳＦって言えば正解だと思ってる奴やつ……。しかも、ＳＦの本なんてたいして読んでない奴の発言……」


    　これはいつものディス以上にダメージがデカい！


    　羞しゆう恥ち心しんがぞわぞわってくるやつ！


    「わ、わかったから、やめろ！　本気で恥ずかしくなってきた！」


    　言われてみれば、何がＳＦなのかと問い詰つめられても全然答えられん！


    「さらに、『幾何学っぽい』って表現もヤバいわよね。絶対に幾何学がどういう学問か把は握あくしてないのに、そういうたとえ、使っちゃったわね」


    「もう、やめろ！　傷口をえぐるような真ま似ねをするな！」


    　ミスった！　「ゲシュタルト崩壊」は事前に回避できたのに、なぜ「幾何学的」は安易に使ってしまったのか！


    　ああ、そうさ！　幾何学がどんな学問かと問われれば全然答えられんわ！　普通の高校生には無理だ！


    　見えないフォークが俺の心にグサグサ突き刺さる。いたたまれん！


    　高鷲はというと、大変面おも白しろそうに笑っていた。残虐な刑罰を見て喜んでいる暴君のようである。


    「グレ君、今度から『幾何学的隅すみっこＳＦネズミ野郎』と呼ぶわね」


    「もう、概がい念ねんがゲシュタルト崩壊してるだろ！」


    「あっ、ゲシュタルト崩壊もいいわね。『幾何学的隅っこＳＦゲシュタルト崩壊ネズミ野郎』にクラスチェンジしましょう」


    　げっ！　つい、うかつな一言を！


    「幾何学的隅っこＳＦゲシュタルト崩壊ネズミ野郎、声に出して読みたい日本語ね」


    　口を押さえて高鷲は笑っている。今日一番、エンジョイしてるかもしれん。


    「おい、もう言うな！　隅っこネズミ野郎に戻せ！」


    「でも、これも身から出た錆さびってやつよ。グレ君の感想に入ってた言葉だもの」


    「くそ……。お前はやっぱり悪魔だ……」


    　どうも視線を感じた。


    　さっきまで汐しおノ宮みやさんの解説を聞いていたエリアスがこちらを向いていた。


    「君たち、ここまで仲がいいと一周してキモいよ……」


    　また、エリアスが俺たちの会話をそんなふうに評していた。


    　諦あきらめたように、エリアスは「はぁ……」とわざとらしくため息をつく。


    「わたしたちには入っていけない世界だよ。息ぴったりだよね。ウマが合ってるんだろうね」


    「訴訟。最高裁」と高たか鷲わしが言った。


    　俺と仲がいいとか言われたこと、そんなに不服なのかよ。


    「最高裁でも勝てる自信あるよ。なんだかんだで君ら、二人が揃そろってる時が一番自然体なんじゃない？　気兼ねなくお互い殴なぐり合えてるじゃないか」


    　エリアスは同意を求めるみたいに高鷲のほうに視線をやった。


    　ココロオープンのことがあるから、高鷲は当然視線をそらした。


    「俺としては、殴り合いというか、自分だけ殴られっぱなしって気持ちなんだけど」


    「ドレイン持ちの業なり平ひらは殴られるだけ幸せだと思ったほうがいいよ」


    　エリアスの言葉は相変わらず攻撃的だったが、何割か納得してしまってる自分もいた。


    　誰も近づいてこないのと比べれば、まだ殴ってくる奴やつのほうがマジでマシなのかもしれん。


    「お二人の会話、とってもスムーズというか、丁ちよう々ちよう発はつ止しのやりとりというか、虚きよ々きよ実じつ々じつの駆け引きが感じられて、聞いていて面おも白しろいですわ」


    　案内役の汐しおノ宮みやさんまでそんな感想を述べていた。四字熟語が二つも入ってるが、皮肉じゃなくて率直な思いを述べたものなのだろう。だいぶわかりづらいけど。


    　いつのまにか、庭じゃなくて俺と高鷲を観察する会になっている。


    　汐ノ宮さんの横にいた大だい福ふくももちろん見ている。


    　自分が話題の中心でいることを感じ取ったのか、高鷲が俺以外の三人の側に顔を向けた。


    「みんな、失礼よ。いい？　みんなもご存じのとおり、人間は上中下の三段階に大きく分けられるの」


    「そんなヤバい説、自明みたいに言うな！」


    「私が上じようなら──グレ君は外そとよ」


    「どうせ、下げだって言うんだろと思ったら、下ですらないのかよ！」


    　番外ってどういうことなんだ。


    「いいじゃない。上中下のどこでもないあたり、グレ君の言うところの禅っぽさやＳＦっぽさがあって」


    「やめろ！　掘り返すな！」


    　エリアスや大福まで笑ってるじゃないか！


    　完全にいじられる立場になってしまっている……。


    「小さいことにこだわりすぎよ。幾き何か学がく的てきで禅的で鮮せん烈れつな初期衝動が感じられる隅すみっこＳＦゲシュタルト崩壊侘わび寂さびネズミ野郎」


    「俺の言ってない言葉まで含まれて強化されてんじゃねえか！」


    　冤えん罪ざいもいいとこだぞ！　「鮮せん烈れつな初期衝動」とか言った覚えないぞ！


    「業なり平ひら、強そうなあだ名つけてもらって、よ、よかったね。ぷっ……」


    「大だい福ふく、褒ほめとけばなんでもいいってわけじゃないぞ。あと、別に強そうじゃない！」


    　友達にまでしっかり笑われている……。もう、いっそ爆笑してくれ！


    　そんな中、きれいな笑い声が響ひびいた。


    「ふふふふっ。本当にいい修学旅行になってますわね」


    　花が咲いたようと形容したくなるような笑顔で汐しおノ宮みやさんがおかしそうに笑っていた。


    　いつもなら「人をおちょくるのはよくありませんわ」とか言いそうな汐ノ宮さんまで笑ってしまっている。


    　つまり、これは仲間内での楽しい時間だと汐ノ宮さんも感じているわけだ。


    　その汐ノ宮さんの笑みで、ふっと俺はものすごく根本的な目標に引き戻される。


    　俺、修学旅行を楽しめてたんだ。


    　こんなふうに、しょうもない話題でああだこうだ言って回る、それこそ俺はずっと求めていた。


    　何がよかったのかわからないけど、いろんなものが噛かみ合って、俺はまともな修学旅行をすごせていた。


    　この感覚は俺だけじゃないらしい。


    　みんな、そうだよなという表情になっている。


    「うんうん、ムカつくぐらいにいい修学旅行だよ」


    「エリアス、いいのならムカつくな」


    　エリアスも微ほほ笑えんではいたけど、汐ノ宮さんの天てん真しん爛らん漫まんで天てん衣い無む縫ほうな笑み（俺も汐ノ宮さんの影響で四字熟語が頭に浮かんだ）と比べると、どこかヤケクソのような笑い方だった。笑って、邪気を飛ばそうとしているような。


    　そういや、笑っている人間は幸せになりやすいというし──


    　俺も高たか鷲わしのような仏ぶつ頂ちよう面づらじゃなくて、もっと笑えているほうがいいんだろうな。


    　なかなか、それも難しいけど。


    



    　　　　★


    



    



    　そのあとも汐ノ宮さんの組んだスケジュールは盛りだくさんだった。


    　エリアスが「こんなに歩かされるとは思わなかったよ……」と言っていたが、俺も似た感想だ。汐ノ宮さんはギアが入ると、途端に張り切るらしい。


    　たしかに、午前中だけで回るペースではなかった。早朝から動いただけのことはある。


    「皆様、お疲れ様でしたわ！　京都は至近距離で名所旧跡がいくつもあるので、まったく飽きませんわね！」


    　今すぐ東京に帰っても問題ないぐらいに汐しおノ宮みやさんは満足げだった。


    　メイド長もいつもより得意げな顔をしているように見えなくもない。


    　今、俺たちは京都の南から駅を通らずにそのまま北上を続けるバスに乗っている。


    　バスも比較的すいており、俺も乗車可能である。俺の都合まで考えてくれているとは、頭が上がらない。


    　そのバスの中で、朝の部から昼の部にバトンタッチだ。


    「じゃあ、お昼はこの次期生徒会長、竜たつ田た川がわエリアスが案内するよ！」


    「勝手に次の生徒会長を公言するな」


    　いつもの偉そうな態度が復活していた。


    　ただ、あまり胸は張らないでほしい。昨日の夜、エリアスの胸が大きいってさんざん話題になってたんだ……。やけにアツく語ってる奴やつまでいたんだ……。


    「ドリ子の案内でかまわないけど、名水巡りとかなら辞退するから早めに教えてね」


    　まず牽けん制せいをするのが高たか鷲わしの基本パターンだ。


    「そんなことしないよ。もっと女子らしいことだよ」


    　エリアスがすねたような顔になる。


    　高鷲よりはまだエリアスのほうが一般的な女子高生に近いしな。


    「お昼の部は、ずばり、パフェだよ！」


    　女子力が高いことは間違いないが、それは京都でやらないといけないことなのか。


    　その時は俺もまだそう思っていた。


    



    　しかし、店の前に来て、エリアスが気合いを入れていた理由もよくわかった。


    　パフェ、パフェ、パフェ……頭がくらくらするほどに大量のパフェ。


    　店頭のディスプレイには数えるのが嫌いやになるぐらいの種類のパフェが並んでいる。


    　その喫茶店はパフェ専門店と言っていい、とんでもない品しな揃ぞろえの店だった。


    「ここはね、百五十種類以上のパフェを出している、パフェ界のボスとでも言っていいお店なんだよ。女子なら一度は顔を出しておかないとね」


    　そんな業界があるのか不明だが、わざわざ来たくなる気持ちはわかる。


    「エリアス、昼食がまだなんだけど」


    　俺が根本的なことを聞いた。これではいきなりおやつだ。


    「昼食がないならパフェを食べればいいじゃないか」


    　マリーなんたらネットみたいなことをエリアスは言った。


    　問題はあんまりふざけて言ってるわけでもないみたいだということだ。


    「エリアス、本当にパフェが昼食なのか……？　パフェはハイカロリーではあるけど……」


    「あくまでも喫茶店だから、ごく普通の料理もあるよ。業なり平ひらはそういうのを注文したら？」


    「まあ、グレ君、ここでサンドウィッチのセットとか注文したら空気読んでないカスだけどね」


    　高たか鷲わしとエリアスは俺をつぶす時だけ、自然と共闘してくる。


    「わかったよ……人生、たまにはパフェを昼食にしてもいいか……」


    「わかればいいんだよ」


    　また、エリアスが胸を張った。


    「さあ、行くよ！　めくるめくパフェの世界に！　──と言いたいところだけど、もう一人来るんだよね」


    　エリアスが視線を通りのほうに向けた。


    　その直後に、


    「ジャストタイミングですねっ！」


    　そんな言葉が俺の耳に届いてくる。


    　がやがやとうるさい繁華街でもすぐに誰かわかった。


    　愛あい河かが走りながら、こちらに駆けてくる。右手を大きく振りながら。


    　ああ、昼から愛河は合流するって言ってたもんな。それなら喫茶店を使うというのはちょうどいい。仮にどっちかが早く着きすぎても店内で待てる。


    　ものすごく、愛河の笑顔をまぶしく感じた。


    　愛河になんてあいさつしようかと言葉に詰つまった。


    　おかしいだろ。気楽な人ひと研けん中心の旅なんだから、何を言ったっていいんだ。


    　なのに、変に意識してしまって言葉が出てこない。


    「お、お疲れ……」


    　ぎこちないなと自分でも思った。でも、愛河はそんなこと気にしない。


    「お疲れ様ですっ！　今日は下しも鴨がも神社と上かみ賀が茂も神社でダブルかもかもしてきましたっ！」


    　うん、一点の曇りもなくいつもどおりの愛河だ。俺だけが固くなっているのが痛々しい。


    「全体の偏差値が下がったわね。お疲れ様」


    　高鷲が失礼な一言のあとにあいさつを返した。


    「そんなことないですよ～。学業成じよう就じゆのお守りを買ってきましたから！」


    　愛河はさっとオレンジ色のお守りを取り出してみせる。


    「神頼みもいいけど、まずは自力でどうにかしてね。受験勉強を全部、面倒見る気はないから」


    「ということは、少しは面倒見てくれるんですね！　ありがとうございます！」


    　愛河はプラス思考でちゃっかりしたことを言った。


    「すべては菖蒲あやめ池いけさんのやる気次第ね。努力しますと口では言うけど、何もしないみたいなことでないなら」


    　高たか鷲わしのテンションは平常運転の低いものだが、ただ、どことなく愛あい河かに対してやりづらそうな感じがある。


    　ここでココロオープンを表示したら「厄やつ介かいなことになった」みたいな文字列が出てきそう。テンションの高さが愛河と違いすぎて慣れるのに時間がかかるのか？


    　あっ……今、菖蒲あやめ池いけさんって呼んだな。


    　いつ、愛河と呼ぶべきか、考えてるのか……。


    「勉強はできる範囲で頑張りますね～」


    「菖蒲池さんのできる範囲だと狭すぎるから、無理をしてでも範囲を広げたほうがいいわよ」


    　高鷲の毒舌が終わったところで、俺たちは甘い、甘いパフェの世界に入店した。


    



    　当然のごとく、店内は女子ばかりだった。


    　そこはしょうがないよな。京都だからといって、修行僧たちが黙々と食べているなんてことはない。ていうか、修行僧がパフェ食ってたらあんまり修行になってなさそうだし。


    　メニューの数もエリアスが言っていたとおり、とてつもなく多い。


    　こんなの、注文を聞いて作り方を一つずつ思い出せるのか？


    「さて、どれにしましょうかね～♪」


    　愛河はものすごく上機嫌に見える。いや、いつもこれぐらい上機嫌だよな。


    　ちなみに俺と愛河の席はかなり離れてしまった。一番の理由はドレインのせいなのだが。俺一人だけ、いわゆるお誕生日席に配置されている。


    　愛河の隣となりがエリアス、そのまた隣が大だい福ふく。愛河の対面側が高鷲、汐しおノ宮みやさん、メイド長という並びだ。大福はちゃんと汐ノ宮さんの正面に来ている。


    　これ、メイド長が見えない店員さんからしたら、俺が仲間はずれになってるみたいに見える配置だよな……。


    「グレ君、からあげもりもりポテトフライパフェと、さくさくロースかつパフェのどっちにする？」


    「色物系の二択を要求するな」


    　百五十以上もあると、ネタに走ったようなパフェも混ざっている。


    　ネタの難易度も数段階に分かれていて、一見たこ焼きが載っているようだけど実はシュークリームですというようなのもあれば、ガチでロースかつがパフェに刺さっているのもある。


    「私は順当に黒蜜と抹茶わらび餅もちのパフェね」


    　それ、人気一位って書いてるじゃねえか……。人に色物を提示して、自分は安定志向なのってどうなんだ……。


    「そうだなあ……。ロイヤルミルクティーを使ったパフェがいいかな。生徒会長っぽさがあるし……」


    「エリアス、お前、生徒会長に偏見を抱いだいてないか？　毎日、生徒会室で優雅にロイヤルミルクティーを飲んでるような生徒会長は現実にはいないだろ」


    「いいんだよ。わたしはイメージから入るタイプなんだから！」


    　これは俺がいらんことを言ったせいで、意固地になってロイヤルミルクティー系から一個選ぶな……。


    「まっ、せいぜい選挙前に気合い入れとけよ。少なくとも俺は清き一票を投じてやるから」


    　一票入れようと思う程度にはエリアスの頑張りも知っているつもりだ。


    「業なり平ひら……」


    　エリアスの瞳ひとみがお誕生日席の俺に向いた。俺のやさしさにでも気づいたか。あれだけお前にイヤガラセされても、一応投票する予定なぐらいにはやさしいぞ。


    「君の場合は清き一票じゃなくて、濁ってる一票だと思うよ」


    　普通に憎にくまれ口が来た……。


    「お前な……。一票差で負けたら今の一言、後悔しろよ……」


    　汐しおノ宮みやさんはメイド長とともにどのパフェにするか協議していた。メイド長、なんでもわかるんだな。ある意味、ファンシーな店の雰ふん囲い気きにはメイド長が一番似合っているかもしれない。


    「大だい福ふくはどうする？」


    　こういう時、男子のチョイスのほうが参考になる。


    「塩キャラメルブラウニーにしようかな。それか、キャラメルワッフルパフェかな」


    　そのチョイス、わかる。味が想像できるし、デカ盛りというほどじゃないから、しっかり食べきれそうだ。巨大なパフェもラインナップにはあるのだが、そういう冒険はしたくない。


    「じゃあ、俺も塩キャラメルブラウニーにするかな」


    　高たか鷲わしが「じゃあ、グレ君は塩キャラメルブラウニーパフェと、さくさくロースかつパフェの二つね」としょうもないことを言ってきたが無視する。


    「愛あい河かはそうですね～、キャラメルリンゴさつまいもパフェにしましょう！」


    　えっ、それは俺がキャラメル系にするから合わせてきたのか──なんてことはいくらなんでも考えない。パフェなのだから、キャラメルはよくかかる。


    　店員さんに注文を伝えて、しばらくすると、パフェがやってきた。


    　塩キャラメルブラウニーパフェだ。高鷲が俺の頼んだやつを見て、今度は「守りに入りすぎでしょ」とか言ってきたけど、無視する。


    　高鷲がさくさくロースかつパフェのページが載ったメニューをこっちに見せてくる。はっきり言って、邪魔。


    「さくさくロースかつパフェが食べたいなら、お前が注文しろ」


    　結局、無視しきれなかった……。


    　俺も修行が足りない。修行をしたことなどないけど。


    　修行というと、エリアスはロイヤルミルクティー味のパフェに一心不乱にスプーンを突き立てていた。二つ目を注文しそうな勢いがあった。


    「これはね、生徒会選挙前のパワー充じゆう填てんのためだよ！　今日だけはダイエットとか一切考えないよ！」


    「副会長はどうせ栄養が胸に行くタイプだから問題ないですよ」


    　いらんことを言った大だい福ふくの額にペットボトルのキャップがぽーんとぶつかった。


    　あいつ、いつでも射出できるように準備してるのか……。


    「いや～、やっぱりホームに帰ってきたって感じがして、いいですね～」


    　まったりとした表情で、愛あい河かは体重を席の後ろのほうに傾けた。


    「何言ってるの、あ……菖蒲あやめ池いけさん、ホームどころか、旅行先でしょ」


    「そういう意味じゃなくて、人ひと研けんは落ち着くってことですよ～」


    　歯の浮くようなセリフでも愛河が言うと、全部本音に聞こえる。


    　でも、それよりも、俺は高たか鷲わしが少し迷ったすえに「菖蒲池さん」と呼んだことに注目したい。


    　高鷲は間違いなくミッションのことを覚えている。


    　そして、どこで愛河と言ったらいいか考えている。


    　ふふふ、苦しめ、苦しめ──と思っていたら、いきなり高鷲からにらまれた。俺が笑っているのに、気づいてたか……。


    「クラスの別々の班を掛け持ちしてたんでなかなか時間がとれなかったんですけど、やっと人研のところに合流できましたよ～。うれしいです！」


    「それって友達多いんですアピールよね。そうよね？」


    「高鷲、お前の気持ちもある程度わかるけど、愛河に悪意はないから突っかかるな」


    　引く手あまた。これは高校生にとっての一つのステータスと言っていい。


    　もちろん、大学生になったり、大人になったりして、コミュニティが変わってしまえば、その価値はかなりの部分失われる。また、別のコミュニティで立場を得ていかないといけない。


    　それでもステータスはステータスだし、ぼっちが長かった俺や高鷲にとって、その状況はついついうらやましいと思ってしまうものだ。


    「昨日も途中から別の班に合流したんですよね。疲れましたよ～」


    「有名税、たくさん払って国に貢こう献けんしてね」


    　その税は日本円で払うもんじゃないし、国にも納めんだろ。


    　高鷲の毒舌を気にすることもなく、愛河は一口一口、パフェを心底おいしそうに食べていた。テレビのグルメリポートかと思うほどだ。


    　その顔を見ているだけで幸せになれる気がする。


    　でも、愛河の顔を見つめていると、たまに目が合ってしまう。


    　そりゃ、見られていれば、気になるだろう。


    　すると、俺はすぐに目をそらす。


    　なんか悪いことでもしているようだ。友達の顔を見ることに何の罪悪感があるのかと問われれば、ないはずと答えられるのだけど、現に俺は落ち着かなくなっている。


    「業なり平ひら君、キャラメルリンゴさつまいもパフェ、一口いります？」


    　自然体でスプーンがこっちのほうを向いて差し出される。


    　もし、二人きりなら頼んでいたかもしれないが、ここではほかの奴やつの視線がある。


    　とくに高たか鷲わしの目がちらちらとこちらをうかがっているように感じる。


    　お前はお前でやるべきことがあるだろ……。


    「いい……。自分のだけでおなかいっぱいだから……」


    「そうですか～。食べたくなったら言ってくださいね。業平君は育ちざかりですから」


    　うん、愛あい河かはいつもどおりだ。変なところとか何もない。弁当のおかずをもらったこともあるし、今更これぐらいでおかしいと思うほうがおかしい。


    　なのに。


    　俺のほうは思いっきり意識している！　気持ちとしてはすでに二人きりで遊園地とか行ってるぐらいの感じになっている！


    　俺、挙動不審になってないだろうか。周囲にバレてないだろうか。


    　こんな場面の処世術があったら教えてほしかった。


    　針の筵むしろだと感じたことは人生で何度もあった。でも、こういういたたまれなさは初めてだ……。おいおい、これじゃ、これじゃ──


    　恋をしちゃってるみたいじゃないか！


    　俺だぞ？　ドレインの使い手だぞ？　まあ、無意識に発動してるので使い手と言うべきかわからないけど……俺なんだぞ？　それが恋だと？


    　平常心だ、平常心……。ただ、みんなで喫茶店に入っているだけだ。


    「業平、体調でも悪いのかい？　やけにパフェをじぃっと見てるけど」


    　エリアスにまず変に思われた！


    「変なものでも食べた？　『副会長聖水』を飲むと、気分もよくなるよ」


    　たしかに食欲がない時は水を飲むといいらしいが、『副会長聖水』はちょっと……。


    「大丈夫だ。ほんとにたいしたことない……」


    「まっ、旅行というのは二日目に疲労が来るものらしいからね。でも、グレ君はいつものようになんか世間に対してすねたような顔をしてるから体調面は問題ないと思うわ。クラスでも人ひと研けんでもこんな顔よ」


    「高鷲、お前、フォローのつもりで毒舌吐いてるだけだろ」


    　それでもフォローはフォローだった。俺の調子がおかしくないと言ってくれているわけだから、感謝せねばならない。


    　でも、俺は高たか鷲わしの洞察力を舐なめていた。


    「あるいは何かグレ君なりの悩みがあるのかもね。人には言えない悩みとか」


    　げっ！　さらりと核心に忍び寄ってこられた！


    「人には言えない悩みって何だい……？　もしかして卑ひ猥わいなこととか……」


    　エリアスが口を押さえた。おい、勝手に俺の評価を下げるな！


    「男だからそういうこともあると思うし、グレ君の場合、最も可能性が高いのは──」


    　おいおい、それ以上踏み込まないでくれ……。


    「──しょうもなすぎて、人に相談するわけにもいかない悩みじゃないかしら」


    　はずしてくれた！　助かった！


    　でも、まあまあ腹も立つ！


    「そんなところだ……。どうでもいいことだ……」


    　ここは肯定せざるをえない。自分を貶おとしめて、無事に逃げられるなら楽な話だ。


    「心配しなくてもいいわ。仮にグレ君にとって重大なことでもほかの人間にはだいたいしょうもないから。それは私もドリ子も菖蒲あやめ池いけさんもみんな同じ」


    　高鷲が老賢者のような達観した調子で言う。


    「昔の高名なロックバンドは、こんなことを歌っていたわ。愛というものはコンビニにだって売っている、と。愛ですらそんなありふれたものなのよ」


    　愛という単語が出て、びくりとする。この喫茶店、心臓に悪い。


    「つまり、何が言いたいんだい？　よくわからないんだけど……」


    　エリアスがツッコミ役をしてくれて助かった。俺から能動的な反応は示しづらい。


    「私たちの体験一つ一つは還元するとありふれたものですということよ。でも、ありふれたことが自分にとっては、とんでもない奇跡のように思えてしまう。地球が自分を中心にまわっているように錯覚する。そんな勘かん違ちがいを捨てないと苦しむのは自分なのよ」


    「君は法事の席のお坊さんみたいなことを言うね……」


    　パフェは甘いが、味がしない。


    　まだ意図が読めないのだけど、やはりこれは高鷲なりのフォローなんだろうな。


    　表現を変えると激励か。


    　もっと自然体でいろ。広い視野で見たら、それほどのことじゃないから──ということのはず。


    　高鷲のことだから、俺に対する当てつけという線もありうるけど……。


    　それでも話題はひとまず収まったので、俺もパフェに集中することができるようになった。甘いものはやはりうまい。


    　だが、そこに次の波乱が起きた。


    　大だい福ふくのこんな言葉がふっと耳に飛び込んできた。


    「あの……明日、よかったら二人で回りませんか？」


    　もちろん、汐しおノ宮みやさんに対しての言葉だ。


    　いきなりすぎないかと思ったが、どうもそうではなかった。


    　そういや、俺のことが話題になってた時、話していたのは高たか鷲わしとエリアスが中心で、大だい福ふくも汐ノ宮さんも入ってきていなかった。


    　その間に二人で話が続いていたらしい。


    　それにしても、大福もたどたどしかった。いつものマイペースさはない。


    　そりゃ、一世一代のことだもんな。俺だって冷静にそんなこと言えない。


    「あっ、明日ですの？」


    　汐ノ宮さんは目をしばしばさせている。本当に自分なのというように、右手で自分の顔をちょこんと差していた。


    「はい。まだ明日のことが決まってないと、今、聞いたので……」


    　みんなの前だし、汐ノ宮さんの顔も赤い。


    　けど、むしろみんなの前だから、大福はここで誘さそうことにしたんだろう。


    　正々堂々と、後腐れなく、汐ノ宮さんにアタックをかけるために。


    　俺にまで汐ノ宮さんを誘っていいかと聞いてきたぐらいなのだから。小手先のテクニックとかは一切抜きで、当たって砕けろの精神で大福は汐ノ宮さんに向き合うことにしたのだ。


    　その意気や、よし。


    　もう、誰も話をしていない。


    　みんな、汐ノ宮さんの返答を待っている。


    　あと、メイド長が「ニャー」と鳴いた。


    　もしや、これは警報なのか？


    「ええ……そうですわね……そしたら、二人で行きましょうか……」


    　汐ノ宮さんはその申し出を受け入れた。


    　大福の口元が少しゆるんだのを俺は見逃さなかった。


    「でも、メイド長も一いつ緒しよですから三人かもしれませんが」


    　またメイド長が自分もいるぞと主張するように「ニャ～～～～～」と長く鳴いた。


    「うん……。それはもちろんかまわないから……」


    　大福は少し残念だろうけど、これは最初から決まってることだしな……。


    「へー、二人で回るんですか！　いいですね～♪」


    　愛あい河かがそう反応した時、背筋が寒くなった。


    　ここで、自分たちも二人で回る予定だとか言われたら……俺に対するハードルが上がる！　何のハードルか自分でもよくわからないが上がる！


    　ただ、愛河はそれ以上何も言わなかった。


    　助かった……。


    　高たか鷲わしの視線をまた感じる。


    　いっそ、ココロオープンを発動させて何を考えているのか見てしまいたい。


    「春は出会いと別れの季節よね」


    　高鷲が意味深そうなことを言った。


    「今、秋だし、別れのほうは言わなくてよくないかい？」


    「そうね。ドリ子も選挙、せいぜい頑張りなさい」


    　それ以上、大きな話題はなくて、俺はパフェを減らすことに専念できた。


    　で、俺の確認しているかぎりでは、高鷲は愛あい河かと名前で呼ぶことをしていない。まだ機は熟してないと思ってるのか。


    　まあ、タイムリミットは今日中だからな。言いたい時に言え。


    「ふう、食べた、食べた。パフェは体だけじゃなくて心も幸福にしてくれるね」


    　やたらとエリアスの機嫌もいい。


    　昨日からけっこう情じよう緒ちよ不安定だったのに。パフェの力は偉大だ。


    　もっとも、俺は女子の力を舐なめていた。


    　エリアスが出したのは付ふ箋せんがやたらとついている京都観光のガイドブック。


    　それを開いて出てきたのは、見事に甘かん味み処どころのページだった。


    「さあ、また別のお店に行くよ！」


    「えっ、まさかのはしごかよ!?」


    「言っただろ。生徒会選挙前にとことんパワーを溜ためるのさ。だいたい、昼の部がお店一箇所だけなわけがないだろ！」


    　汐しおノ宮みやさんとは違う種類のエネルギーをエリアスから感じる。エリアスはここ最近で最も生き生きしている。


    「なんちゅうか、将来、お前の彼氏になる男は割りと大変そうだな……」


    　直後、エリアスがやけにむせた。どこか、まずかった？　おそらくセクハラにも当たらない発言だと思うけど……。


    「おい、パフェ食べすぎなんじゃないか？」


    「いきなり変なこと言うなっ！　バカ！」


    　エリアスの逆げき鱗りんに触ふれたらしく、ペットボトルのキャップじゃなくて、ペットボトル本体が俺に飛んできた。かわして後ろに飛んでいってもよくないので、キャッチする。


    「お前、ほんとに選挙が近づいてカリカリしてるな。甘いものだけじゃなくてカルシウムもとれよ」


    「うるさい！　業なり平ひらは女心でもドレインしてコミュニケーション能力を高めろ！」


    　さんざんひどいことを言われたが、高鷲には、


    「グレ君が悪い。文句なく悪い」


    　と一いつ蹴しゆうされた……。女心はわからん。男の心もそんなにわからないのだが……。
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    　そのあと、俺たちは和スイーツの店に入った。


    　俺と大だい福ふくは抹茶だけにしたが、女子はみんな平然と餅もち入りぜんざいやらなんやらを食べていたので、女子にとって甘いものは別腹理論は正しいらしい。


    　ただ、まあ、午前中かなりの距離を歩いて疲れていたので、その点ではエリアスのチョイスは助かった。


    　で、エリアスに連れられて、俺たちは昼の部最後の場所に移動した。


    　そこは巨大なお土産みやげショップだった。


    「食欲の次は購買欲を満たすよ！　生徒会の連中にも何か買わないといけないしね！」


    　エリアスはまた気合いを入れなおしていた。今日もたまにキレたりするが、全体を通してみれば機嫌はいい。


    「ああ、生徒会の場合は違う学年の奴やつも交じってるもんな」


    　大福とエリアスが揃そろっているし、生徒会用の土産選びにはちょうどいいのではないか。


    　でも、俺たち人ひと研けんはみんな二年だから土産を渡さないといけない相手もとくにいな──


    「朝あさ熊くまさんに何か買ってあげたいですわ」


    　汐しおノ宮みやさんが俺たちに提案してきた。


    「ランラン、グッドアイディアです！」


    　愛あい河かが俺たちを代表して汐ノ宮さんを褒ほめた。


    　朝熊雫しずく──一言で言うと、汐ノ宮さんの弟子の一年生である。彼女も人研メンバーと言っていいよな。入部届けは出してないけど。


    　それから自然と、生徒会チームと人研チームに分かれて、お土産を物色することになった。


    「力を合わせていいものを選びましょう！」


    　愛河は暑苦しいぐらいに盛り上がっている。


    「そうね。そこは義理を果たすわ」


    　高たか鷲わしはいつもどおりのローテンションである。正直、世界でもトップレベルにお土産とか買ってこなそうな奴だ。


    　しかし、こいつ、いつ愛河って呼ぶつもりなんだ？　お土産を買ったら宿に帰る時間だぞ。


    「朝熊さん用のものね。そうね」


    　高鷲は思ったよりも自発的に商品を品定めしている。


    　だが、嫌いやな予感がしたので、後方一メートル半ほどのところから監視することにした。


    「京都だし、新撰組の服を買うのが鉄板よね」


    　高たか鷲わしは「誠」と一文字書いた青と白の法はつ被ぴみたいなのを取った。


    「お前、百パーセント、イヤガラセで選んでるだろ！」


    　それ、よく売ってるけど着てる奴やつを見たことがないぞ！


    「じゃあ、『京都』って書いてるこの三角形のペナント──」


    「だから、形に残るものはやめろ！　こういう時は食べ物系にしろ！　消えずに残るものは相手の負担になるかもしれんから！」


    　賭かけてもいい。高鷲はわざとあまりうれしくないものをチョイスしようとしている。食べ物系のほうがもらった側も気楽であることぐらいわかってないはずがない。


    　高鷲が後ろの俺を一いち瞥べつした。


    「グレ君のうるさい意見も参考にするわ」


    「わざわざ、うるさいとかつけなくていい」


    「じゃあ、キーホルダーと舞まい妓こさんの人形と、組み立てると塔になるペーパークラフト」


    「お前、何一つ参考にしてねえだろ！」


    　このままではガチで朝あさ熊くまさんへのイヤガラセになってしまう。


    　愛あい河かと汐しおノ宮みやさんが二人で物色しているから、最低でも一つはまともなものになるとは思うが、そこに木刀とかついてきたら、もらってうれしい気持ちも相そう殺さいされる。


    「心配しなくても、これは朝熊さん用のものじゃないわよ。家族用のだから」


    「ああ、よかった──って、お前、家族にも手心を加えろよ……」


    「姉には木刀ね。これ、一度買ってみたかったの。着払いで家に送ってみるわ」


    　その木刀が高鷲に対して使われないことを祈りたい。


    　俺は家族のために無難な抹茶味のクッキーを買うことにする。生八ツ橋はあまりにも普通すぎて変化をつけたかった。


    「守りに入りすぎて、どこにもおかしみがないグレ君らしいチョイスね。これ、褒ほめ言葉だから」


    「褒め言葉って言ったら、なんでも褒め言葉になるわけじゃねえぞ」


    「そのくせ、定番中の定番の生八ツ橋は買わないあたりがグレ君のプライドを表してるわ」


    「分析が的確なのはわかったから言うな！」


    　明めい晰せきな頭脳を無駄遣いしすぎていると思う。


    　その直後だった。


    「愛河、朝熊さんにはこのチョコレートにしない？」


    　さらりと高鷲は愛河と呼んだ。たしかに呼んだ。


    　それが高鷲の作戦だった。品定めをしているどさくさで、愛河の記憶に残る前にミッションをこなしてしまうつもりだったのだ。


    　でも、それは失敗だ。


    　なにせ、チョコレートの箱を持ってる高たか鷲わしの顔は誰が見てもわかるほどに赤くなっていたのだから。


    「えっ……今、えーりん、愛あい河かって呼んでくれましたよね!?　そうですよね!?」


    　喰くい気味に愛河が高鷲に詰つめ寄る。


    　偶然、町中で好きなアイドルを見つけたような反応だった。


    「え、ええ……。そうだけど……」


    「うれしいです！　やっと、苗みよう字じから卒業してくれたんですね！」


    　愛河は店の中でぴょんぴょんジャンプした。そこはかとなく迷惑だけど、事情が事情がなんで許してください。


    「えーりん、もう一度、愛河って呼んでください！　ほら、ほら！」


    　愛河に至近距離で見つめられて、高鷲はたじたじになっている。体の重心が完全に後ろにいっている。


    「あ……あ……愛河……もう、ナシ！　やっぱり菖蒲あやめ池いけさんって呼ぶわ！」


    　顔を赤くして、高鷲は逃げるようにチョコレートを持って、つかつかとレジに行ってしまった。


    「業なり平ひら君、今の聞きましたよね？」


    　今度は愛河がキラキラした瞳ひとみで俺に今の一件の証人を求めてきた。「高鷲が愛河と名前で呼んだ事件」とでも名づけるか。……本当にそのまんまだな。


    「うん、聞いた。しかと聞いた。録音できてないのが残念なぐらいだ」


    「愛河、今日一番うれしかったです！」


    　喜んでいる愛河の様子を見ているだけで、俺まで気持ちがふわふわしてくる。これはチャームの影響かな……。自分の喜びを他人の喜びにまでできるって、とてつもなくすごいことだと思う。


    　高鷲、正直言って面おも白しろかったけど、お前の勇気はたしかにこの目と耳で確認したぞ。
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    　旅館の部屋に戻ると、俺は隅すみで大の字に寝転がった。野の島じま君は戻ってきていたけど、ドレインの危険はないところにいる。


    「なんか、無性に疲れた……」


    「張り切ってた疲れが畳の部屋に入ると、一気にやってくるよね。僕も思った以上に疲れてることを実感してる」


    　野島君の声が飛んでくる。


    「うん、二泊三日って意外とハードモードだと思った……」


    　こんな会話ができるだけでも俺はずいぶん成長したはずなのに、そこで満足できずにまた次の課題が降りかかってくる。難しいものだ……。


    　俺はスマホを右手で握にぎりしめていた。


    　明日、愛あい河かとどこに行くか、いまだに決められていない。


    　パフェを食べながら愛河に明日どこに行くか聞くということもできたけど、それは俺の自意識が許してくれなかった。


    　グループチャットになってないか確認をしてから、愛河にメッセージを送る。


    『明日行くところだけどさ、ベタなとこだと、嵐あらし山やまとかかな？』


    『嵐山は二日目に午前中に行ってました！』


    　すぐに返事が写真つきで来た。


    　どうしよう……。候補がばしばし出てくるほど詳くわしくないぞ。


    『じゃあ、嵐山はナシだ。あとはどこがいいかな……』


    　エスコートをする能力なんてないし、本音を言えば、愛河に全部決めてほしい。流されてしまいたい。


    　恋愛って流されていくほうが簡単だよな。


    　脳裏にみんなの前で汐しおノ宮みやさんを誘さそった大だい福ふくの姿が浮かぶ。あれは向かい風が吹きすさぶ海原に船出するような行為だった。端的に冒険と言ってもいい。


    　あれを俺ができるかと言われると、尻込みしそうになる。


    　愛河が場所も決めてくれれば……。


    　しかし、そんなセコい発想は次のメッセージで打ち砕かれた。


    『せっかくですし、夜に直接会って話し合いませんか？』


    「そうきたか」


    　無意識のうちに、そんなことを口走っていた。


    　もしかして、神様が俺のことを見ていて、「ちゃんと戦え」と俺に言っているのかもしれない。


    



    　夜にロビーで待ち合わせた。大きな招き猫が置いてあって、ちょっと不気味だ。最近はこういう旅館のほうがかえって貴重かもしれない。


    　幸い、人ひと気けはなかった。ここには新聞とソファぐらいしかないし、夜は部屋で話すのが普通だろう。


    　やわらかすぎて体が沈んでしまうソファに座る。立って待っているよりはいい。立ってると、いかにも誰かと落ち合う予定ですって空気になるからな。いや、落ち合うんだけど、そんなに知られたくもない。


    「こんばんは～」


    　語尾を伸ばした声が後ろからかかった。すぐに愛あい河かの声とわかる。


    　でも、振り向いて、今日一番の衝撃を受けた。世界遺産なんて目じゃない。


    　そこにはお風呂上がりとおぼしき愛河がいた。そのせいか、浴衣ゆかた姿が色っぽい。いや、着崩してるわけじゃないし、色っぽいというのはおかしいのか？　でも、どきっとさせられたのは本当だ。


    　もっとも、衝撃はそのせいだけじゃない。


    「お風呂から出たばかりなんで、ストレートなんですよ～。普段は少し巻いてセットしてるんですけど」


    　そう、いつもの愛河のヘアスタイルとは違うのだ。髪を肩に沿わせている。その様子がこれまた文句なしに色っぽいというか、艶つやっぽいというか……。
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    「ちょっと、変ですか？　この髪型で人に会うことってほぼないんですよ」


    　愛河は手でその髪をもてあそびながら言った。


    　なんだよ、これ！　今、西高セイコーの女子で一番色っぽいよ！


    　心臓が文句なく、速く拍動している。


    　チャームが効いている。絶対に効いている……。


    　俺は胸を押さえた。そうしないと、明日の予定を決める前に告白してしまいそうだ。理性が保てん……。こんなのチャームがなくても、正常でいられなくなる。


    「すごく似合ってる！　似合いまくってて恐ろしい！」


    「業なり平ひら君、それ、女子を褒ほめる時の表現としてはおかしいですよ～」


    　愛あい河かに軽く注意されてしまった。表情は変わらないから気分を害したってことはないはずだが。


    「あっ、ごめん……。こういう時、適切な言葉が出てくるほどコミュ力がないんだ……」


    「でも、うれしくはあります。ありがとうございます！」


    　もう、明日のこととか考える余力がない。


    　愛河のかわいさに触ふれただけで全身の力を使ってしまいそうだ。


    　物理的に付き合えるかどうかは別として、付き合いたいかどうかと聞かれれば付き合いたいに決まっている。


    「なんで赤くなってるんですか、業平君？」


    　愛河は俺の向かいのロビーのソファを少し動かして、一メートルは離れるようにした。


    「どっちかというと、赤くなるのはお風呂から出てきた愛河だと思うんですが」


    　それから、愛河はくすくすと笑いながらソファに体を沈めた。水分を含んだ髪も少し波打つ。


    　俺が照れているのがあまりに露ろ骨こつだ。隠し通そうとするほうが変になる。


    　素直に、きれいだねと言うべきなのだろうか？


    　女子と会ってるんだし、そうするのが礼儀なんだろうか？


    　でも、容姿を褒めるのもセクハラになる場合があるというし、そもそも意識しすぎていることを直接的に伝えることになるかもしれない。


    　もっとも、どっちみち告白なんてあらゆる面からできるわけがない。


    　俺はあまり目立たないように、鼻で深呼吸した。


    「それで、明日、行きたいところってあるか？」


    「お庭がきれいなところがいいですね～」


    　愛河はスマホでサイトを開く。「京都絶景の庭十選」みたいなサイトだった。


    「たとえば、ここだと修しゆう学がく院いん離り宮きゆうとか桂かつら離り宮きゆうとか苔こけ寺でらとか」


    「……愛河、それ、全部予約制だ」


    　その程度のことは京都へ行く前に確認していた。ガイドブックにも予約制だから気をつけろって書いてあったし。


    「え～！　予約しなきゃダメなところってあるんですね。じゃあ、違うところを見ます」


    　今度は、愛河は「京都の観光地二十選」というサイトを閲覧する。


    　金閣寺とか銀閣寺とかメジャーな観光地の写真が並んでいる。


    　そのあたりは都市部にあるので、もうちょっと郊外のほうがありがたくはある。


    　今、西高セイコーの二年生のほぼすべてが京都市内にいるので、多少離れたところに行かないと、バシバシ同級生と遭遇することになる。それはあまりよいことではない。愛河は有名人だし、俺も不本意な理由で学校中に悪名が轟とどろいている。


    　あと、人口密度が高いところはドレインも気がかりだ。


    「どこか、ないかな～」


    　俺は愛あい河かの指とぬれた髪を交互に見つめていた。


    　今の自分が置かれている状況が現実感に乏しい。


    　夢のようだけど、一言で楽しい夢とは言いきれない。もやもやと不安みたいなものもある。これまで俺が悩んできた問題とはまったく違う問題が俺の前に来ている。


    　できるかぎり、平常心……。


    　できるかぎりでいいから、平常心……。


    　まずは旅行を成功させる。愛河にいい旅行だったと思わせる。


    　そこから先のことはあまり考えるな……。そこは勝利条件じゃない。


    　友達軸を意識しろ。恋愛軸はダメだ。恋愛なんて、ぼっちが立ち入っていいものじゃない。根本的に修行が足りてない。恥ずかしい黒歴史どころじゃない、ひどい結果になるかもしれん……。


    　俺と愛河は友達だ。その前提から動くな。


    「ああ、ここ、ここ！　ここも行きたかったんです！」


    　愛河の指のスクロールが止まる。


    「業なり平ひら君、ここならどうですかね？」


    　愛河が手を伸ばして、俺にスマホを見せてくる。


    　そこには赤い燈とう籠ろうが階段に沿って並んでいる写真が映っていた。


    　貴き船ふね神社と書いてある。


    　ほかの写真は川かわ床どこ料理や清流のもの。


    　ああ、京都の中でも有名な避暑地だ。たしか山のほうで、それなりに郊外でもあったはずだ。


    　これなら、気まずい遭遇のリスクも小さいだろう。


    「うん、問題ないと思う。明日はここに行こう」


    「はい！」


    　元気な愛河の笑顔にまた平常心が揺らぎそうになる……。


    　違うぞ。デートじゃなくて、ただの修学旅行だ……。ここまでは奇跡的なほどに、いい修学旅行をやれているんだ。余計なことをして有終の美を飾れないなんてことのないようにしろ……。


    　あんまり、ここで二人でいると、誰か来そうだよな……。


    「細かい時間とかはあとで送るから！」


    　俺はあわてたように立ち上がる。


    「はーい。お待ちしてますね！」


    　俺、ずっとテンパッてたな。


    　一方で、愛あい河かは少しもおかしな様子がない。


    　髪型を除けば、俺の知っている愛河そのものだ。


    　少なくとも、俺からは何かに恋をしているようには見えない。お前が恋をした女子の何を知っているのかと言われればわからないとしか答えられないが、愛河の態度に何も変わったところはない。


    　うん、そういうことだ。愛河は友達と回ろうとしているだけだ。


    「業なり平ひら君、明日は最高の一日にしましょうね！」


    　なのに、最後にかけられた愛河の一言で俺の心はまた千ち々ぢに乱れまくる。


    　部屋に戻った俺は寝転びながら、時刻検索やらを細かくやった。


    　明日を最高の一日にする。


    　人生最後の修学旅行の最終日を輝かしい思い出にする！


    　それが俺に課された明日のミッションだ。

  


  
    



    
      [image: ]

    


    



    　二日目に旅の疲れが出るというのは本当だった。


    　同じ部屋の連中もろくに話をすることもなく、あっさり眠りに落ちた。


    　修学旅行の夜にこなすイベントを昨夜のうちにやってしまったせいもあるかも。枕投げも恋バナも毎日やるようなものじゃないよな。


    　おかげで俺もぐっすり寝ることができた──と言いたいところだけど、目が冴さえてなかなか寝つけない。


    　しょうがない。愛河と二人きりで観光するのだ。八はち王おう子じの駅前をぶらつくとかじゃないぞ。そんなの、誰だって緊きん張ちようするだろ……。


    　あと、枕が実家のものより低い。その違いがけっこう気になる。


    　不幸中の幸いなのはドレインがあるから手をつなぐとか、そういう妙なシチュエーションは考慮に入れなくていいことだ。マジで不幸中の幸いだな。というか、やっぱりドレインって不幸だな。


    　いかん……。寝不足で明日を迎えてはいけない。ベストコンディションでのぞまないと……。


    　別のことを考えて、頭がカッカするのを防ごう。


    　大だい福ふくは汐しおノ宮みやさんとどこに行くんだろう。


    　あいつなら、上う手まくやりそうな気がする。すでに汐ノ宮さんもそこそこ好意を抱いだいているのではないか。もしかすると、明日、キスぐらいするのかな……？


    　……。…………。


    　今度はうらやましくなってきた。


    　なんで妬ねたんでるんだよ。俺だって愛あい河かと二人きりでまわるんだぞ。むしろ妬まれる側だぞ。


    　でも、こんなの理屈じゃないよな……。


    　このままだと、やましいことに思考が飛びそうだ。それはよくない。


    　頼むから早く寝てくれ、俺の体。


    　何か数えるか。


    　メイド長が一体、メイド長が二体、メイド長が三体……。


    　だいたいメイド長が三十体ほどになってぎゅうぎゅうになってきたあたりで寝落ちした。


    　よくメイド長なんて気になる存在で寝られたな……。


    



    　　　　★


    



    



    　最終日は夕方五時に京都駅に戻ってくればいい。時間はいくらでもある。大きな荷物は宅配サービスで家に送ってしまっているし、身軽だ。


    　旅館の真ん前で集合する勇気はなくて、旅館の最寄り駅を待ち合わせ場所にした。時間も学校の人間と鉢合わせしづらいように早めにした。目的地は神社だからちょっとぐらい早くても確実に開いている。


    　もしかして、この時点で女子的にはポイントダウンなんだろうかなどと心配しつつ、地下にある改札前で待つ。いや、それは余計な心配だ。だって、普通の女子なら、そもそも論として俺と二人でまわろうとか思わん！


    　……ここで自じ虐ぎやくに走ってしまうんだよな。


    　仮に心の中がそうであっても、自虐的なことは一言も口にしないぞ。でないと、愛河にとっても失礼だ。それに愛河にも過去にそういったこと、指摘された気がするし。


    　俺はいける！　やれる！


    「なんか、意気込んでますね～」


    　視線を斜め上に向けて、右手は握にぎりこぶしにまでしていたところで、愛河の声がかかった。真ん前に愛河が来ていた。


    「あっ、おはよう……。今日も、雨は降らないようで、よかったな……」


    　愛河は事前に用意していたのか、京都で買ったのか、小物程度が入るぐらいのバッグを提げていた。もちろん、服は西高セイコーの制服なのだが、バッグ一つでものすごくオシャレに見えた。


    　昨夜の風呂上がりの姿が頭をよぎる。やっぱり、あれは問答無用で妖よう艶えんだったし、人前に出ていい格好じゃなかった。それと比べると、今の愛あい河かは健康的な美しさをまとっている。


    「そうですね！　ほぼ一日、曇りらしいです。雨にならないみたいでよかったですね。雨の貴き船ふね神社も雰ふん囲い気きありそうですけどね！」


    「そうかもな。雨あま乞ごいで信仰されてた神様らしいし」


    　話題にできるかもと、夜のうちにある程度の情報は仕入れた。


    「ふふ～、じゃあ、今日は二人で楽しみましょー！」


    　二人で楽しむ──か。愛河の言葉が全部、意味深に聞こえるなと思いながら、俺は自動改札を抜けた。


    　ホームに降りると、ちょうど緑色の電車が入ってくるところだった。混みまくっているというほどでもない。ドレイン持ちの俺が乗っても大丈夫なレベルだ。


    「京都だけに抹茶色なんですね」


    「抹茶をイメージしてるのかはわからないけど……いや、案外そうなのかな……」


    　電車に乗ると、俺は視線をドアの上の路線図案内に向けていた。終点まで何駅だとか、どうでもいいことをしゃべりそうになる。クソしょうもない話題だ。やめとけ。


    　しゃべる内容一つずつにやけに慎重になっている自分がいる。


    　かといって、今日深入りしすぎることも聞けない。


    　たとえば──


    



    　どうして俺だけを誘さそったんだ？


    



    　──とか。


    　それが今の俺にとって最大の「？」だし、真っ先に聞きたいことでもあった。


    　だけど、とても尋ねられない。どんな返事が来るかわからないし、率直に怖い。


    　今度はスマホを出しそうになって、それも思い留とどまる。


    　なんで悪手ばかり思いつくんだ。失礼にもほどがある。


    「あのさ、嵐あらし山やまはどうだった？」


    　無難だし、不自然さもない、悪くない質問だ。自己採点で七十五点。


    　それに愛河にしゃべらせるわけだから、俺がぺらぺら一方的にしゃべるより、はるかにいい。


    「嵐山はですね。あの橋がかっこよかったですね」


    　地下を走る路線だから、愛河の声が聞き取りづらい。


    　かといって、ドレインの一メートルを無視して近づくわけにもいかない。


    　今だけ聴力、よくなってくれないかな。


    「あの橋って、渡と月げつ橋きようのこと？」


    「だと思います。あとは世界遺産になってるお寺……名前なんでしたっけ？」


    「多分、天てん龍りゆう寺じだと思う」


    「ああ、それです、それです！　そこを見て、竹林の道を歩いてました。竹林は人が多すぎて、いい写真、撮りづらいんですけど」


    　愛あい河かがスマホの写真を見せてくる。たしかに手前にいくらも人間が写り込んでいる。自撮り棒も二本入っている。


    「世界的な観光地になってるもんな……。しょうがないな……。観光ガイドで使われてるような写真は早朝に行って撮ってるんだろ……」


    「そうかもですね。愛河はにぎやかなのも好きですけど」


    　あっ、このままだと話題があっさり途切れる……。延長しろ、延長……。


    「愛河、渡と月げつ橋きようの写真もある？」


    「はい。いいですよ～」


    　愛河に渡されたスマホの写真に目を通す。


    　感じとしては三度目ぐらいに会った時のような落ち着かなさだ。最低でも、友達と呼べる距離感ではない。


    　今までどうやって愛河としゃべっていたんだっけ？


    　違う。しゃべる時にどんなふうにしゃべるか考えれば、もっとぎこちなくなる。バットやラケットの握にぎり方を常に気にして振ってるプロのスポーツ選手などいない。ごく自然と言葉が出なきゃいけないんだ。


    　でも、その自然体というやつがとんでもなく難しい。


    　いつものテンションでいる愛河がうらやましい。


    　愛河までうらやんでどうする……。


    　と、俺のスマホに反応があった。


    「悪い。なんか連絡が来た」


    　ロビーの招き猫の顔がアップで送られてきていた。


    『招き猫ってよく見ると、怖くない？』


    　高たか鷲わしからの心底どうでもいい通知だった……。


    『せやな』


    　関西弁っぽくなったが、ここは関西だからいいだろう。


    　まさか、昨日ロビーで愛河と会ってるところを見られていたとか、そういうことじゃないよな？　見られていても問題ないというか、高鷲にはもう相談しているぐらいだ。


    「高鷲から変な画像が来た」


    　愛河に見せると、ちょっとテンションが上がっていた。


    「うわあ、ブサカワですね！」


    「これもかわいいに分類できるのかよ」


    　経済にマイナス成長って言葉があるようなものか。


    「でも、味がありますよ。じっと見てるとかわいくなってきませんか？」


    「高たか鷲わしはじっと見てると、怖くなるって書いてるぞ」


    　そのへん、プラス思考かマイナス思考かの差がはっきりと表れていて興味深い。


    「でも、招き猫って縁えん起ぎがいいものじゃないですか。怖いことなんて起こりませんよ。せいぜい、朝に起こしに来てくれるぐらいですって」


    「それ、明確にホラーの領域だろ」


    「あれ、そうですかね……。でも、招き猫が朝だよーって起こしに来てくれるのって、人のためになってるから問題なくないですか？」


    「これは断言できるけど、愛あい河かの価値観のほうがずれてる」


    　それとも、メイド長の存在を知ってるせいで、愛河の常識もずれてきているのか？


    「あっ……」


    　つい、声が出た。


    　いつのまにか、また普通に会話ができてる。


    　高鷲のおかげでいい感じに肩の力が抜けたらしい。


    「どうかしましたか、業なり平ひら君？」


    「この招き猫、本当に福を呼んでくれてるかも」


    　俺は心の中で、高鷲とブサカワ招き猫に感謝した。


    



    　話がはずんでいるうちに終点に着いた。ここで電車を乗り換える。


    　地上に上がると、ちょうど電車が発車一分前だった。


    「すごくタイミングいいですね！」


    「そうだな。ありがたい、ありがたい」


    　時間が迫っているので、改札から近いほうの車両に乗り込む。


    　観光用なのか、車両の窓はやけに広いし、座席は窓のほうに回転できるようになっている。そういう席はすでに子供と観光客で埋まっているので、座れそうにない。


    「貴き船ふね神社って遠いんですね。けっこう、乗りますよね」


    「かなり奥地だからな。絶景に出会うには山のほうに行かないといけないってことだ」


    　ここからさらに、三十分以上かかる。感覚としては別の街に行くぐらいの気持ちだ。


    　この時間がもしかすると今日最大のポイントかもしれない。さっきは招き猫のおかげで乗り越えられたけど、今度ははるかに乗車時間が長い。


    　もしも話題が途切れて変な空気になってしまったら……という恐怖はある。


    　俺は用意していた貴船神社周辺について書いたＵＲＬを開いた。


    「奥にも神社が続いてて、デカい岩を祀まつってるんだって。パワースポットらしい」


    「あっ、かっこいい景色ですね！　これは八百パワーはゲットできますよ！」


    「その単位、何なんだ……？」


    「パワーはパワーとしか言いようがないです。パワースポットのパワーに関する単位です」


    「じゃあ、たとえば富士山は何パワーぐらいあるんだ？」


    「一億パワーぐらいですね」


    「発想が雑！」


    　愛あい河かが笑っているのを見て、俺も笑えた。


    　よかった。愛河のほうから話のつかみをどうにかしてくれた。


    　もう、大丈夫だ。目の前にいるのは赤の他人じゃない。友達だ。他愛たわいのない話でも、ちゃんと楽しめる。


    「京都ってさ、どこに行っても山が近いよな」


    　まるで路面電車みたいにゆっくりと走行する車窓を見ながら言った。


    「八はち王おう子じもすぐ横は山ですけどね」


    「あっ、だな……。八王子は東京でも例外かな……」


    　言われてみれば、モロに高たか尾お山さんがあった。


    「でも、貴き船ふね神社のほうが神秘的というか、パワースポットって感じがしますよね～」


    「それはわかる」


    　高尾山はみんなで楽しく登る山というイメージが強いので、独特の空気みたいなのはない。もちろん場所によりけりで神秘的な場所もあるのだろうけど、全体的にからっとしている。


    「貴船神社は一万パワーぐらいはありますよ」


    「その単位、ほんとよくわからんし、愛河もよくわかってないだろ」


    　だいたい、貴船神社で祀られてた石が八百パワーしかないって言ってたばかりだぞ。


    「川のすぐ横でごはん食べたいですけど、あれって高いですよね～」


    　俺は用意していたサイトをすぐに出す。


    「それがな、場所によっては千円でおつりが来るんだ。もっとも、いわゆる川かわ床どこのほうじゃなくて、店の中でだけど。それに、川床って夏場限定だ。今だと、ちと寒い」


    「へえ、京風カレーうどんですか！」


    　俺の全力を費やして、愛河を楽しませる。


    　とことん愛河に尽くすつもりでやれ。


    　本物のデートもこんなノリでやっているんだろうか。付き合ったことなどないからわからないが、かなりの精神力を要するものではあると思う。


    　電車はゆっくり、ゆっくりと標高を上げていた。


    　次第に建物の数が減り、畑が目に入ってくるようになる。目的地に近づいている。


    　途中の大学の最寄り駅で若い客がかなり降りた。窓に向いている席が空あいた。


    「よし、業なり平ひら君、座りましょう！」


    「あ、うん。いいけど、俺は距離を空けないとダメだから立ってる」


    　こんな時に並んで座れないのはもどかしい。


    「いえいえ、ちょっと離れて座ればどうにかなりますよ。ほら、業平君も座ってください」


    　なかば強制的に愛あい河かから一つずれた席に座った。愛河に不調が出そうだったら、すぐに立とう。俺はリュックからスティック状のお菓か子しを出して、愛河のほうに持っていく。


    「食べる？」


    「ありがとうございます！　それでは、いただきますね～」


    　新幹線でのミッションが役に立った。


    　人生で今ほど特定の女の子のことを考えている瞬間はきっとない。


    　前例がないことだから、今の感情をどう言語化していいかもよくわからないけど──


    　きっと、俺は幸せなんだろう。


    　心がふわふわする。


    　胸がどきどきして、じっとしていられないというのとは違う。


    　もっと、ほんわかと体というか心が温かくなっているような。


    　この気持ちが何なのかはわからないとしても、この時間が長く続いてくれればいいと心から願った。


    　そんな願いなどおかまいなしに、車窓を畑から森へと変えた電車は目的地の小さな駅に着いた。


    　観光地の割りにひっそりとした駅だったけれど、その静けさがかえって俺には心地ここちよかった。わいわいがやがやしていたら、気分も台無しだろう。


    



    「待っていれば、バスもあるようですけど、せっかくですし歩きましょうか」


    　駅前の看板の地図を指でなぞりながら、愛河が笑う。


    「うん。疲れたら言ってくれよ」


    　トイレは大丈夫かと聞くべきかと迷ったけれど、ここよりは神社近くのお店のほうがきれいだろう。このへんは神社からも離れているし、本当に駅があるだけといった感じの場所だ。


    「では、出発ですね。おーっ！」


    　グーにした右手を愛河は前へ突き出した。それから、たたたっと数メートルだけいきなりダッシュする幼児みたいに走った。


    「さあ、業平君も早く、早く！」


    　俺が握にぎれるはずもないのに愛河は振り返って、手を差し出す。


    「わかった、わかった」


    　俺もちょっと急ぎ気味で愛あい河かのほうに向かう。


    　歩きにして正解だった。すぐに道の右側には清流が見えてきたのだ。


    「これはマイナスイオンが出てますね」


    「言いたいことはわかる」


    「心がきれいになってくる気がします」


    「愛河は最初からきれいだよ」


    　言ってからこっ恥ずかしくなった。


    　ミスった。「心が」の部分が抜けていたせいで、彼氏面づらして「きれいだよ」って言ったみたいになってしまった……。


    　キモくなかっただろうか……。少なくとも、自己判定ではキモい……。


    　ほら、愛河もぽかんとした顔になっている。


    　聞こえていなかったということにはできなそうだ……。


    「業なり平ひら君にそう言ってもらえて、うれしいです！　ありがとうございます」


    　このあたりは薄暗いのだけど、愛河の笑みだけが見事な快晴だった。


    　うん、愛河はここで照れてパニックになるようなキャラじゃない。そのまま、ありがとうと言える人間だ。


    「事実を言っただけだから……」


    　恥ずかしいのに、そんなに悪い気はしなかった。


    　何も知らない奴やつが見たらカップル扱いをされるぐらいには、いい空気じゃないだろうか。


    「業平君、せっかくだから並んで歩きましょうよ」


    　オールウェイズで愛河は微ほほ笑えんでいる。


    　俺が「でも、ドレインが──」とお決まりのセリフを言う前にもう愛河はさっと左手を道路のほうに向けた。


    「そんなに車の量は多くないですし、横を歩けますよ。車が来たら、愛河が前に出ますから、業平君は道の端に寄ってください。連係プレーでいきましょう」


    　ここまで言われて断るのもおかしな話だ。


    「うん、ありがと、愛河」


    　ちょっと距離が空あきすぎてるのを別にすれば、カップルでしかありえないような事態になった。


    　できれば、あまり車は来ないでくれ。


    　この状態を維持させてくれ。


    　もしかすると、今、この瞬間が俺の人生で最もリア充な時間かもしれない。


    　すぐ隣となりに仲のいい美少女がいて、二人きりで修学旅行の時間を過ごしている。


    　二年生になったばかりの俺なら想像すらできなかった。


    　あの時から見れば、はじめてもいないスポーツで世界大会に出場することを夢見るぐらい、無理のある話だった。


    　念のため、ほっぺたをつねる。


    　夢から覚めたりはしない。大丈夫だ。現実だ。


    「ありがとうな、愛あい河か」


    　自然とそんな言葉が口からこぼれた。


    「それ、さっきも聞きましたよ～」


    　愛河はいい感じに写真を撮れる清流の位置を見つけると、スマホを向ける。


    「それとは違うことに対してのありがとうなんだ」


    　わざわざ話すようなことでもないのだけど、感謝の気持ちをとにかく伝えたかった。


    「たくさんいる愛河の友達の中で、わざわざ俺を選んでくれて、本当にありがとう。おかげで、俺は最高の修学旅行を過ごせてる。小中の修学旅行の黒歴史なんて全部掛け合わせても、今日だけでお釣りが来る」


    「う～ん。ダメですよ、業なり平ひら君」


    　いきなり愛河がスマホを俺の顔に向けた。


    　おそらく俺は間の抜けた顔になっていただろう。


    　そこに、撮影を意味するカシャリという電子音が響ひびく。


    「はい、撮れました～♪」


    「俺の顔なんて撮ってどうするんだ……？」


    　今日一番の小悪魔っぽい表情で愛あい河かはさらに一枚、俺を撮る。
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    　そのうえ、今度はドレインも気にせず、俺の真横に並んで、


    「はい、一いつ緒しよに！」


    　と、俺とのツーショットを右手で撮った。


    　さすがに撮影後は俺からすぐに離れたけど。


    　そして、冗談みたいにほっぺたをふくらませて、すぐしぼませる。


    「業なり平ひら君、愛河は神様でも仏様でもないですよ。誰にでもこうするわけじゃないです。だから、業平君の感謝はズレてます」


    　また自じ虐ぎやく癖ぐせが出ていたわけだ。もはや、俺の体に染みついてるな……。


    「愛河は自分が業平君と一緒に回りたいから、業平君を誘さそったんです。だって、愛河にとっても、高校生の修学旅行は一回きりなんですよ。あとでああしとけばよかったなんて考えるようなことはやめようと思ったんです」


    　もっともな話だ。修学旅行は愛河にだって人生のビッグイベントなんだ。たんなる俺への慈悲のために浪費していいほど価値が低いものじゃない。


    　さっきの俺が言った「ありがとう」は「（しょぼい俺なんかを選んでくれて）ありがとう」って意味になっていた。まさしく自虐的な発想だった。


    　しかし、その論理はどうしたって、俺の頭の中で飛躍したものを生み出してしまう。


    　じゃあ、俺は愛河にとって最終日に一緒に回りたいと思うぐらいに特別なのか？


    　でも、聞けない。


    　俺のことを好きなのかという意味と大差がない……。


    　振られたからといって悲嘆して引きこもるほど自己評価ははなから高くない。


    　でも、怖い……。


    　ただ、ただ、怖い。


    　このままであれば幸せなはずの時間が、そうでなくなってしまうことが怖い。


    「俺も愛河が今日を楽しめるように……努力する」


    　自分が言える限界がこのあたりだ。


    「また、ズレてますよ。あくまでも愛河も業平君と一緒に楽しむんですからね」


    　やっぱり、愛河の表情は並んで歩く男冥みよう利りに尽きるぐらい完かん璧ぺきだった。


    　うん、欲張らないでおこう……。


    　愛河と観光できるだけで、勝ち組なんだ。あとは平へい穏おん無事に修学旅行を終えれれば、それでいい。それにクラスで男友達がいないことに悩んでいた奴やつが恋愛で悩むとか段階を何段もはしょりすぎだろ。


    　もしも告白された場合は────その時はその時ということで……。


    　妄もう想そうはこのへんでやめよう。これから神社にお参りするのに罰ばち当あたりだ。


    　やがて、駅から一キロちょっとほど歩いたあたりから、料理旅館のような建物が川沿いに現れはじめた。


    　いつのまにか人口密度も上がっていて、道の両側を多くの人が歩いていた。


    　男女のカップルもいれば、女子二人で下ってくる人もいる。


    「神社、近づいてきましたね」


    　愛あい河かははしゃぎながら、清流をバックにした川かわ床どこの写真を撮影している。


    　そして、ウェブでさんざん見たあの光景が目の前にやってきた。


    　階段の両側に赤い燈とう籠ろうがびっしりと並んでいる。


    　ものすごく歴史のある神社にしては、自己主張は弱い。巨大な鳥とり居いがあるわけでもない。参道がお土産みやげショップでごったがえしているわけでもない。


    　川の向かいの高台のほうに遠慮するように階段を伸ばしている。


    　なのに、そのリズミカルな燈籠はなんとも洒落しやれているのだ。


    「フォトジェニックってこういうことか……」


    　これは女子、来るわ。俺はファッションセンスなど持ち合わせていないが、この神社にセンスがあることぐらいはわかる。


    「ふあぁ……」


    　愛河も変な声を出して、口を半開きにして、そのたいして急じゃない階段を見上げていた。


    「やっぱ、本物は違いますねえ」


    　あんまり偽にせ物ものの神社とかはないだろとツッコミ入れかけたが、そういう意味じゃないよな。ウェブの写真とかで見るのとは違うということだ。


    「ここは道も狭いし、愛河から行ってくれ。俺はゆっくり追いかける」


    「どうせなら並んで歩きたいですけど、下り道に使う人もいますし、そのほうがいいですね。わかりました！」


    　愛河はしみじみ確かめるように階段を上がっていく。階段だけでこんなに人を感動させられるとか、強いよな。京都の底力を感じずにはいられない。


    　階段を上がったところで人口密度はこれまでで最大になる。


    　とはいえ、清きよ水みず寺でらのような雑然とした様子ではない。ほどほどに活気があって、おしとやかな雰ふん囲い気きさえ残っている。


    　参拝客は女子のほうが多いせいか、神社までもが女性的にたおやかに感じられる。


    「いいですねえ。愛河、将来はこんなところに住みたいです」


    「それ、はっきり言って通勤とか大変だぞ。あと、夜に歩いて帰るの、怖くないか？」


    「あくまでも希望ですよ。業なり平ひら君はロマンが足りませんね～」


    　愛あい河かはわざとらしく、首を左、右と順にかしげた。


    　たしかに水を差すようなことを言ってしまったかもしれん。これでは高たか鷲わしのクソリプと変わらなくなる。


    「そうだな。むしろ、こういう来るのが大変な場所に占いの館やかたとか作ったら、ぴたりと当たりそうで繁はん盛じようするかも」


    「業なり平ひら君、それは甘すぎますよ」


    　これもダメなのか。


    「ロマンとか夢とかの境目がわからん」


    「そこは女心というやつですね。もっと勉強してくださいね」


    　いつもより愛河が、リラックスしているようにすら感じる。


    　はたから見れば、立派なカップルと認識されてるだろうな。多少、距離が空あいてるけど、そこはご愛あい嬌きようということで。


    「あっ、水につけるおみくじなんてあるんですね」


    　愛河がいかにも女子受けのしそうなものを発見した。水にまつわる神社だし、そんなものがあっても不思議じゃない。


    「やってくか？　どうせ、ここまで交通費しかかかってないし」


    「はい！　ぜひ、やってみますね！」


    　愛河が巫み女こさんから水につけるおみくじを一つ購入する。


    　巫女さんのレベルも高い。格式ある神社だと巫女志願者も多くて、オーディションとかでかわいい子が選ばれるのだろうか？


    　湧わき水が流れているところに愛河は水おみくじをひたした。


    　どうも場所柄、エリアスのことを思い出してしまう。いくらあいつでもこんなところの湧き水までチェックしには来ないだろうけど。


    　じわじわと文字が出てきた。


    「業平君、なんて書いてあるか、読んでください」


    「なんで、俺が？」


    「自分で読むの、緊きん張ちようするんですよ。合格発表みたいで」


    　お金払ってそんな緊張をしなきゃならないなら、買うべきじゃないのではと思うが、口に出したらまたクソリプになるので言わない。こういうアトラクションの要素が女子受けするカギなのだ。


    　水は湧き水だけあってかなり冷たい。


    　おかげで身が清められたような気もした。


    「ええとな、全体運は中吉。要約すると、意外な出会いがあるって書いてある」


    「意外な出会いってなんですか？」


    「わからん。そこは神様に聞いてくれ」


    　どうせ、はずれてたって訴えられる危険もないし、文章考えるほうもけっこうテキトーに決めているのではないかと思う。


    「うん。悪くはないですね。じゃあ、結んだりせずに持って帰ります」


    「いいけど、思いっきり、ぬれてるぞ。バッグに入れる時とか気をつけろよ」


    「ご心配なく♪」


    　愛あい河かが手をこちらに向けたので、そこに水おみくじを載せる。


    　そんな時だけ、俺と愛河の距離はゼロになる。


    　でも、ふいに俺の手を、愛河はもう片方の自分の手と合わせてはさみ込んだ。


    「業なり平ひら君の手、冷たくなってますね～♪」


    「おいおい、ドレインがあるからそういうのやらないほうがいいって！」


    　ドレインの注意をすることで、うろたえるのを隠そうとした。


    　だって、これは実質、手を握にぎるようなものだろ……。


    「少しの間なら大丈夫ですよ～。愛河も業平君のドレイン、前よりわかってきましたから」


    　さっと、軽やかに俺から離れると、愛河はそのおみくじをハンカチの間にはさんだ。無事におみくじの回収は終わった。


    「このおみくじだけでお守りぐらいの効果はありそうですね」


    「神社としては、お守りも別に買ってほしいだろうけどな」


    「神社はお金より信じる心が大切なんですよ──あっ、お参りしてませんでしたね！　ここの神様にあいさつしなきゃです」


    「ああ、そうだな。礼儀は守らないとな」


    　社殿の前で頭をゆっくりと下げて手を叩たたいて、頭をまた下げて、祈りを捧ささげる。


    　何を祈ろうか。


    　世界平和？　ざっくりしすぎだよな。


    　合格祈願？　まだ、志望大学も決めてないのに早すぎる。


    　武運長久？　何と戦って、何に勝つつもりなんだよ。


    　愛河と仲良くいつまでもいられますように。


    　いつまでもって何だ。結婚したいですって言ってるみたいだ。


    　俺も愛河も幸せでいられますように！


    　これなら一切問題ないだろう。神様も立派だと褒ほめてくれるだろう。俺としてもこれぐらいがちょうどいい。


    　目を開いて、横の愛河を見る。とても真剣な表情で神様に祈りを捧げている最中だった。


    　元気な愛河とのギャップについ見み惚とれている自分がいた。本職の巫み女こさんみたいだと思った。


    　それから、ゆっくりと愛河は目を開いて、もう一度、神社に向かって軽くおじぎをした。


    　その態度はあまりにも大人びていた。俺が友達を作るんだとうだうだやっている間に、愛あい河かは大人になってしまったと思った。


    　愛河がこちらを向く。視線が交錯する。薄く、愛河が笑みを浮かべる。


    　なぜだか、胸が痛んだ。


    「何をお願いしましたか、業なり平ひら君？」


    「人ひと研けんメンバーが幸せでありますように」


    　必ずしもウソではないだろう。俺も愛河も人研メンバーなんだし。


    「じゃあ、愛河も似てますね」


    　愛河はもう一度社殿に顔を向けて、小さくおじぎをした。


    「愛河は神様にお願いというか、業平君とえーりんに出会えたお礼を言ったんです。お二人のおかげで愛河もとっても元気な女の子になれましたって」


    　俺が思っているよりも愛河の気持ちはずっと純粋なものだった。


    「俺たち、何かしたか……？　ほぼ、愛河の独力のような……」


    　愛河は俺のほうに顔を向けると、ゆっくりと左右に首を振った。


    「愛河もずっと一人だったんですよ。二人が人間関係研究会に入らないかって来てくれた日からすべてが変わったんです。そのあと、えーりんとは……ケンカもしましたけど……また表彰集会の日に助けてくれて……それからもっと仲良くなれて……」


    　少し言葉尻が濁ったけれど、また愛河は満面の笑みになっていた。


    「二人は愛河の運命の人です」


    　正直言って、「業平君は」じゃなくて、「二人は」だったことでほっとしている自分がいた。


    　チキンというか、俺らしいというか。


    「愛河のためになれて、光栄だ。ここにいない高たか鷲わしの分も含めて言っとく」


    「えーりんは光栄とか言わずに、もっと感謝しなさいとか言いそうですけど」


    「たしかに」


    　腕組みでもして、絶対そういうこと言う。


    「あと、えーりんが昨日、愛河って呼んでくれたこと、忘れないようにしますね」


    「あいつは……きっと今すぐにでも忘れてほしいと思ってるだろうけどな……」


    　俺の課したミッション、かなりのインパクトがあったようだ……。


    「この上にも神社、あるんですよね。行きましょうか、業平君」


    「あ、ああ……」


    　名前を呼んでもらえるのがこんなにうれしかったことはなかった。愛河が高鷲に名前で呼ばれて喜んだ気持ちもわかる。もっと呼んでほしいと思ってしまう。


    　ゆっくりと高台の社殿から下りていく。一メートル半空いていることに今は感謝している。これでドレインがなくてもっとそばに愛河がいたら、平常心なんて保っていられない。


    　人生で最もリア充な時間、更新している。


    　これを超えることは一生ない気がする。


    　あるとしたら……マジでこのまま告白されたケースとかぐらいだろう。


    　所しよ詮せん、仮定法の話だけれど──もしも俺が今、愛あい河かと手をつないだら、愛河はどうするだろう？


    　これが高たか鷲わしだったら「キモいから神社の手ちよう水ず鉢ばちのお水で洗うわ」とでも言ったうえで、徹底的に攻撃してくるところだが、仮定でも俺が高鷲の手を握にぎることはないのでとくに問題ない。


    　ドレインがなかったら、俺は愛河に告白しようと決意したりしたのかな。


    　むしろ、そんな発想の人間は、いつまでも告白しないんだよな。


    　俺にとっては人ひと研けんのほうが大事だ。それに人研は高鷲のものでも、愛河のものでも、汐しおノ宮みやさんのものでもある。


    　さっき、俺と高鷲に出会えてよかったと言った時の愛河の顔が頭に残っている。


    　本当に、本当に幸せそうな顔だった。


    　それを無む茶ちや苦く茶ちやにするような真ま似ねはできない。


    　もと来た燈とう籠ろうの道とは違うほうに歩く。そちらの参道のほうが奥宮に近いのだ。貴き船ふね神社を巡る時間はまだ終わりじゃない。


    「あの、業なり平ひら君、ちょっと止まってもらえますか？」


    　いきなり、愛河がそんな言葉を発した。


    　もちろん、俺はその言葉に従う。だけど、意図がよくわからなかった。


    　俺たちはまだ境けい内だいにいる。車が迫ってて危ないなんてこともない。


    　愛河は目をぱちぱちとしばたたかせている。今日初めて、笑みが愛河の顔からとれた。愛河の右手が胸のあたりで迷うように頼りなく動いていた。


    　あれ？　これって正真正銘の告白フラグかな？


    　ひどいことばかりの人生だったけど、ついに完かん膚ぷなきまでの幸せがやってくるのかな？


    　愛河から告こくられた場合は、やぶさかではないというか、その……好意的に検討したいというか……。


    「業平君、ちょっといいですか？」


    　戸惑ったような愛河の表情。


    「うん」


    　平常心を装よそおって、そう答える。


    　時間の流れがゆるやかになった気がする。


    　俺の人生において、特別なことが起ころうとしてい──


    



    「あそこにいるの、えーりんたちじゃないですか？」


    



    　愛あい河かの迷っていたような指が、俺たちが向かう予定の階段の下を差した。


    　告白でもなんでもなかった！　恥ずかしい！


    　やっぱり自意識過か剰じようだった！


    　でも、羞しゆう恥ち心しんでもだえている場合でもなかった。


    　なにせ、愛河が言ったように高たか鷲わし、それに加えてエリアスと一い身しん田でんさんの姿が俺の目でも確認できたからだ。


    　高鷲の奴やつ、俺を尾行してたのか!?


    　ネタとしては面おも白しろいかもしれんが、それはどうなんだよ！


    　高鷲が見ていると考えた時点で、容よう赦しやなく現実に引き戻される。


    　伸ばしたメジャーってボタン押したら、しゅるしゅるって戻ってくるだろ。今の俺の心がまさにあんな感じだ……。


    　ありがとう、高鷲。


    　いや、全然ありがたくないわ。


    　お前、ここに来るのは反則だぞ。

  


  
    



    
      [image: ]

    


    



    　俺はすぐにスマホを取り出した。


    　高鷲にＬＩＮＥでメッセージを送る。


    『お前、今、貴き船ふね神社にいるよな？』


    　高鷲がすぐにスマホを出したのが見えた。


    　きょろきょろ見回しているが、俺たちには気づいていない。


    　代わりに何か入力しだした。


    『なんで、わかったの？　もしかして尾行してる？　ストーカーはガチ犯罪だから』


    　即座に責任転嫁してきやがった……。


    『こっちのセリフだよ！　俺と愛河を追いかけてきただろ！』


    『偶然よ。だって、グレ君と菖蒲あやめ池いけさんがどこに行くかなんて聞いてないもの。聞きたいほどの興味もないし』


    　そういえば、そうだった。


    　行く場所の連絡など俺は一言も高鷲にしていない。


    　朝イチから俺と愛河の同行を探り続けていた可能性もなくはないが……末尾の「聞きたいほどの興味もない」という毒舌はおそらく本心だろう。


    　じゃあ、なんでここに来てるんだ？　しかもエリアスはともかく、一い身しん田でんさんまで巻き込んでるし。


    　けど、ここ、女子に人気のスポットだから、一身田さんが行きたいと思ってもおかしくないのか。高たか鷲わしは一身田さんの要望には従うだろうし、エリアスはエリアスで水つながりで行きたいとか言いそう。そう考えると、ここに来る可能性がかなり高い三人組だな。


    　でも、直接聞いたほうが早いな。


    　俺は階段を駆け下りて、三人組のほうに顔を出した。


    「あっ、業なり平ひら君、こんにちは」


    　まず一身田さんが礼儀正しくあいさつをしてきた。ただ、いつもの一身田さんじゃなくて、大人バージョンのほうだ。


    「あっ、異能力を使ってるのは尾行のためだから……。変な意味じゃないから……」


    　一身田さん、尾行は一般的に言って変な意味です。


    　あと、三人とも私服というか、制服姿ではなかった。高鷲は袖のあたりだけ花の柄になっている黒いシャツを着ていた。エリアスはパーカーみたいなのを羽織っていた。これも「尾行」のためか。一身田さんは姿からして大人っぽくなっている。


    　じゃあ、やっぱり俺と愛あい河かがつけられていたことになるけど……。


    「うわっ！　なんで業平がいるんだよ！　ストーカーなの……？」


    　三分の二にストーカー扱いされる俺っていったい何なんだ。


    　でも、こっちが犯人だと思われるってことは、俺たちを尾行してたわけじゃないってことで確定か。


    　なお、俺の側のストーカー疑惑に関しては、愛河が合流したことですぐに解けた。


    「まさか、そっちも貴き船ふね神社に来てたとはな……。穴場だと思って、みんなが集中しちゃう現象かよ」


    　東京に住んでると、この現象はよく経験する。人口が多すぎるので、一般人が考えた「穴場」がかぶりまくって、結局混むことが多いのだ。


    「わたしたちがここに行きたくて来たわけじゃないよ」


    　エリアスが奇妙なことを言った。


    「じゃあ、エリアスは清流に惹ひかれてきたのか？」


    「違う！　業平はどこにいても失礼だな！」


    　やけに怒られた。そんなに失礼なことを言ったつもりもないんだが……。


    「だいたい、なんで業平は菖蒲あやめ池いけさんと二人でいるのさ……」


    　疑ってるというより、不安げなエリアスの視線がこっちに向けられる。


    　まずい。ここに男女が来てたら、当然勘かん繰ぐられる！


    「まさか、二人って…………それはないか。所しよ詮せん、業なり平ひらだしね」


    「おい、お前、ムカつく納得をしたな」


    　名誉を失う代償に詮せん索さくを逃れた。肉を切らせて骨を断った気持ちだ。


    「ドリ子、今はそれより尾行相手のほうが問題でしょ。あんまり距離を空あけすぎると見失うわよ」


    　高たか鷲わしの一言でエリアスも我に返ったらしい。


    「そうそう！　うちの生徒会の人間が関わってるから、監視しに来たんだよ！」


    　生徒会の人間という表現のせいで、該当者の顔が思い浮かぶのにわずかにタイムラグがあった。


    「あっ、大だい福ふくか！　ていうか、本当に尾行してるのかよ……」


    　今日、大福は汐しおノ宮みやさんと二人で行動しているはずだ。


    　エリアスがチョイスしたパフェの店で、大福は汐ノ宮さんを誘さそうという大胆な挙に出た。


    「大福君と汐ノ宮さん、二人っきりで貴き船ふね神社に向かったんだよ」


    　一い身しん田でんさんはやたらと楽しそうだった。この人の場合は尾行をエンターテイメントにしているな。


    　けど、本人も倫理的にまずいと自己批判する心があったのか、


    「恋の予感がするから、ついつい気になっちゃって……。ははは……」


    　と、頭をかいた。


    「それに、見た目を変えられるから尾行にも向いてるかな～って……」


    　完全に愉快犯だ……。異能力を悪用している……。


    　だけど、おかげでおおかたのことがわかった。


    　大福は汐ノ宮さんをどこに誘おうとする？


    　どうせなら同じ学校の生徒とかち合わない場所に連れていこうとするはずだ。


    　あと、汐ノ宮さんはどう考えても大福より京都に詳くわしい。市街地にある行きやすい観光スポットは過去に行ってるよな。わざわざ汐ノ宮さんがよく知っているところに行ってもしょうがないし、雰ふん囲い気き作りも難しいだろう。


    　じゃあ、京都の市街地からほどよく離れた女子受けする場所を選ぶ。


    　その結果、貴船神社になったのか……。


    　見事に場所がかぶってしまった。まあ、愛あい河かが行きたいと言ったぐらいの場所だし、やはり女子に人気が高いところなのだろう。大福はそのあたり、はずさないしな。


    「班の女子のうち二人も行くって言うなら私も行くしかないでしょ。一人で京都観光というのは、最終日にやっていいことじゃないし」


    　高鷲が腕組みしながら言った。


    　自分は一ミリも悪くないぞという気持ちを前面に押し出してくる。


    　態度にはイラつくものもあるが、言い分はわかる。一い身しん田でんさんが行くと決めた時点で、一身田さんの友達である高たか鷲わしもついていくしかない。


    「ということは、大だい福ふく君とランランも近くにいるんですよね？　どこですか、どこですか？」


    「菖蒲あやめ池いけさん、声が大きいわ。今はコケ植物のように目立たないことを意識して」


    　瞳ひとみを輝かせている愛あい河かを高鷲がいつもどおりのきつい言葉で制した。


    　個人的に愛河のテンションがあからさまに上がっていることが寂さびしい……。俺との二人旅より、大福と汐しおノ宮みやさんとの恋路観察のほうが楽しいと言われているようなものだ……。


    　まあ……女子は恋バナ大好きだしな。しょうがないよな……。


    　偏見だと怒られそうだけど、愛河の表情を見たら興味津々なの丸わかりだし、追跡に修学旅行最終日を費やしてる女子がこの場に複数人いるのだ。


    「二人はね、今、もっと奥のおやしろに向かってるよ。一方通行だから、バレないようにちょっとこの参道で待機してたんだよ」


    　一身田さんを一般的な女子高生と定義してたけど、おそらく一般的な女子高生よりはるかに行動力あるな。


    「汐ノ宮さんにバレない自信はあるけど、メイド長が曲くせ者ものなのよね。前まえ触ぶれなく、後ろを向いたりしてくるから。電車では前側の車両に乗ってくれたから、車内で見つかるリスクは小さくなったけど」


    　高鷲の頭にはメイド長の顔が浮かんでいるらしい。かなり鬱うつ陶とうしそうな表情になっている。


    　どうやら、俺たちより前の電車で来た大福と汐ノ宮さん（とそれを尾行してるグループ）に追いついてしまったらしい。学校の人間に見られないように早く出発したのだけど、大福も同じ発想だったか……。


    　向こうは俺たちよりはるかにデートっぽい趣向だし、途中の店で休憩でもはさんだとしてもおかしくない。むしろ、デートなら歩いている女子のペースや体力を考えるよな。


    「それで、大福は汐ノ宮さんを上じよう手ずにエスコートできてるのか？」


    　高鷲に尋ねた。今更、その程度のことを聞くのは許されるだろう。


    「むしろ、汐ノ宮さんが貴き船ふね神社とこのあたりの伝説について詳細に説明してたわ」


    　嗚あ呼あ……。だよな……。行く場所が確定した時点で汐ノ宮さんは無む茶ちや苦く茶ちや予習してそう……。


    　さてと、俺はこんな時、どうするのが正しいんだろうか？


    　大福と汐ノ宮さんのことを考えたら──


    　尾行なんてするべきじゃないと女子たちを注意するべきだろう。


    　でも、それをやると、俺が「ウザい奴やつ」というレッテルを貼られる。百パーセント貼られる。


    　高鷲だけでなく、エリアスもいる。「ファッション・ポリコレ男」とか変なあだ名ぐらい高鷲はつけてくるだろう。


    　なので、尾行はダメみたいな正論は言えない。多数決で圧倒的に少数派だったら何を言っても無駄なのだ。


    　愛あい河かと回ることを最優先にするなら──


    　俺は愛河と行動するからお前たちは勝手によろしくやってくれと言うべきだ。


    　だが、これにも大きな問題がある。


    　極めて高確率で俺たちまで尾行されることになる……。


    　だいたい、余計な詮せん索さくを受けるのは必至だ。エリアスもさっき、俺と愛河が怪しいのではみたいに思っていたようだし。


    　しかも、愛河も大だい福ふくと汐しおノ宮みやさんのことが気になってるっぽいんだよな。今もエリアスに何か質問していた。気になるかと言われれば、俺だって気になる。


    　以上より、俺ができるのは──


    　女子と一いつ緒しよに行動することのみ……。


    　尾行に気づいた大福に文句を言われたら平謝りするしかないが……お前らと行動するのは嫌いやだから今から駅に向かって引き返すわと言うのも角が立つ……。


    　人生ってあらゆる可能性が用意されているようで、その都度、その都度、選べることって限られている。


    「愛河、どうせ目的地も同じみたいだし、みんなと奥のおやしろを目指すか」


    　一緒に尾行しようか、とは言わない。やることは同じだからこざかしい気もするが、目的地の変更は何一つ行ってないし、大目に見てもらいたい。


    「そうしましょう！　この先はパワースポットらしいですし、愛河も興味あります」


    　愛河は体育大会の応援みたいに右手を振り上げた。


    「愛河のパワースポットの単位だと、神社のほうがはるかに高かったけどな……」


    「そこは、その……時間や季節で変化するんですよ」


    「どんどんパワースポットという概がい念ねんがうさんくさくなってきてる」


    「固いことは抜きにしましょう！」


    　愛河が調子よく言う。


    　もはや、どんな勘かん違ちがい野郎でも、あわよくば告白されるかもとか思わないだろう。そういう空気は泡と消えた。


    「そろそろ追跡を再開するべきだよ。あんまりじっとしてると、離されすぎる」


    「第一陣は私が行くね。私一人で歩いているのを見られても、気づかれないと思うから！」


    　見た目を変えた一い身しん田でんさんがからむと、本気でこの異能力を悪用できそうで、微妙な気持ちになる……。それと、部下を平然と監視する副会長ってどうなんだ。


    　もう、いいや。俺たちも参加するんだから同罪だ。黒く染まるんだ。自分が悪くないですアピールはやるまい。


    　一身田さんが早歩きで出発した。


    　しばらくすると、エリアスと高たか鷲わしのスマホに通知が来たらしい。


    「『二人とは離れた。こっちに来てもＯＫ』とあるわ。行きましょう」


    　高鷲が言うと、ガチの女スパイみたいでアレだ。女スパイが似合いすぎている。


    「ちなみに、わたしはバレないようにこんなものを用意したよ」


    　エリアスがメガネを装着した。副会長だからか、思ったよりも似合う。


    「お前、メガネかけてたっけ」


    「昨日、百円均一の店で買った。変装用だよ」


    　やらんよりはマシかもしれんが、かえって尾行に来たことの動かぬ証拠になるぞ。つーか、昨日の時点でこいつは尾行する気満々だったんだな……。


    　ぼそりと、高鷲が「巨乳家庭教師、竜たつ田た川がわドリ子」と言った。


    「変なこと言うなっ！　家庭教師って設定、どこから湧わいてきたんだよ！」


    　エリアスが顔を真っ赤にして怒鳴った。尾行がバレるとか以前にうるさくて、周囲に迷惑である。


    　まさに高鷲が変なこと言ったせいで、メガネのエリアスが何か教えてる姿が頭に浮かんだ。ついでにタイトなスカートで勉強机に座っていた。


    　うん……そこそこ似合うな……。悪いのはあくまでも高鷲だ。


    「需要あると思うわよ」


    「何の需要だよ！　ほら、とっとと行くよ！」


    　たしかに目的を見失いかけていた。


    　俺たちもわずかな勾こう配ばいの坂道を進んでいく。メインの神社よりさらに奥にまで参拝する人間は限られているようで、人口密度は先ほどより低くなる。店舗の数も減ってきた。


    　また、尾行部隊のスマホに通知が届く。


    「写真が添付されてるね。二人で結びのやしろの参道を歩いてるよ」


    　エリアスが一い身しん田でんさんのメッセージを見せてきた。


    　たしかに大だい福ふくと汐しおノ宮みやさんの後ろ姿が写っている。


    　その横のぼんやりとした影みたいなのは……一瞬、心霊写真かと不安になったが、メイド長がぶれているだけだった。メイド長がカメラに写ってる時点で怪奇現象の気もするが、あまり考えないことにする。


    　さらに進むと、一身田さんと合流した。


    「このあたりで待機していて。接触の危険があるから。二人がこの先に進んだら、私が後ろを追うから、みんなは指定した場所で留とどまってね。これより先は奥のおやしろしかなくて、そこが行き止まりだから。バレないところで戻ってくるのをやりすごさないとダメだよ」


    「一身田さん、気合い入りすぎてるよね……」


    　席が一つ前の女子の意外な一面を、この修学旅行で相当見ている。


    「情熱があるって、とても素晴らしいことよね」


    　高たか鷲わしの一言は皮肉なのかどうか判断しかねる。一い身しん田でんさんに対してだから皮肉じゃないと思いたいが、こいつ、友達にでも平気で皮肉言いそうなんだよな。


    「でも、この調子だと何も問題はなさそうだね」


    　エリアスが安あん堵どしたような顔になっていた。


    「大だい福ふく、これまでのところはそれなりに真ま面じ目めにエスコートしてるみたいだし。恋路がどうなるかは知らないけど、今の二人はどちらも楽しんでるんじゃないかな」


    　その表情を見て、ちょっと救われた。


    　俺たちのやってることはあくまでも見守ることであって、妨害じゃないんだ。加担している俺の心も軽くなる。


    　もっとも、大福にとったら余計なお世話もいいところだろうが……。


    　今、ここでみんな揃そろってしまったことに俺はふと、こう思った。


    　こうなる運命だったんだろうな。


    　運命の赤い糸ならぬ、白い糸とか青い糸とか、とにかく赤以外の糸で結ばれていたのだ。人ひと研けんおよびエリアスや一身田さんも、あと、俺と愛あい河かも。


    　ちょくちょく、一身田さんから大福と汐しおノ宮みやさんの写真が送られてきた。


    　その様子はどう見たってカップルのそれだった。他人が並んでいるように見えるだけというのとはまったく違っていた。


    　そして、バレないようなスポットで俺たちは引き返す二人をそうっと待ち伏せた。


    　夏場以外は封鎖されて、立ち入り禁止のはずの川かわ床どこへの階段でやり過ごす。厳密には不法侵入だろうけど、入るなとか私有地だとか一言も書いてないところだから、許してもらおう……。


    　俺と愛河だけが階段で、残りの首しゆ謀ぼう者しや三人は川床へ完全に下りていた。俺と愛河の二人は見つかっても言い訳が利きく。


    　結果的に、俺が大福と汐ノ宮さんの顔を目にすることになった。


    　お互いに相手の顔だけを見つめて話しているから、俺には少しも気づいていなかった。まあ、犯罪者じゃあるまいし、何者かに追われてるとか考えるわけがないから、当たり前か。


    　二人の距離は手が触ふれそうなほどに近い。


    　胸がちくりと痛くなった。


    　二人の距離、何センチだろう。俺だと一生、実現できない距離だ。


    　ドレインが恋愛の足あし枷かせになるのは意味としては知ってたけど、知ってる二人がこれだけ近いのを見ると……はっきり言ってうらやましい。


    「業なり平ひら君、切なそうな顔をしてますね」


    　愛河に言われてしまった。


    「あっ、マジ!?　いや、たんにドレインの身として二人が近づけていいなって思っただけだから！」


    　弁解がつい口から出た。


    「そうなんですか。愛あい河かは単純に二人がカップルみたいでうらやましいな～って思います」


    　愛河、それは何か深い意図が…………さすがにないか。


    　カップルを見たらうらやむのは、おそらく男女問わず万国共通だ。いや、現時点で大だい福ふくと汐しおノ宮みやさんがカップルであるという証拠、どこにもないのだが。


    　恋愛方面に話が深くならずにすんで、ほっとしたような、がっかりしたような。


    　高たか鷲わしの毒舌を待つまでもなく、セコい根性しているという自覚もある。


    　修学旅行で枕投げも気になる女子の話もできたし、その点では大成功だったけど、まだまだ俺には問題が山積みだ。


    　俺のドレインは消えたりなんてしない。


    　それは、自分だけじゃなく、自分が好きになった人すら幸せにできないということだ。


    　高校で付き合ってる奴やつらはみんな、好きになった人を幸せにできないかもしれないって葛かつ藤とうを乗り越えてきたんだろうか。それなら、敬服するしかないけど、もっとハードルは低かったんだろう。


    　普通の高校生になろうとして頑張ってきたけど、そのせいで、かえって普通の高校生になりようがないってことがはっきりしてしまった……。


    　俺は階段を降りて、川かわ床どこの待機組のところに行った。


    「二人は道を下っていった」


    「じゃあ、私の出番だね。任せて！　帰り道のほうが振り返ることも少ないはずだから、安全だよ！」


    　一い身しん田でんさんは人の恋模様をのぞき見ることで人生を充実させすぎている。


    「あのさ、一身田さん、俺が言うのもなんだけど、これは修学旅行だからね……。スパイの実地訓練じゃないからね……」


    「でも、私、なんだかんだでこのへん、観光できちゃってるよ」


    「デンちゃんは少し欲張りプランの気けがあるわね」


    　高鷲にまで批判されている……。


    「いや～、異能力が役に立つなって思って、調子に乗っちゃって。普段の生活で異能力を使うことなんて、ほとんどないしさ」


    　わざとらしく頭をかく一身田さん。


    「私もデンちゃんがお調子者だってことが修学旅行でよくわかったわ」


    　言葉だけだと毒が強いけど、その言い方は誰かを攻撃する時の高鷲のものじゃなかった。ちゃんと、友達に向けたやわらかいものだった。


    「えんじゅ、容よう赦しやなさすぎ！　じゃあ、もう一仕事してくるね！」


    　俺の横を一い身しん田でんさんが元気に駆け抜けて、階段を上っていく。溌はつ剌らつとしている。


    「今後の人ひと研けんは愛のキューピッドの仕事もやろうかしら」


    　これは高たか鷲わしなりのジョークだと思いたいが、真顔だからわかりづらい。


    「えーりん、ナイスアイディアです！」


    　愛あい河か、別にこんなしょうもない発言まで褒ほめなくていいぞ。


    「菖蒲あやめ池いけさんはやはり見る目があるわね」


    「あっ、愛河って呼んでくれていいんですよ～？」


    「ごめんなさい、よく聞こえなかったわ。愛のキューピッドは魂の位階が低い人間の言葉が理解できない時があるの」


    　すごい、真顔で聞こえないと言いつつ、失礼なことまで付け加えた……。


    「お前はどっちかというと、キューピッドというより、サタンとかそういうジャンルだろ」


    「私が弓矢を持ってたら、射殺してるところだわ」


    　やっぱり武器として弓矢使ってるじゃねえか。


    「ほんと、君たち人研って息が合ってるね。前世だと騎士と馬と家臣みたいな関係だったんじゃないのかい？」


    　エリアスのたとえ、厳格な主従のヒエラルキーがあるな。あと、絶対に俺が馬だな。


    「そうかしら。ドリ子とグレ君の関係には負けるわ。二人とも絶妙にいろいろこじらせてるところで同じだし」


    　さばさばと高鷲が言った。


    「業なり平ひらはともかく、わたしはこじらせてなんてないよ。だいたい、こじらせるって具体的に何をさ……？」


    　エリアスは右手で頬ほおをかいた。


    「自意識」


    「そんなものはこじらせてない！」


    　俺の意見は差し控えるけど、正義の味方になりたかったとか言ってたエリアスは、俺とは違うジャンルでこじらせてるとは思う。


    「ここにずっといるのもあまりよくないし、道のほうに上がるぞ」


    　観光客が往復する道のところで待っていると、一身田さんからまた連絡があった。


    「山のほうに入っていったらしいわ」


    　高鷲はスマホをチェックしながら、駅のほうに下り道を歩きはじめている。


    　山と言われて、最初は意味がわからなかったが、該当するものが頭に浮かんだ。


    「ああ、貴き船ふね神社の少し手前に、鞍くら馬ま寺でらのほうに登っていく道があったよな。両方回る人も多いんだ」


    　鞍馬寺も貴船神社と並ぶこのあたりでメジャーな観光地だ。


    　ちょっと山道になるので、愛あい河かと行くかどうかはその場の流れ次第にしてたけど、候補には入れていた。あと、大だい福ふくがスケジュールに組み込んでなかったとしても、汐しおノ宮みやさんの昨日の様子からすると、せっかくだし鞍くら馬ま寺でらにも寄りたいと言う気がする。


    「ちょうどいいですね！　愛河、鞍馬寺も見たいです。ほら、天てん狗ぐがいるんですよね！」


    「菖蒲あやめ池いけさん、一応補足しておくけど、別にゆるキャラみたいにいつも天狗がいるとかじゃないから。本物には出会えないわよ」


    　高たか鷲わしがごく当たり前なことを言ったが、愛河の反応だと、ワンチャン本当にゆるキャラみたいなのに出会えると思っていそうだ……。


    「すみません、愛河って言われないと聞こえないんです」


    　愛河も昨日のことで高鷲をいじるつもりらしい。にやにや笑いながら、高鷲の顔を見ている。


    「明らかに聞こえてるじゃない」


    　高鷲のほうはそっけなくして、逃げきる気か。すぐに視線をそらした。


    　態度のほうは学校にいる時と大差ないが、愛河からかなり攻められて、その点はどうもやりづらそうだ。力関係が今までと変わってきているかもしれない。


    「大福のやつ、山を上がって、ほどよい疲労感と達成感を汐ノ宮さんに与える気かな。そして、恋の感情を抱いだいてるように汐ノ宮さんに錯覚させる気だ。あいつ、地味に策士だね」


    　エリアスの考え方には悪意がある気もするが、山登りデートみたいなのもあるし、発想はそんなにずれてもいないだろう。


    　歩くのが嫌いな女子を連れまわすと不機嫌にさせてしまう恐れもあるらしいが、汐ノ宮さんはむしろ、大福を連れまわしそうなぐらいだから、その心配もない。昨日、すでに汐ノ宮さん発案のルートで実体験済みだ。


    「いいですね～。吊つり橋効果、愛河もあこがれちゃいます」


    「グレ君、吊り橋から落ちてみない？」


    「なぜ、俺に自殺を提案す──」


    「一い身しん田でんさんから早く来いってＬＩＮＥが来てるわ。急ぎましょ」


    　俺のツッコミはスルーされたまま、俺たちはばたばたと舗装路を下っていった。


    　貴き船ふね神社に来てた参拝客の中で、今日、最もあわただしい集団だったと思う。


    



    　やがて、鞍馬寺のほうに上がっていく道が左手に見えてきた。


    　ここから先は、「お寺を拝観する」ということに名目上なるため、ゲートで拝観チケットのようなものを買わないといけなかった。でも、値段は安かったので不満はない。


    　しばらく階段を上がっていく。けっこう、急な登りだ……。


    　少し先の休憩スポットで、一身田さんは待っていた。


    「このままのペースでいけば、二人に追いつけるよ。頑張って！」


    「追いついてもダメなんだけどね……。にしても、張り切ってるな……」


    　エリアスは疲れ果てていた。こいつはあまり体力がない。


    「きっと、大だい福ふく君は人ひと気けがないところを探してるよ。ゆっくりしてられない！」


    「一い身しん田でんさん、大福はそんな不ふ埒らちな真ま似ねをする奴やつじゃないと思うぞ」


    　これは友人として弁護せねば……。すべての男がオオカミなわけじゃないし、そんなに怖くないオオカミだってたくさんいるのだ。


    「あっ、そんな不埒なことまでは想像してないよ……。ただ、静かなところなら、いいムードになるなって思っただけで……」


    　俺の勇み足だったらしい。一身田さんが赤面していた。


    　しまった。これはやらかしたか……。女子ばかりの場で、こういう話題はやりづらい。アウトとセーフの境目が難しいのだ。


    「心にやましいところがある奴は、みんなそんなことを考えてると仮定しちゃうのよね」


    　高たか鷲わしが冷たい目をしていた。視線は俺と合わせないからわかりづらいけど。


    「そこはその……広義の不埒なことであって……」


    「ところで、業なり平ひらは大福とそういう話をしたこととかあるの？」


    　エリアスがさらに余計なことを聞いてきた。


    「ねえよ！　変なこと言うな」


    「いやあ、男同士だし、ないってことないわよね。旅館で夜に絶対なにかしら話してるでしょ。うわ、想像するときつい……。男子はこれだから……」


    　高鷲が容よう赦しやなく、汚いものを見るような視線をちらちら向けてくる。ちらちらしているのは視線が長く合わないためだろう。


    「勝手にいらん想像して、勝手に軽けい蔑べつするマッチポンプやめろよ……」


    　どうも、この修学旅行でエリアスは高鷲と連係して攻撃してくるようなところがある……。こいつら二人が揃そろうと、かなり脅威だ。


    「業平君は紳士でしたよ～」


    　愛あい河かのそのフォローにどきりとした。うれしくもあったが、それでまた勘かん繰ぐられそうで……。


    　もっとも、その前に話題が切り替わってくれた。


    「はい！　休憩はもうおしまい！　急ごっ！」


    　一身田さんが数歩前に出て、こちらを促うながしていた。


    　すっかり一身田さんが女子のリーダーになってる。見た目も大人モードだし、ちょうど適役だ。


    　その一身田さんに率いられて、俺たちは鞍くら馬ま寺でらへのハイキングコースを進む。


    　俺たちほど不純な動機で歩いている参拝客もそうそういないだろう。むしろ、参拝目的ですらない。まだ、カップルのほうが健全だ。


    「この一体感、いいですね～」


    　愛あい河かは旅程が急きゆう遽きよ変更になったけど、まったく意に介してないらしい。ほっとする反面、多少複雑な気分でもある。


    　うん、エリアスも一い身しん田でんさんもいるけど、これは人ひと研けんとしての団体行動だ。


    「一体感って表現には疑問符がつくけど、やっぱり私たち、どっか似てるのかもね」


    　照れ隠しなのか、高たか鷲わしはことさらあきれたような調子で言った。少なくとも、修学旅行最終日を異様なことに使っている。


    　先頭を行く一身田さんの足が奥で止まった。


    　高鷲とエリアスのスマホには『ゆっくり来て』とメッセージがすぐに入る。そろそろ、一身田さんがプロのスパイに見えてきた。本当に将来、公安あたりに就職できるのではなかろうか。


    　一身田さんが登山道からルートをはずれて身を潜ひそめる。


    　高鷲が一身田さんの横に並ぶ。俺は高鷲から離れたところに陣取る。俺たちの後方で見ているらしい。


    　正面が多少開けていて、そこに大だい福ふくと汐しおノ宮みやさんの姿があった。


    　お堂もあるし、休憩場所にするには最適の場所だろう。しかも、二人以外の観光客も（潜伏してる俺たちは別として）いない。


    　あと、メイド長は汐ノ宮さんの真後ろにいた。メイド長も大福に遠慮しているのだろうか。


    　大福の言葉に汐ノ宮さんが笑っているのがわかった。


    　なんとも仲なか睦むつまじい。


    　それは俺の理想の高校生像と言ってよかった。


    　もちろん、まずはぼっちを脱出するとか、男友達を作るとか、そういう近い目標をクリアしていかなきゃダメだというのはわかっている。


    　けど、最終的には女子を自分から誘さそって、楽しく旅をしたかった。


    　愛河とは楽しく回れていたと思うけど、そこはやっぱり愛河のおかげで、俺がそれに助けられたって面が強い。


    「あのね、汐ノ宮さんに話したいことがあるんだ」


    　と、大福が言ったのがわかった。


    　それから、大福はぱんぱんと手を叩たたいた。


    　場所柄、神社に柏かしわ手ででも打ったのかと思った。


    　そうじゃなかった。


    　大福が手を叩いた直後、茂みがガサガサ音を立てた。


    　まさか身バレしたか!?


    　一瞬、血の気が引いたが、それは杞き憂ゆうだった。


    　茂みの中から出てきたのは大きなカラスだった。


    　ほかにも数羽がカァカァ鳴きながら飛んできて、大だい福ふくの横にずらっと並んだ。


    　カラスピーク──カラスとコミュニケーションがとれるという大福の異能力だ。


    　鞍くら馬ま寺でらというと天てん狗ぐが有名で、天狗といえばカラス天狗という言葉が思い浮かぶ。つながりがなくはないが──


    「あの、このカラスさんたちは何ですの？」


    　汐しおノ宮みやさんも意図が読めないらしく、そう尋ねる。カラスまで敬称をつけているのが汐ノ宮さんらしい。


    　大福の細い瞳ひとみが大きく見開かれた。


    　珍しい表情だけど、その顔はとても真剣なものだった。


    「汐ノ宮さん、僕、大福卜ぼく全ぜんは君のことが好きです。付き合ってください。このカラスたちに誓って、ウソはありません」


    　言い澱よどむこともない、見事な告白だった。


    　そして、俺が人生で初めてこの目で見た、本物の告白の場面だった。


    「君のまっすぐな生き方に、西高セイコー祭さいで見せた勇気に、人を思いやれるやさしさに、惚ほれました。君とだったら、ずっと二人で生きていけるなって思いました。よろしくお願いします！」


    　大福が頭を汐ノ宮さんに向けて、下げた。


    　まるで映画みたいだ。
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    　見入ってしまっていた。


    　本物の告白シーンって、こんなに崇すう高こうに感じるものなのか。


    　当然、大だい福ふくは役者でもなんでもない。カラスと交流できる異能力者であることを除けば、ごく普通の高校二年生だ。


    　それでも、今、大福は間違いなく特別な存在になっている。


    　大福と汐しおノ宮みやさんが世界の中心になっている。


    　俺はぐいっと服を引っ張られた。


    　すぐ横に高たか鷲わしが来ていた。


    「戻りましょう」


    　高鷲は俺と視線が合うのも厭いとわなかった。


    「汐ノ宮さんの答えを聞くのは、ごっこ遊びの次元を超えちゃうわ」


    　長く視線を合わせるわけにはいかないから、俺のほうから視線をそらした。


    「そうだな。お前の言うとおりだ」


    「デンちゃんも、それでいいわね」


    　もう、高鷲の顔は、俺と逆側にいる一い身しん田でんさんのほうに向いていた。


    「うん。やりすぎちゃったかも。これ以上いたらダメだね」


    　俺たちはそそくさと、でも、とことん慎重に、その場を離脱した。


    　汐ノ宮さんの言葉も、それから先の二人のやりとりも幸い、わからないままですんだ。


    　状況に流されそうになっていたのを止めてくれた高鷲に感謝しないといけない。


    　もし、うかつに汐ノ宮さんの答えを聞いてしまったら、面倒な罪悪感を背負ってしまっていただろう。


    



    　またお金を払ったゲートのところまで戻った。入山料を受け取る係の人は俺たちが同じ側から戻ってきたので、少し不思議そうな顔をしていた。


    「高鷲、こういうところで筋を通すところは、その……立派だったと思う」


    　下山しきって、改めて高鷲の決断をすごいと実感しはじめた。


    　それと、俺が同盟者としての高鷲に信頼を置けている理由もわかった。


    「自分がされたくないことを、人にするのは、あまり気分がいいものじゃないでしょ」


    「じゃあ、隅すみっこネズミ野郎って呼ぶのもやめてほしい」


    「わかったわ。幾き何か学がく的てきで禅的で鮮せん烈れつな初期衝動が感じられる隅っこＳＦゲシュタルト崩壊侘わび寂さびネズミ野郎」


    　あっ、かえって凶悪になった進化系のほうを思い出させてしまった……。ていうか、よくそんな長いあだ名、覚えられるよな！


    　一身田さんはエスカレートしすぎたと、今になって反省しているようだったが、エリアスがぽんぽんと肩を叩たたいてフォローしていた。


    「あの二人が知らないままなら何の問題もないさ。だから、そんなに気にしなくていいよ。もし、バレたらわたしも大だい福ふくの上司として謝る」


    「うん、ありがと、竜たつ田た川がわさん……。私、暴走しちゃってたや……」


    　まあ、取り返しのつかないことをやったわけではないから、そのうち時間が記憶を風化させて解決させてくれるだろう。


    　俺たちは道を下って、貴き船ぶね口ぐち駅のほうに向かって歩く。


    「まだまだ時間あるし、愛あい河か、詩し仙せん堂どうってところにでも行く？　けっこうかっこいいところみたいよ」


    「いいですね～。愛河も気になりま──あっ！　あっ！」


    　愛河が高たか鷲わしの顔を指差す。それで高鷲もしまったという顔になった。


    　完全に無防備に愛河と言ってしまっていた！


    　高鷲もまずいと思ったのか、うつむいてしまった。顔を見せないつもりだな。


    「今のは口がすべったわ……。ミスった……」


    　もう、ミスって扱いなんだな……。


    「えーりん、やっぱり大好きです！」


    「ゲシュタルトもついてくる？　どうせ暇ひまでしょ？」


    「おい、どさくさで俺のあだ名をとんでもないものに定着させようとすんな！」


    「さっきのは長すぎたから。このほうが自然でしょ」


    　こいつ、俺を攻撃することで恥ずかしさを紛まぎらわす作戦に出ているな。表情はいつもの冷めたものに戻っている。


    「じゃあ、ゲシュ君っていうのはどうですか？」


    　愛河が変な提案をしてきた。


    「いいわね、節足動物でそんなのいそうだし」


    「人間に節足動物っぽいあだ名をつけるな」


    　初期人ひと研けんの三人は足並みが揃そろっている。


    　愛河が高鷲にも感謝してるって言ってたのを思い出した。


    　はっきり言って、俺と愛河の二人きりよりバランスがいい。確実にいい。


    　さて、エリアスと一い身しん田でんさんを入れて、五人で修学旅行のラストランだな。

  


  
    



    
      [image: ]

    


    



    　大だい福ふくが告白したところを目撃した俺たちは、いくつか観光地を見てから、集合時刻より一時間以上も早く京都駅に戻ってきた。


    　一い身しん田でんさんは「繁華街でお土産みやげでも見ない？」と提案してきたのだが、高たか鷲わしは「昨日、実家用に新撰組の服や木刀を買って配送してるから」と断った。


    　高鷲が買ったものはアレだが……昨日、俺たちもお土産は見ていたので、駅に戻ることになった。どうせ、駅前にも土産物を買うところぐらいあるし。


    　あと、さらに付け足すなら、ぼっちは時間に余裕を持って行動することしかできないのだ。


    　よく漫画とかで遅刻しそうになって走ってる学生や、そもそも遅刻しちゃってる学生が描写されるが、あんなスリリングなことができるのはぼっちじゃない奴やつだけだ。


    　高校一年生の時は、しゃべる相手が皆かい無むだったので、一時間目開始直前に登校していたが、あれはタイミングを完全に計ってやっていたことで、遅刻したこともないし、焦あせったこともない。いわばプロの技である。


    　一年前のことは思い出すべきじゃないな……。純然たる黒歴史だ……。


    　──とにかく、俺たちは京都駅一番乗りだった。


    　坊ぼう城じよう先生もあきれていた。


    「あのさ、もっと楽しんだらいいんじゃない？　あなたたち、ゴリゴリに早いわね……」


    「そこはその……節度ある行動をとったら、こんなことになっちゃったんです」


    　そんな坊城先生は土産物らしき紙袋をいくつも持っていた。どんだけ買ってるんだ。他学年の先生方にお土産を渡す係にでも任命されているんだろうか。


    「業なり平ひら君のおかげで楽しい修学旅行ができました！　ありがとうございます！」


    　愛あい河かはカメラ撮影のポーズみたいに、両手の人差し指を頬ほおのあたりにつけて、俺に笑顔で言った。


    　超かわいいのだけど、かわいすぎてかえって作ったようなところがあった。これが素すだったら、もはや人間の領域じゃなくて、崇拝対象だと思う。


    「途中から、ずいぶん変な方向にいっちゃったけど、楽しんでもらえたのであれば本望だ」


    　それに引き換え、俺の返しは返しで堅苦しい……。


    「うんうん、修学旅行を満喫できたようなら何よりよ。先生は修学旅行なんて教員になってから、すでに──おっと、回数を言うと年齢がバレるわね……」


    　今、思ったよりも大きな数字を言いかけたな。


    　西高セイコーは教師もだいたい生徒と同じように、一年生担当の次の年は二年生担当と持ち上がりになることが多いと聞く。だから、修学旅行もおよそ三年に一度経験しているはずである。


    　なので、たとえば教師になってから三回修学旅行に行ってるなら、約九年前後の教師生活────これ、あんまり考えると先生がキレそうだから忘れよう……。


    「あっ、そうだ。高たか鷲わしさん、あの親戚のお兄さんから何か聞いてない？　『合コンが決まったら連絡します』ってメールが来てから、反応がないんだけど……」


    　先生、本当に高鷲から親戚の男を紹介してもらってたのか……。それっていいのか？　おそらくクロだと思う。


    「時間がなかなか取れないそうですけど、忘年会感覚で十二月頃に一度開けないか検討してるみたいです。もうちょっと待ってあげてください」


    　高鷲の身内を生いけ贄にえに捧ささげる方針もゆがみなく続いているらしい。


    　よく雑用に駆りだされているらしい姉も、妹が高鷲という運命を恨うらんでくれ。


    　おそらく、扱いに困る京都土産みやげが今頃、宅配サービスで東京に向かっているはずだ。


    



    　そのあと、愛あい河かはクラスの女子に合流すると言って、また地下鉄に乗って市街地のほうに北上してしまった。


    　愛河と二人きりでどうなることかと、あらゆる事態を想定していた三日目だったけど、良くも悪くもさっぱりと終わりになった。


    　俺は時間を持て余してしまったので、家に買って帰る土産でも探しに店を冷やかしていた。


    　土産を探すというのは、はっきり言って口実だ。だって、昨日大きなお土産ショップでお菓か子しも買ってるし。


    　一人になる時間がほしかった。


    　大だい福ふくの告白の衝撃が尾を引いている……。


    



    　──汐しおノ宮みやさん、僕、大福卜ぼく全ぜんは君のことが好きです。付き合ってください。


    



    　友達と思っていたけれど、あいつは自分よりずっとすごい奴やつだった。あんな真ま似ね、十年経ってもできる気がしない……。もしかしたら、一生できないかもしれない……。


    「高校生が漬物コーナーの前でたそがれてるの、端的に言って異様よ」


    　高鷲は側面から声をかけてくるところがあるが、今回もそれだった。


    「たそがれてはない。物色してるだけ──」


    「まだ、時間があるし、ちょっと出歩かない？」


    　一人になりたかったけど、たそがれてるように見られるのも癪しやくだな。同盟者の高鷲となら、一人と大差ない気もするし。


    　あんまりうれしそうな顔をすると変だから、


    「ああ、いいぞ」


    　と、淡泊に答えた。


    



    　　　　★


    



    



    　高たか鷲わしは駅北口から大通りへとぶらぶら歩を進めていく。京都タワーがあるあたりだ。


    　駅の喧けん騒そうが若干弱まったあたりで、高鷲が口を開いた。


    「今回の反省会をやるわ。ミッションはどうだった？」


    「そんな用件だとは思っていた」


    　まず、男友達と修学旅行を楽しむという点は成功した。


    　初日に枕投げもやったし、これは高鷲も合格点をくれるだろう。男子たちで女子の話題で盛り上がったことは……墓の下まで黙って持っていこう……。


    「──黒歴史にならなくてよかったわね」


    　仏ぶつ頂ちよう面づらで高鷲は言った。


    「あくまでもネガティブなところから評価するのやめろよ」


    　満面の笑みで「すごい！　成長したわね！」なんて言われても、リアルに洗脳でも受けたのかと疑うけど。


    「高鷲のほうも、愛あい河かって無事に──」


    「そのことを語るというなら、それなりの覚悟をしてほしいわね」


    　あっ、これは深入りしてはいけないやつだ。目がマジだ。


    「わかった、そのことは触ふれない……。それ以外だと、一い身しん田でんさんとも仲良くしてたし、何一つ問題ないんじゃないか」


    　一身田さんとすっかり親友のようになっていたのは俺も目にしていた。


    「まだ、女子高生の平均よりは友達の数が少ないきらいはあるが、そこを除けば、お前は女子高生らしい女子高生のペルソナを獲得したと思う」


    「ペルソナって、仮面じゃないの。なんで、かりそめの姿なのよ」


    　あれ、表現を間違えただろうか……？　やはり、女子とのコミュニケーションは男子ととるよりはるかに難しいな。


    　けど、高鷲は空を見上げるように顔を上げて、こう付け加えた。


    「そうね。かりそめね。そこは私が私である以上、変わらないわ。グレ君だって、たとえ将来リア充ぽくなっても、リア充の皮をかぶったグレ君でしかないはずよ」


    　なんだ、俺の表現で正解だったんじゃないか。


    「だな。ぼっちの視点で物事を見るくせはきっと永久に消えないんだろう」


    「でも、こういうのって、勉強と同じで、入門する時が一番難しいのよね。そこを突破してしまったら、なんとでもなるものよ。一身田さ……デンちゃんとなら、いつでも私は女子高生をやれるようになったわ」


    　覇は気きのない声で、他ひ人と事ごとみたいに高たか鷲わしは言う。


    　もうちょっと面おも白しろそうに京都の街を歩けよという気もするが、俺と二人の時にそんなテンションになれというのも酷こくかもしれん。それに、これが高鷲のニュートラルだ。俺の前でよそ行きの空気を出されても嫌いやだ。


    「ほら、序盤はあまり読み進められなかった小説が、ページ数が半分を切ったあたりで一気に加速したりすることってない？」


    「ある」


    　友達という単語を使うのを避けるために、高鷲が比ひ喩ゆ表現を使っているのはなんとなく察しがついた。


    　俺にとっても高鷲にとっても、まだ友達という言葉は特別なものなのだ。いくら、友達と呼べる存在ができても、それはすぐには変わらない。つい半年前は友達のいる自分なんて想像もできなかったのだから。


    　高鷲はすたすたと北上を続けていく。足が速い。修学旅行生というより、地元民の雰ふん囲い気きが強い。俺もドレインが効かない距離か気をつけつつ、歩いていく。


    　駅から逃げるように北上していた歩みは信号で止められた。


    「次に、グレ君と菖蒲あやめ池いけさんとのことだけど」


    　そこで高鷲がその話題を出した。


    　どこかで出ることはわかっていたから、戸惑いはなかった。


    「これは友達作り以上に、グレ君のプライベートだから何も聞かないわ。人ひと研けんはあくまでもぼっちを回避するため──つまり、友達を作るための活動だから」


    　感情をまったく見せない調子で高鷲は言った。高鷲なりにその態度が最善だと考えたのだろう。


    　高鷲は決して善人ではないが、誠実だ。


    　他人の触ふれられたくないところがどこかぐらい、聡明な高鷲がわからないわけがない。だからこそ意図的に触れてくるケースもあるけど……今は俺を同盟者として見てくれているんだろう。


    「心配しなくても、何もなかったぞ」


    　やましいことはないから、俺はそう答える。


    「でも、二人に会って、邪魔をしちゃった自覚はあるから」


    　悪かったと思っているってことだろうか。


    　たしかにあそこで高鷲たちと出会わなかったら、俺と愛あい河かはどうなっていただろうか？


    　まったくわからないとしか言えないが、高鷲たちと出会ったことでスイッチが切り替わったのは事実だろう。


    　高たか鷲わしはまっすぐ道路の先を見ているから、どんな顔をしているかはわからなかった。


    「明日、謝るわ」


    「謝るなら、今、謝れよ……」


    　また、高鷲のふざけた言葉で話がいなされる。それに安心している自分もいる。


    　信号が青に変わった。高鷲は迷わず歩きだし、また俺の少し先を行く。


    「お前、どこまで先に行くんだ？」


    「お寺のあたりまで」


    　こんな寺だらけの街でどの寺のことだよと思ったけれど、とてつもない規模の寺が左手に現れた。


    「もし、協力が必要なら条件次第では手を貸すけど」


    　高鷲はこちらを振り返らずにそう言った。


    　──それって、俺と愛あい河かの仲を応援するってことか？


    　そう尋ねることが俺はできなかった。


    　俺の中で愛河と付き合いたいという結論は出ていないのだ。


    　けど、ずっと人ひと研けんの中で、愛河と友達のままでいたい──と断言できるかというと……どこかに迷いが残っている。


    「もっとはっきりしろ！」と叱ってくる自分と、「はっきりしていいわけないだろ！」と叱ってくる自分が心の内で共存していた。


    　男友達を作って、修学旅行も乗り切ったと思ったら、今度は女友達の問題か。


    　ラスボスを倒したら、裏のボスが登場したみたいだ。


    　どうしたらいいか、見当もつかん！


    「協力はいらん。とんでもない対価を要求されそうだ」


    　そう言って、俺はお茶を濁した。


    「そう」


    　高鷲は短く、それだけ答えた。どういう意味かは読み取れないし、相あい槌づち以上の意味など高鷲もそこに込めていないのかもしれない。


    　俺と高鷲は、ぶらぶらと境けい内だいに入って、なし崩し的にお堂で拝んで、駅に戻った。


    　人間関係についての話はどちらも、もうしなかった。ある種、気がおけない友達同士みたいだった。


    　出かける頃と比べれば、西高セイコーの生徒がかなり増えて、がやがや話していた。


    　この様子だと西高の修学旅行は大きなトラブルもなくすんだらしい。


    



    　　　　★


    



    



    　帰りの新幹線は、行きとは打って変わって静かだった。


    　理由は単純で、起きている人間が行きより少ないのだ。


    　旅行の疲れは、旅行が終わる時に最も強く出る。知らない街で数日過ごすわけだから、目に見えないストレスもある。そういうのがやってくる。だから寝ている奴やつが多い。


    　野の島じま君と太おお田たも爆睡と言っていい状態だった。


    　さっき、お菓か子しを渡しに見に行ったら、太田は間抜けっぽく口を開けていた。気づいたら、東京駅に着いていたというオチだろうな。


    　二人にもずいぶん世話になった。二人に誘さそわれなかったら、男子部屋での思い出は中学の黒歴史と大差ないものになっていたかもしれない。学校に戻ったら改めて礼を言おう。


    　俺も起きてはいるが、ペットボトルのお茶をつかんだまま、ぼうっとしていた。疲労が注意力を散漫にしている。今、テストをやったら、うっかりミスを連発すると思う。


    　お菓子交換会は修学旅行の帰りでは必要がない。勉強になった。もう、使えるチャンスもないけど。


    　しょうがないので、徳用サイズのチョコレート菓子を時々、口に入れる。


    　全体を通して今回の修学旅行に点数をつけるなら──


    　八十点はある。


    　つまらなくてたまらない地獄の時間なんてものはなかった。男子との間の壁も壊せた気もする。亀の歩みでも、俺はまた成長できた。


    　だけども……。


    　俺はすでに暗くなって景色の見えない車窓を眺めていた。


    　こんな時はドレインの関係でボックスシートを独占できてありがたい。高たか鷲わしがたそがれてると言ったのも事実かもしれない。


    　恋に焦がれていたわけではないけれど、わからないままの疑問が頭に浮かんでいる。


    　愛あい河かはなんで俺を誘ったんだろう？


    　たしかに、人ひと研けんで集まる時間はあった。パフェの店に行き、人研メンバーは全員パフェを注文したし、そのあとでお土産みやげも見た。人研としての時間はちゃんと二日目にあった。


    　でも、これまでの愛河なら三日目も人研同士でどこか行こうと言いそうじゃないか。


    　考えても答えなどわかるわけもないけれど、考えちゃうよな……。


    　俺は持っていたペットボトルのキャップをはずす。


    　それを左手で自分の額に向けて、ぶつけた。


    　ああ、ダメだ、ダメだ！　ここでうじうじしてるようじゃ、たいして変われてないだろ！


    　スマホを取り出す。


    　考えてもわからないなら、聞け！


    　この新幹線のどこかに愛河はいる。


    　行きの車内で高たか鷲わしと話したように、デッキに来てもらえば答えはすぐに出る。


    　心配するな。どうせ、愛あい河かのことだから、そんな深い意図なんてなかったはずだ。それを俺が勝手に拡大解釈して悶もん々もんとしてるだけだろう。


    　当たれ。砕けろ。


    　人間は一日で英雄になんてなれない。でも、ヘタレをやめることはできる。


    　このまま東京に戻ったら、どうせ俺は何かと理由をつけて、気になることをわからないままにしようとする！


    　そして、ＬＩＮＥで愛河にメッセージを送ろうとした時──


    　人ひと研けんのＬＩＮＥグループ連絡が来た！


    　さすがにこのタイミングだったので、スマホを落としかけた。


    　汐しおノ宮みやさんからのメッセージだった。


    『私事で恐縮なのですが、一号車と二号車の間のデッキに来ていただけませんか？』


    　愛河の件は中断だな。いくらなんでも、みんなが合流した時についでにというわけにはいかん。俺だってそこまで空気読めない人間ではない。


    　俺の席はデッキに近い。返事をするまでもなく、俺はデッキに向かった。


    　隅すみに隠れるように、汐ノ宮さんが立っている。メイド長がいるので目立ってるけど。


    「あっ、波は久ぐ礼れ君、もう来てくださったんですわね」


    　汐ノ宮さんは無理に笑おうとしているように見えた。


    　小柄な彼女をさらに一回り小さく感じる。呼んだぐらいだから、相談事があるのだろう。


    　メイド長はなぜかデッキの壁のほうを向いていた。これ、汐ノ宮さんとメイド長がケンカでもしたってオチならいいんだけどな。メイド長には悪いが、だとしたら、そんな重い話にならないから助かる。


    　すぐに高鷲もやってきたので、俺が何か尋ねる機会はなかった。


    「菖蒲あやめ池いけさんが来るのを待ちましょうか」


    　高鷲はただ、それだけ口にした。


    　あまり今から汐ノ宮さんを追及するべきではないと思ったのかもしれない。


    　クラスが違うので、俺たちよりは多少のタイムラグを持って、愛河がデッキにやってきた。


    「ランラン、どうかしましたか？」


    　愛河は俺たちと比べると、まだまだ余力がある感じだったが、あんまり空気が明るくないことには気づいただろう。切せつ羽ぱ詰つまっている様子は汐ノ宮さんの様子からわかる。表情の変わらないメイド長さえ、どことなく暗い。


    　そして、相談される前から、俺たちは何が話されるか予想がついている。


    　もしかすると、状況が一番把は握あくできてないのは、汐ノ宮さんかもしれない。左手を胸のあたりに添えている様子は人形めいていた。


    　汐しおノ宮みやさんはデッキの後ろを振り返る。


    　人がいないかの確認だろう。


    　誰もいないとわかると、俺たちの側に向き直った。


    「あの、わたくし……大だい福ふく君に告白をされたのですが……どうお答えするべきなのでしょうか……？」


    　やっぱり、それだよな。


    　うん、俺たちは人ひと研けんの人間だった。


    　告こくられたなんて異常事態が起きたら、幸せだと感じる前に悩んでしまう。


    　どうやら、人研は友達方面の問題をある程度クリアして、次のステージに突入していくことになりそうだ。


    　俺もこのステージでゲームオーバーになりませんように……。
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